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◆１章　愛を知る悪魔









　ベイリーズ王国ルルーベル地方、その商業都市の郊外で、ナディアは祖母と二人で暮らしていた。両親はナディアが少女のころに事故で他界している。生き生きと教師の仕事をしていた母のようになりたいと勉学の末、中等学校の教職に就いたナディアが二十歳を迎えてしばらくして、祖母は穏やかに逝った。

　学校のある町から徒歩二十分ほど歩いたところに、祖母から受け継いだこぢんまりとした一軒家がある。塗装がやや剥がれている赤い三角屋根の家で、庭の小さな畑には野菜が植えられている。そこに今は独りで住んでいた。

　この休日、ナディアはようやく遺品整理をしようと決めていた。

「あれ……こんなのあったんだ」

　祖母が使っていた箪笥たんすの抽斗ひきだしの奥に、見たことのない木箱があった。精緻な幾何学模様をあしらった複数の板で出来ていて、蓋や留め具が一切ない。

（寄せ木細工の秘密箱だ）

　箱を振るとかすかにコトコトと音がする。どこから開けるのだろうと触っていると、スライドできる最初の板を見つけた。そこに小さく『開かれるべきときに開く』と書いてある。

　秘密箱は、決められた手順で板を動かすと開く仕掛けになっている、東方の伝統工芸品である。祖母は東方の出身だったらしく、こういった秘密箱をいくつかコレクションしていた。ナディアがそれらを解くと、祖母はいつも褒めてくれたものだ。

（この箱は初めて見る。今まで見たなかで、一番綺麗）

　祖母の唯一の遺言は『自分のやりたいように、幸せに生きなさい』だった。彼女はいつも秘密箱を解かせてくれたし、そのおかげでナディアはパズルが好きだ。これも開けていいだろうか。──若干後ろめたく思いながらも、好奇心に勝てなかった。

　遺品整理を中断して居間に向かう。紅茶を淹れ、祖母が作ったパッチワークキルトのクッションを置いて安楽椅子に座り、寄せ木細工と睨にらめっこする。

　どのくらいかかっただろうか。紅茶がすっかり冷たくなったころ、確かな手応えがあった。スス……と最後の板をスライドさせる。中が見えてくるその瞬間、箱の中から黒い靄もやが発生した。驚いたナディアは箱を取り落としてしまい、あっという間にリビングが黒い靄で覆われた。

（なっ、なにこれなにこれ……！　そうだとりあえず換気！）

　安楽椅子からガタンと立ち上がり、窓の方へ行こうとしたナディアの腕が何者かに掴まれる。大きな手に黒い爪、振り返って見ると漆黒の短髪に赤い瞳の美丈夫がいた。頭には山羊のような角が二本、黒い霧は彼の背後で収束されて蝙蝠こうもりのような大きな翼に変わる。黒いヒラヒラした布を纏まとった半裸の男性。全身に怖気が走り、圧倒的な恐怖に支配される。

「あっ……あ、悪魔……！」

「そうだよ～。封印解いてくれてありがとうね、可愛くて莫ば迦かなお嬢さん」

　人離れした美貌を持つ悪魔がニタリと嗤わらう。

　本能的な恐れからナディアの体はガタガタと震え始めた。全身から汗が出て、頭の奥からガンガンと警鐘が鳴っている。しかしこの男から離れたくとも、ただ腕を掴まれているだけで体はビクとも動かせない。

（教会に行ってエクソシストを呼んでもらうよう伝えないと、町一帯が滅んでしまう……！）

　ナディアは歯をガチガチ鳴らしながら悪魔を見上げた。

　目が合った悪魔は目を細める。火の上で踊り炙られる羽虫を見ているような冷酷な瞳をして、己の上唇を舐めた。

「俺のこと怖い？　イーコトしてあげよっか」

「何をするつもり、ですか」

「久々の食事だからサービスするよぉ。お嬢さん可愛いしね、腹上死とかどう？」

「……あなた、淫魔ですか」

「あーん？　まぁそう呼ばれることもあったかな……。淫魔でもなんでもいいや。アハ、俺さぁそのヘーゼルナッツ色の瞳めぇ好きなんだァ。アンタが死んだ後にきちんと食べてあげるね」

　悪魔はナディアの顎に手をやって、下唇を親指で撫でてきた。ナディアは恐怖に総毛立ち、何も言えなくなる。

「……おかしいな、久しぶりだからか？　ねぇねぇお嬢ちゃん、俺に対して変な気分にならないの？」

「……ッ、こ、こわい、です」

「……ううーん？　そういえばさァ、リンドー知らない？　その忌々しい箱、リンドーの奴のでしょ。お嬢ちゃんと遊ぶ前にあいつ殺すのが先だった」

　ナディアははっとした。リンドーという名は祖母のものだ。ナディアの反応を見て、悪魔がぱっと笑う。

「あ、やっぱり知ってる？　ってかリンドーの妹？　顔だって似てるし、同じ色の瞳ぇしてるもんな。あいつを殺す……のは止めて、堕としていくところ見る？　そんでさぁ、欲情して俺のこと欲しがって泣いてるところを殺すんだァ。お嬢ちゃんはどうやって死にたい？　解放してくれたから希望は叶えてあげるよ」

　人をいたぶるのが愉しくてしょうがない──悪魔の美しい顔には残忍な本性が映し出される。恐怖に塗られていたナディアの体の奥が冷たく燃えた。脳裏に青い焰ほのおのイメージがわく。

「離して！」

　ナディアが腹の底から叫ぶと、ナディアの全身を包むようにボッと青い焰が燃え上がった。

「あっつ！」

　驚いた悪魔が飛び退いた。焰はすぐ消えたが、ナディアは熱くもなんともなかった。

「は？　アンタもエクソシスト？　ただの小娘かと思ったのにさァ」

「り、リンドーは、私の祖母です。少し前に亡くなりました」

「……は？」

　悪魔はぽかんと口を開けたまま黙った。先程までの残忍な雰囲気は消え、どこか迷子のような様子を見せる。

「……リンドーのやつ、死んだの？」

「はい」

「アンタ、リンドーの孫だって？」

「そうです」

「……ハハッ」

　悪魔は二人がけのソファにどかっと座った。首を反らして天井を見上げながらアハアハと独りで笑っている。

「なんだよそれ。ハッ。どんだけ強いエクソシストだろうが、ヒトはすぐ死ぬなァ。そんなんだったら、俺に魂くれてもいーじゃん。アハハ……ほんとだ、リンドーの魂の気配なんて全くしねー。あんだけ悪魔殺しておいて、まっすぐあっちに逝ってやがる」

　強いエクソシスト？　まさか祖母はエクソシストだったというのか。そんな話は一度も聞いたことがないし、父もごく普通の人だった。

　虚空を見つめる悪魔の様子が変だ。今のうちに逃げ出して、なんとか誰かに伝えられないだろうか。数十年前と違い時代は変わり、今や悪魔の出現頻度はかなり低く、エクソシストの数も少ない。町一つに必ずエクソシストがいたころとは違うのである。

　じりじり少しずつ玄関の方へ移動していると、悪魔がギロリとこちらを見た。

「あのなァ、どうせ逃げられないから大人しくここにいた方がお嬢ちゃんのためだよ。でないと酷い目に遭わす」

「……」

「んで、お嬢ちゃんもエクソシストなわけ？　でもリンドーみたいに強くねぇだろ。どうするぅ？　屈服して楽に死ぬ？　戦って無惨に死ぬ？」

　どちらにしろ死ぬんじゃないか。

　さらりと殺害予告を受けているのだが、不思議なことにさっきのようなどうしようもない恐怖感はなくなっていた。体の奥底が静かに燃えている。

「私はエクソシストじゃありません」

「ああ、見習いってやつ？」

「ただの数学教師です、よ」

「……んあ？　だって、さっきさァ」

　立ち上がった悪魔はズカズカとナディアに近寄ってきた。改めて対峙するとかなり背が高く、小さいナディアは首が痛くなるくらい見上げなければならなかった。じろりと見下ろしてくる悪魔が何をするつもりかと思えば、彼はナディアの後頭部に手を回し、遠慮無くキスをしてきた。突然のことで頭が真っ白になったが、口内に舌が侵入してきたあたりで我に返る。ドンと胸のあたりを強く押す。体の内で燃えていた青い焰が燦然と現れる。

「あっつ！　ほら、俺が誘惑してんのに微み塵じんも靡なびかないじゃん。普通の人間なら目ン玉ハートにして俺に縋ってくるんだよ。その青い焰はエクソシストのもんでしょ。稲妻属性の奴とかもいるけど」

「……マジですか？」

「悪魔になに聞いてんの？　てかなに、ほんとにエクソシストじゃないの？　天然のやつ？」

「……」

「ワーオ。ちょろくて美味い極上の獲物じゃん。よく今まで喰われなかったね」

「私、狙われやすいんですか？」

「幸運だよねぇ。まぁ俺と出会ったことで今その幸運が尽きちゃったワケだけど」

　悪魔が舌なめずりした。赤い瞳がぎらぎらと光っている。いつの間にか距離を詰められ、トンと背中に壁が当たった。

（逃げられない）

「でもさぁ、俺の封印解除してくれて、悪魔なりに恩義は感じてるんだよね。イイコトして精気くれたら逃がしてあげる。お嬢ちゃん一人で百人分以上の価値があるからね。魂取られて殺されたくなけりゃ、無自覚に焰出すのやめてくれね？　熱くてコトに及べねぇからさー」

　悪魔はまるで労るようにナディアの頬を撫でた。こてんと首を傾げて言う彼の瞳にいたぶる色はない。

（この悪魔、ころころ表情が変わる）

「イイコトって何ですか？」

「んんー？　教えてあげよっか」

　悪魔がナディアのワンピースの襟に手をかけ、強い力で斜め下に引っ張った。自宅用でデコルテが広く開いていたそれは、胸の前の釦ぼたんをブチブチと弾け飛ばしながら肌着とともに引き下ろされ、片方の胸がまろびでた。白く張りのある乳房がふるりと揺れる。

「ひっ」

「あは、いい形してるねぇ」

　大きな手でナディアの両腕ごと体を掴んで拘束した悪魔が、身を屈めてピンク色の尖りを口に含む。ナディアはその光景の破廉恥さに口がわなないた。しかし驚きと恐怖で思うように体が動かない。

　悪魔が乳首をじゅうっと吸った。その瞬間、ナディアの頭のどこかが焼き切れた。

「やめて──！」

　カッ！　と青い閃光が弾けると、悪魔は後ろに倒れ込み、そのままゴチンと床に頭を強かに打ちつけた。

「痛ったァ……くそ」

「動かないで！」

　ナディアが叫ぶと、悪魔の体が不自然に硬直した。

「え、なん……嘘だろオイ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく悪魔の様子がおかしい。

「まさか動けない……の？」

　見開いた悪魔の瞳がそうなのだと雄弁に語っていた。乱れた服を直したナディアは悪魔にそぉっと近づき、肩を押してみる。まったく動かない。

「チッ。言霊縛りが使えるんじゃねーか。なァ、解除してよ」

（言霊縛り？　さっき『動かないで』って言ったから動けなくなったの？）

「魔界に帰ってください！」

　精一杯力を込めて言ってみたが何も起こらない。悪魔の唇が弧を描いたことに絶望した。

「アハァ……どうやら具体的に理解してるモンじゃないと無理っぽいなぁ。魔界がどんなトコか知らないもんね？　あんなつまんねーとこ帰りませーん」

　無理だった。この悪魔が動けなくなっているうちに教会まで走るのが最善かもしれない。そうとなれば早く動こうと、ナディアが玄関へ足を向けたそのとき、悪魔の腕が数センチ動いた。

「ア、どうやらアンタの言霊縛りはもう解けそうだよ。応援を呼ぶのも間に合わないかもね」

「う、動かないで！」

　ピシリ、とまた悪魔が固まったが、瞳はニヤニヤと笑っている。

「どーする？　こうやってずっと俺に言霊縛りし続けるのも無理じゃない？」

「……っ」

「一時休戦しよーよ。封印から解放されたばっかで肩こってるしぃ」

「町の人に手を出さないで！」

「……いーよぉ。その代わり、エクソシスト呼ぶのもナシね？　俺、アンタに召喚されて降り立ったって言うし、その胸のところに獲物の印もつけといたから、堕落の烙印おされるのはアンタだよ」

　獲物の印って何、とナディアは急いで自分の服をめくって確認した。左の胸のふくらみに、黒い薔薇の刺青があった。

「なにこれ」

「かあいーでしょ。悪魔に関わっちゃった証拠だよ、良かったねぇ」

「良いわけないでしょ！」

　肩を揺らしながら悪魔がケタケタと笑う。

「お嬢ちゃん可愛いけど面倒だし、とりあえず喰いはしないからぁ……なんかご飯食べさせてよ。でないと外に出て精気食べるっきゃねーんだけど」

「……分かった。だから家から出ないで！　くださいよ」

　ハイハイと悪魔が頷くと、部屋全体を覆っていた威圧感がなくなった。ナディアは内心少しほっとした。常に体を針金で雁がん字じ搦がらめにされているような圧迫感があったのだ。気分次第ではすぐ殺せるんだぞ、とでも言うような。

「……悪魔もご飯食べるんだ」

　ちょうどお昼どきだった。鍋には昨日の晩に作ったポトフがある。コンロをあたためている間に、棚にある固いパンをスライスし、楕円の皿に盛った。

「……なぁ。俺が言うのもなんだけど、悪魔の言うこと簡単に信用しちゃダメだよお嬢さん」

　先程までのような、人を謀る口調とはうってかわって静かな声音だった。

「そもそも私にはどうしようもないじゃないですか。あなたを打ち倒すことはできない。いまこうやって息ができているのも、あなたの気分なだけ」

「まぁ確かに？　でもお嬢ちゃん、エクソシストになれる素質あるよぉ。さすがリンドーの孫って感じ」

「……」

　祖母がエクソシストだった、というのは未だ信じられない。もし本当なら、ナディアが知らない祖母をこの悪魔は知っているということだ。……複雑である。

「……お嬢ちゃんさァ、知らなかったの？」

　カッと頬が熱くなるのが分かった。傍にあったパン切り包丁を掴んで悪魔の目の前に立つ。

「うわー、絵面が物騒！　その包丁置いてこよっか？」

「私の名前はナディアです」

「へぇナディアちゃんっていうの。一つ教えてあげる。悪魔にさ、安易に名前教えないほうがいいよ」

「じゃあ、あなたの名前は？」

「アハ？　気になるのぉ～でも教えてあげない」

「あなたの名前を教えて」

　ナディアはなんとなく言霊縛りのやり方が分かってきた。腹の奥底から力を入れて、命令する意図で口から言葉を紡ぐのだ。

　悪魔は目を見開いた。口をはくはくさせながら、焦った表情をしている。

「じ……ジル＝ラシャド＝ファントム」

「ジルさんって呼びますね」

　金縛りが解けたように、悪魔の体がどたっと床に転がった。「う～わ、マジかよ」などブツブツ呟いているところを見ると、悪魔の名前というのはかなり大事なものなのかもしれない。それについて訊こうか──と口を開いたが、やめた。余計なことを言って怒らせないほうがいい。

　キッチンに戻り、赤いスープボウルを二つ用意する。かつては四人で暮らしていたから、この家に食器はたくさんあった。一人になったいま、それは寂しさを思い出させるものである。

「ポトフとパン、食べられますか」

「んあ、食べる」

　ジルは立ち上がり、キッチンテーブルの椅子に座って頬杖をついた。待っている姿がなんだか子どもみたいだなと思いながら、ポトフとパンを配膳する。

「恵みに感謝を」

　合掌して食前の祈りを捧げる最中、ジルにはなんとも言えない表情で見つめられた。ナディアが食べ始めると彼もスプーンを手に取る。

　ポトフの具材は玉ねぎ、人参、芋にベーコン。スープも味が沁みていて昨晩より美味しくなっている。

　そういえば忘れていたと、ナディアはキッチン横の窓辺で育てているパセリを少量摘み、自分とジルのスープに散らした。

「うわっ、俺これいらねぇ」

「パセリだよ？　子どもみたいなことを言う」

　ジルはパセリをスプーンで掬い、そのままナディアのスープに移した。やることが子どもである。

「……悪魔にとって毒なの？」

「んなワケねーだろ」

「えー……悪魔って案外しょうもないんだね」

　図星なのか分からないがジルは黙った。もくもくとポトフを食べ、パンを囓った。

「固いなこのパン」

「スープに浸して食べるのよ」

　町のパン屋で柔らかいパンを買うこともあるが、家に常備しているのはこの固いパンである。

「なァ、そういや他の家族も帰ってくるんじゃね？　俺のことどーするよ。面倒だから洗脳しちゃっていーい？」

　ジルがそんなことを言ったのは、使い込まれたテーブルの椅子が四つあるからだろう。

「家族はもういない。私一人で住んでるの」

「あ……そ」

　意外なことに、ジルはそれ以上何も言わなかった。てっきり寂しさをつつくようなことを言われると思ったのに。

　ジルはポトフを全て食べ、ナディアに「美味しかった」とスープボウルを突き出した。

「おかわり？」

「え、あるんだったら食いたい」

「あー……うん、あるよ」

　スープボウルを受け取り、ナディアは内心嬉しかった。美味しいと言ってもらえることも、自宅で誰かと食事をすることも久しぶりだったのだ。夜に食べる分が減ってもいいや、と思えるくらいには。

「そんでさァ、提案なんだけどぉ」

「……なに？」

「一人で暮らしてんなら部屋余ってんでしょ？　俺もここに住む」

　この悪魔は何を言っているのだろう？

　ナディアは提案を拒絶すべく、意味が分からないという顔をして首を傾げた。

「無理」

「よぉく考えてよ。俺をここから追い出したらどうなると思う？　町の人に手を出すなってやつ、強い意志を感じた言霊縛りだったけど、もって一日くらいだよ。そしたら俺は自由！　ナディアちゃんの胸にある烙印は消さないしぃ、俺が密告したらエクソシストに連れていかれるのはナディアちゃんの方」

「……これ、消えないの？」

「消せるのは俺、もしくはエクソシストによる悪魔払いの儀式かな。でもそれすっごい厳しくて痛いって聞いたことある～。マ、悪魔の言うことなんて信じない方がいいけどね？　でも悪魔に烙印を押されたなんて噂広まったら、先生の仕事？　に不都合が出るかもしれないよね～ニンゲンってそういうとこあるじゃん？」

　ニタニタ笑う悪魔を睨み、ナディアは手を握りしめた。

　悪魔の術中にハマるな、と自分に言い聞かせながらも、全て起こりうる未来でしかなかった。悪魔の烙印なんて知らなかったが、ジルが現れる前にこんな痣はなかったし、何しろ尋常ではない雰囲気がする刺青なのである。

　ナディアが一方的な被害者であったとしても、悪魔と関わったことは不名誉なことに変わりなく、悪魔に洗脳されていると思われる可能性だってある。教師という仕事をしているなら尚更であった。

「アハ、自分のおかれた状況わかってきた？　ね、ここは持ちつ持たれつ、共存しよーよ」

　これが悪魔の囁きというやつなのだな、とどこか他人事のようにナディアは思った。

「……悪いことしなくても、こうやってご飯を食べれたらジルさんの生命活動は維持できるのですね？」

「まァね。俺としては精気と両方喰いたいけどね」

「……期限はいつまでですか。ちなみにこの痣は消してくれます？」

「俺が飽きるまで～。マ、三ヶ月程度って考えてよ。ここを出るときには烙印も消してあげる。サービスね」

　ばちん、とウインクされたのをナディアは片手で払う。

　へらへら笑う悪魔を前に、ナディアは考えた。考えたところで、この脅迫に屈するしかないのだと分かっていた。そもそもこの悪魔が本気になれば、ナディアのことなど簡単に殺せるだろう。現状が面白いのか、何か不都合があるのか、そうしないだけで。

「うううん……分かりました。分かりました！　二階の空いている部屋を貸します。悪いこと、悪魔的活動はしないでください。……あ～……もうやだ……」

「うんうん！　現実的で賢い選択だと思うよォ。よろしくね、ナディアちゃん」

　ジルは普通の人間がするように右手を差し出してきた。ナディアはその顔を睨みつけ、握手を返す。思いのほか温かい手にぎゅっと握られ、ナディアはジルの顔をまじまじと見た。

　大きな切れ長の目、妖しく光る赤い瞳は見つめると魂を取られそうだ。きめ細やかな肌にすっきりした鼻、薄い唇に大きな口、すべてのパーツを美しくおさめた輪郭──目を離せないほど魅力的な人間離れした美貌。

「ようやく俺の顔に夢中になった？」

「え……エグイくらい顔が美しいですね」

「俺にここまで見つめられてンのに、理性的な口をきけるところが普通の人間じゃねぇんだよな」

　呆れた顔をされても、ナディアはこの悪魔から危険信号しか受け取れない。

「二階の部屋に案内しますね」

「この流れスルーすんの？」

　握られた手をすっと引いて、ナディアは席を立った。食器をシンクに片付けていると、ジルも自分の食器を持ってくる。とても意外だが、礼儀正しいのだなと思う。

　階段を上がると部屋が二つある。一つはナディアが使っている部屋で、もう一つはかつて両親が使っていた部屋だ。とうに空き部屋になっており、使われていないベッド枠と棚があるだけだ。祖母は階段をのぼるのが体力的に辛くなっていたので一階にある部屋を使っていた。

「ちょこちょこ掃除はしてるんですけど。敷き布団と毛布は出してきますね。ってか、悪魔って寝るの？」

「ンー、多少は？　寝なくても大丈夫だけど」

「そっか、じゃあ持ってきます。ご飯は一日一応三食食べています。でも平日のお昼は、私は学校で食べてるから……作っておいたほうがいいですか」

「学校の先生してるんだよねぇ。いいよ俺テキトーに過ごすから」

「……適当にどこで何して過ごすんですか？」

　ナディアがじっとりした目を向けると、ジルはうっとりと目を細めた。

「悪いことはしないってぇ。俺が封印されてからけっこー時が経ったみたいだし、まずは情報収集しないとねー」

　隙あらば誘惑して堕とそうとしているのだろうな、とナディアはなんとなく勘づいた。こちらを見つめる赤い瞳に金色の虹彩が混じり、それがキラキラぐるぐる艶めいて輝いている。美しくて陶酔しそうになるけれど、この瞳で見つめられる以上、悪魔に絆ほだされることはきっとないだろう。禍々しく不自然に感じ、ナディアの本能が警鐘を鳴らすのである。

　ナディアが引き込まれないことを悟り、悪魔は肩をすくめた。瞳に浮かんでいた金色の虹彩が消える。

「今日はこれから何すんの？」

「町に買い出しに行こうと思ってたんですが……うーん、でも行かないと食材ないしなぁ」

「俺も一緒に行きたぁい！　ってそんな嫌な顔すんなよ。一緒に歩いて知り合いに紹介しといた方がいいんじゃね？　俺が勝手に出歩く前にさぁ」

「それもそうですが……何もかもジルさんの言うとおりに事を進めていると、全部悪魔に唆されてやっている感がしてきます」

「合理的に考えてよ。あとさ、その堅苦しい言葉使いやめない？　もっと気楽にいこーよ。名前もジルって呼んでいーよ」

「言うとおりにするの嫌だな……」

　ナディアが呟くと、ジルは愉しそうにアハアハ笑った。







　結局、二人で町まで買い出しに行くことになった。『まず！　その見るからに悪魔な外見をどうにかするのと、半裸の服をどうにかできたら付いてきてもいいです』と条件を出すと、ジルはバチンと指を鳴らした。一瞬で白い麻のシャツに茶色のズボンという、素朴な装いに変わる。明らかに人外であった外見は整えられ、身長も少し低くなり、赤い瞳は黒色に、頭から生えていた角がなくなった。壮絶な美丈夫ということ以外は人間である。これはこれでかなり目立つが。

　家を出て少し歩くと、畑を挟んで隣の家に住むターナがちょうど庭仕事をしていた。ナディアと同世代の息子たちと夫、家族五人で暮らしている女性だ。元々面倒見の良い人で、一人になってしまったナディアを特に気にかけてくれている。

「ターナさん、こんにちは」

「おやナディアちゃん！　あらぁ？　その隣にいるえらい背が高くてイケメンの男は誰だい？」

「こんにちは、ジルと申します」

　ジルは爽やかな笑顔を貼り付けて軽く礼をした。ナディアからすると胡散臭いことこの上ないが、一般的には好青年に見えているだろう。

「ええとね、お祖母ちゃんの訃報を聞いて弔いに来てくれた遠～い親戚の人なの。普段は行商人をしているんだって」

「は～キレイな顔してるねぇお兄さん。ナディアちゃんのこと、助けてやってね」

「はい。しばらく厄介になります」

　ジルははきはきと喋った。あの妙に甘くネットリとした喋り方以外もできるんじゃないか。

「じゃ、じゃあねターナさん」

　遠い親戚の行商人、これがジルの設定である。少し変な言動をしたとしても、普段は異国を回っているからと言えば納得してもらえるのでは、と考えてのことだ。

　ジルはまったく疑われなかったことにご満悦だ。変わってナディアの心境は複雑である。

　町まで歩き、食材を買う。店の先々でジルのことを聞かれ、ターナにしたのと同じ説明を繰り返した。ジルは人畜無害感を装うのがいやに上手く、誰も疑問に思わなかった。

「いやぁ人間ってチョロいよねぇ。顔がいいと特に騙される」

「もぉホントに嫌。この悪魔め」

「つれないナディアちゃんも可愛いね～」

　途中、勤めている学校はどこか聞かれたので渋々教えた。町の中央にある時計塔の近くに校舎がある。十数年前に建て替えをしたので比較的新しい建物だ。教会はそこから少し離れたところに建っていて、休日の今日は礼拝に行く人が多い。

　白い石造りの門を構えた教会の入り口を遠くから眺め、ジルは目を眇めた。

「ずいぶんマァ、暢気に平和になったもんだな。たかだか数十年で」

「？」

　ナディアが目線で問いかけると、侘しさと嘲りが混じる微笑みを浮かべてジルが言う。

「これだけ人がいるのに悪魔の気配は皆無だし、教会の聖性も落ちてる。エクソシストなんてもう希少種だろ」

「……そうなの？」

「一体何があったんだか……アッチとの入り口が閉じたのか？　イヤ、かすかに道はある……でもこれは」

　ジルは目を伏せてブツブツ呟いている。ジルが封印される前──祖母が若かった時代、悪魔はもっと頻繁に出現していたらしい。

　歴史書には、とある年のある日──『停戦の聖日』と呼ばれるその日、その数が激減したと書かれている。悪魔と同様に、その日を境にエクソシストもたくさん消えた。詳しいことは記されていないが、高位の聖職者には何があったのか伝わっている、というのが共通の認識である。

　ジルにこれを教えるべきなのか分からないナディアは黙っていた。

　二人で家に帰り、買ってきた食材を収納する。ナディアの作業をジルが横からじっと見ているので少々やりにくかった。

「えーと、暇なの？」

「俺もできるように覚えてるんだけど」

「……んん？」

　思えばこの悪魔、買い出しの荷物も持ってくれたのである。てっきり家に住み着いて食料をたかるヒモだと思っていたのだが、手伝う意思がみてとれる。

「あのね、その上の棚のところにショートパスタ置いてるの。取ってくれる？」

　うん、と言ってジルがひょいと取ってくれた。ありがとう、と受け取る。

「ナディアちゃんじゃあ届かないじゃん。いつもどうしてんの」

「そりゃ、椅子を持ってきて」

「アハ、かわいーねぇ」

　よしよし、と子どものように頭を撫でられて、ナディアは困惑した。思っていた悪魔のイメージと違うのだ。じぃっと瞳を見つめてみる。

「え、どうした。頭撫でられるのヤだったぁ？」

　ジルの瞳が妖しく光るのを待ったが、今回はそうならなかった。ナディアが誘惑に屈さないので今日は諦めたのかもしれない。

「いや、べつに嫌ではないです」

「エッ、突然素直なこと言うじゃーん」

　ぐりぐりと頭を撫でられながらナディアは思う。悪魔という存在のこと、本に記載され聖典に書かれてある凄惨な事件の数々、『人間の敵』だということ──目の前の悪魔は書物に書かれているようなイメージとは違う。怖くて気まぐれだが、なんだかちぐはぐなのだ。

　ナディアは本当の悪魔を知らなかった。そして全ての『悪魔』を一括りにしてきた。けれど、人間も善良な者ばかりではないように、悪魔もそれぞれという可能性もあるのでは──？

（全てが計算ずくかもしれないから、気を抜いてはいけない）

　そのあと、ナディアは茸のクリームパスタと簡単なサラダを作った。作り方を覚えるからと、ジルは横に立ってじっと観察していた。

　特に何事もなく一日が終わり、ジルはナディアの隣の部屋に入っていく。

「なになに、添い寝してほしーの？」

「おやすみなさい」

　つれないねぇ、とジルが苦笑する。

　本来なら悪魔が現れたあの瞬間に、ナディアの命はなくなっていてもおかしくなかった。それなのにナディアは無事で、悪魔は大人しく隣の部屋にいる。町に出かけてからずっと、脅されるようなことも言われていない。『町の人に手出ししないで』と念のため二時間おきに言ったが、ジルはへらへら笑いながら甘受していた。

　ジルが何を考えているのか、ナディアはさっぱり分からない。







　　　　　　　○　○　○






　──亜麻色の髪の少女が、大木の枝に吊り下げられたブランコに座っている。ナディアの家からそう遠くないある丘の景色、どこか色あせて見える映像に、ああこれは夢なのだと理解した。二つのお下げに寂しそうなヘーゼルナッツの瞳、彼女の視線の先には仲睦まじげな両親と祖母が背を向けて歩いている。

　大人のナディアはそれをベンチに座って見つめていた。少女は孤独なのに、どうすればいいのか分からないのだ。それを黙って見ていた。

「奇遇だねお嬢さん」

　突如、隣に現れたのは黒髪の美青年だった。すごく馴れ馴れしい。ナディアは無視した。男は面白そうにアハアハと笑う。

「けっこー苦労して夢を渡ってきたってのにさぁ、もっと艶っぽい夢みなよぉ」

　男はよく分からないことを言う。ナディアは視線をやることもしなかった。

「でもさぁ、なんか懐かしくて……寂しい夢だね」

　そう、懐かしい。寂しいのかは分からない。ずっとずっとこうだから。

　しばらく沈黙が続いた後、男が静かな声で言った。

「となり、座っててもいい？」

　ナディアは隣を見上げ、眉尻を下げる男に「いいよ」とだけ言った。





　　　　　　　○　○　○






「……いつもと少しだけ違った」

　ナディアはこのところ同じような夢を見る。それが今回は登場人物が増えた。ほんの少しだけ、いつもより目覚めの気分が軽い。

　眠気の残る足取りで階下に下り、顔をさっと洗って鏡を見る。鎖骨の下まで伸ばした亜麻色の髪を梳かし、後ろで一つに簡単にくくる。珍しいヘーゼルナッツ色の瞳は祖母譲りだ。アーモンド型の目は大きく、たまにリスのようだと言われることがある。あとは平凡な顔立ちだ。

　昔、一人の男から可愛いと言われて熱烈にアプローチされたことがあった。初めてのことに戸惑い、すぐにウンと言わなかったからか、ほんの少ししたら別の女の子を同じように口説いて付き合っていた。それから男の言う『可愛い』はあまり信用できない。

「ナディアちゃんは可愛いよォ。おはよー」

「……おはよう」

　ジルが後ろからぬっと現れた。まるで思考を読んだ台詞にぎょっとする。

「可愛らしくて幼い顔立ちなのに、視線を下に向けて憂い顔をすると急に大人びてみえるところがねー、若い未亡人みたいな雰囲気を背負っちゃうから、妙な色気が出てるよ。加えて着痩せしてるのか、剥ぐと案外ボリュームあるおっぱいね。ホラ、揉み心地も柔らかいし形もいい感じ」

　ジルが後ろから手を回し、おもむろにナディアの両胸を掴んだ。そ知らぬ顔をしながら揉み上げる動作をするのを鏡越しで見る。

「燃えろ！」

　ボワッとナディアの周りに青い焰が燃え、ジルが慌てて飛び退いた。

「威力上がってんじゃん。こんなのちょっとしたスキンシップなのに、ダメだった？」

「駄目に決まってんでしょ！　……でも今ので使い方少し掴めた気がする」

「へぇ～ナディアちゃん筋がいいのかもねぇ」

　ジルは感心した様子だ。ナディアが力を多少扱えるようになったとて、何の脅威にもならないと暗に言われた気分だった。

「今日も休みなんでしょ？　何するの？」

「菜園の手入れと、家の掃除。あとは遺品整理とか、授業の用意とか、かな」

「フーン？」




　今、庭の畑に植えているものは、ズッキーニとソラマメ、パプリカ、トマトにレタスにカボチャやハーブ。それぞれの量は多くは無いが、大事な食材源である。害虫駆除やわき芽摘み、雑草抜きや肥料のチェックは重要な仕事なのだ。ジルは興味があるようで、これについても教えを乞われた。というかこの悪魔、何もかもに興味津々なのである。

　畑の手入れを終えて家の掃除をするともう昼だ。収穫したトマトを使い、ミネストローネを作る。それと固いパン。今回はジルが包丁を使いたがり、ナディアは指示だけすることにした。

　背の高いジルにとって、ナディアの家のキッチンは低い。けれど、身を屈めつつ楽しそうに料理をしており、それが少し可愛いと思った。

「俺けっこう上手くな～い？」

「たしかに器用、上手」

　野菜もきれいに切り、煮込む課程も味付けもジルがした。

　ナディアが食前の祈りを捧げる最中、昨日と同じくジルにじっと見つめられる。ナディアが食べ始めるとジルもスプーンを手に取る。

「うん。美味しいね」

「料理もけっこー楽しいもんだね。あ、俺これから散歩に出るからぁ」

　ナディアは手を止めてジルをじっと見た。「一人で？」

「あ、俺とデートしたいの～？　ごめんね、俺一人で歩きたい気分なの」

「この町の人に手出ししないで」

「分かってるよ、ちゃぁんとね」

　ウインクを寄越されたが信用できるものではない。じろりと睨むと、ジルは幼子にするようにナディアの頭を撫でてきた。

「悪魔の言うことなんて信用しちゃダメだけどぉ、ナディアちゃん家にいる間は約束を守るから」

　ね、と念押しされて離れていく手を睨む。ナディアにできることは実際ないのである。この悪魔の気まぐれが続くことを願うしかない。

「……暗くなる前に帰っておいでよ」

「はぁい」

　非常に甘ったるい声と顔だった。





　　　　　　　○






　──このところ繰り返し同じような夢を見る。少女がブランコに座り、もういない両親と祖母の後ろ姿を見つめていて、自分はそれを眺めている。昨日からその夢に新しい登場人物が現れ、今日もその人はナディアの横に座ったのだった。『あの子は君？』と話しかけられた自分はどう答えたのだっけ……。

「……って、朝だ！」

　窓から差し込む朝日の角度が、いつもの時間より遅れていることを教えてくれている。夢の内容を思い出している場合ではなかった。ベッドから飛び起きたナディアは急いで身支度をし、ばたばた足音をならして階下に降りた。急いで朝食の準備をしていると、とんとんと軽快な足音が聞こえてくる。

「朝早いねナディアちゃん」

「おはよう、これから仕事なの。ジルさんは今日どうするの？　魔界に帰る？」

「アハ、魔界に帰るわけないじゃん～。今日はテキトーに過ごすかな。大丈夫大丈夫、約束は守るよぉ」

「町の人たちには手出ししないで、約束は守ってね。お昼のご飯は適当に食べてもらえる？」

「おっけーおっけー」

　昨日ジルは、空が夕焼けに覆われるころに帰ってきた。平然とした様子で「ただいま」と言ったのであった。

「ナディアちゃん、いってらっしゃーい」

「い、行ってきます」

　居候の悪魔を家において、職場のある町に向かう。畑や牧草地の景色から徐々に住宅がひしめくようになり、国内有数の商業都市であるナディアの町の南門が見えてくる。そこからまたしばらく歩くと赤茶のレンガ造りの学校がある。ナディアは数学を担当する教師だ。まだ新任で至らないところもあるが頑張っている。なにしろ子どもたちは可愛い。

　授業に奮闘し、空き時間には雑務をたっぷり振られ、めまぐるしく一日が過ぎる。

　授業が終わった下校時刻。いつもなら校庭で遊んでいる子どもたちが沢山いるのだが、今日は学校の門辺りに集まっている。きゃいきゃいとはしゃいだ声を上げており、その中心には背の高い男がいた。どうしたのだろうと思ったナディアは職員室の窓ガラスからその男の風貌を見て、ガタンと立ち上がった。机に太腿を強かに打ち付けたが気にしていられない。

（じ、ジルさん……!?　なんでここに！）

　そこに副校長が帰って来て、少々困った様子でナディアに言う。

「あ～ナディア先生？　校門のところにえらく美形な男が、先生のお迎えだと言って来とるんですが。あまりにも顔がいいもんで生徒たちが彼を囲んでしまっておって」

「ヒッ」

　ナディアは職員室を飛び出した。校舎から出てくるナディアに気付き、ジルはにこやかに手を振ってきた。そうじゃない。

「なッ……んでこんなとこまで来てるんですか！」

「え～？　ナディアちゃんが仕事してるとこ見ようかなぁと思ってたら、この子たちに捕まったぁ」

　生徒たちはジルに興味津々のようだ。でかい、顔がきれい、強そう、など言っている。

「ねー、先生の旦那さんー？」

　一人の女子生徒が無垢な瞳で訊ねてきた。ジルは至極面白そうにして唇に弧を描く。

「うんそぉ、ナディア先生の情ふ……うグッ」

　子どもに対して適切でない言葉だ。ナディアはジルの脛を思いっきりつま先で蹴った。心の中で『燃えろ』と念じたので、変に唸ったのを見ると効いたのかもしれない。

「先生の遠～い親戚の人だよ」

「アハ、ジルっていうよ～。色んなところを旅してきたんだけど、ここの地方は初めてなんだよね。しばらくよろしくねぇ」

　旅人らしく飄々とした雰囲気でジルは外面を作った。誰が見ても爽やかな青年に見えるのが恐ろしい。ナディアも一瞬忘れそうになるときがあるが、ジルは悪魔なのだ。

「えーっ旅人!?」「先生にこんなカッコイイ親戚いたんスねぇ」「どーゆーとこ行ってたんですかぁ」

　はしゃぐ子どもたちを前にジルは笑った。それが裏のない無邪気な笑みに見えて、ナディアは目を見開いた。子どもたちへの慈愛さえ感じたからだ。

「ジルさん、私まだ仕事終わらないのよ」

「え？　さっきこの子らに聞いたけど、授業終わったんじゃないの？」

「授業が終わってもね、やることはいっぱいあるの……」

　ふうん？　と頷いたジルは、子どもたちに向き直る。

「とゆーわけで。子どもたちよ、おにーさんは帰りまーす。あ、帰らないでって？　モテちゃって困っちゃうな～。じゃあ一曲吹いたら終わりね」

　せがむ生徒たちに、ジルはどこからかひょいと横笛を取り出した。光を反射しない真っ黒い胴体に、嵌め込まれた黒い宝石だけがきらきらと光り、禍々しさと神々しさがあった。普通の笛ではないと直感で分かる。

（悪魔の口笛……？）

　人間を惑わしてきた悪魔の音楽ではないかとナディアは焦った。とっさにジルの腕を掴んだが、返ってきたのは『ダイジョーブ』という口パクである。子どもたちは目を輝かせて待っているので、変に止めることもできない。ジルは笛を構え、伏し目がちになって息を吸う。

　柔らかい音が鳴った。

　ジルの笛は上品で、懐かしさを誘うものだった。脳に直接届いて揺さぶられるようで、右目から涙がふいに零れる。けっして悲しいわけではない。

「……終わり～！　それじゃ皆、またねぇ」

　ジルは、涙がこぼれたナディアの頬を親指で撫でて去って行った。

　ナディアはその背中をぼんやり見送るしかなく、傍にいた生徒がぽつんと言う。

「ああいうの、色男っていうやつ？」

「きっとそうね」







　ナディアが帰宅すると、ジルはソファに寝転がって本を読んでいた。

「ねぇ。あの笛って普通の笛じゃないでしょ」

　ジルはにへらと笑い、手品のように黒い笛を出現させた。ほい、と渡されたそれはズシリと重く、釘でも打てそうな硬質感がある。

「そぉだよ悪魔の笛～。なかなか良かったでしょ？」

「うん、まぁ……」

　泣いてしまったことは分かっているだろうに、ジルは茶化してこない。

「それでクソな聖職者ども操ったこともあるんだよねぇ。あれは愉しかったなァ」

　──やっぱり悪魔だ。

「アハ、怒ってる？　あいつらさぁ、悪魔祓いとか言って初心な女の子たち集めて肉欲の限りを尽くしてたんだぜ。女の子たちは俺がぁ、ヤなこと消しとんじゃうくらい快感に溺れさせてあげたんだぁ～」

「……」

　ナディアは無言で笛を返した。

「アハッ！　複雑そうな顔してる～。ほんと、思ってることが顔に出るな。あれでしょ？　俺が滅茶苦茶悪い悪魔じゃないように見えて困惑してるんでしょ？　悪魔なんだから気ィ許したり、言ってること鵜呑みにしたりしちゃダメだよ～。まァ喰われてもいーんならイイんだけどぉ」

「……いくない」

「アハッ！」

　ジルは目をぎゅっと瞑るようにして破顔した。そしてナディアの頭をぐりぐりと撫でて二階に上がる。

「なんなのあの悪魔……」

　今日は一度も、誑かされるような《悪魔の瞳》で見つめられなかった。

　ナディアはむしろ、それを望んでいた。

（そうすれば、やっぱり悪魔なんだって、聖典に記されているような醜悪で狡猾で恐ろしい悪魔なんだって確認できるのに）

　──調子が狂う。





　　　　　　　○　○　○






　──さわさわ揺れる木々、セピア色に光る木漏れ日、こちらを見ない三人の背中。

　濾過された新緑の香りに、ああまたここに来たのだと自覚する。

「ねぇ、毎日同じ夢みてんの？　ビョーキなんじゃない？」

　そして今日もまた、黒髪の男が隣に座っている。

「これは病気なの？」

「ココロのビョーキ。まァここは、病気というには澄んでいるけど。ノスタルジック、とかゆーんだっけ」

　ナディアは黙り、ブランコに乗る少女を眺めた。

　もう喋る気がないのを悟ったのか、嘆息した男も黙り、そのまま隣でじっと座っていた。





　　　　　　　○　○　○






　悪魔と同居して四日目、何の変哲も無い一日がまた過ぎようとしていた。ナディアが仕事をしている間、ジルは何をしているのか知らないが、町の様子も近隣の様子も変わったところは特にないように思う。

　仕事からの帰り道、もうすぐ自宅が見えてくるあたりで、庭先にいたノルバートが手を振ってくれていた。

「おーい！　おかえりナディアー」

　近所に住むターナの末息子で、年が三つ上の幼馴染みである。ターナ譲りの赤茶のくせっ毛で、朗らかな性格の持ち主だ。年が近いこともあり、幼い頃から仲良くしてもらっている。

「ノル兄さん、ただいま」

「学校の先生も大変だなぁ。あ、オレね、ナディアんちにいる親戚の人に会ったよ。ここらの人じゃないでしょ、めちゃくちゃキレイな人だね」

「ジルさんのこと？　色んなところ旅しているみたいで、ちょっと浮き世離れしてる人なんだよね」

「あー、どうりで。遠縁の親戚って聞いたけど？」

「……うん。ちょっと複雑で」

　余計過ぎる設定は作らないほうがいいだろうと、大まかな部分以外はあやふやにしている。いつもならあまり突っ込んでこないノルバートが、「それで？」と珍しく続きを待っていた。心配してくれているのは分かるのだが、困る。

「ナディアちゃんおかえりぃ」

　助け船を出したのはどこからともなく現れたジルだった。すい、と自然にナディアの手を引いて自分の方へ寄せる。

「あ、ジルさん」

「晩ご飯作って待ってたんだよ。明日も仕事でしょ、帰ろ」

　背の高いジルはノルバートをジロリと見下ろしたあとニコリと微笑み、「それじゃあ」と言ってその場を去った。ナディアは少し強引に手を引っ張られ、ノルバートには慌ててもう片方の手を振った。幼馴染みは苦笑気味に手を振り返す。

　すぐそこの自宅へ入ったあとも手が離されなかったので、ナディアはぺしぺしと手の甲を叩いた。

「ジルさん、手、離して」

「あいつさぁ、ナディアちゃんのことぜってー好きだよ」

「違いますよ何年幼馴染みやってると思ってんですか、妹みたいなやつですよ」

「ナディアちゃんさぁ……恋人いたことある？」

「喧嘩売ってるの？　ないけど？」

「だと思ったァ。ナディアちゃんはいつから一人で住んでるの」

　祖母が亡くなったのは三ヶ月前、両親が亡くなったのはずっと前のことだ。簡単に説明すると、ジルは「成る程ねぇ」と呟きながらキッチンに立った。コンロに置かれた鍋の蓋を取り、湯気がたっている料理を器によそう。本当に晩ご飯を作ってくれていたらしい。驚いて立ち尽くすナディアの前で、ジルは二人分を用意してくれた。

「ありがとう……シチュー？　お肉も入ってる、どうしたのこれ」

「偽造貨幣つくるのなんてワケないけどナディアちゃんは怒るだろうなって。そしたら、町で女の財布スッたゴロツキ見かけたから蹴り飛ばして～、そんで感謝されて食堂に案内されてぇ、そこの母娘に作り方教えてもらった～。帰って作りたいって言ったら食材もくれた。やさしーね」

　なるほど。ジルは悪魔であること関係なしに生きていく能力が高い。この見た目と蕩けそうな声である。力を使って誘惑なぞしなくても、女性に好かれることは間違いない。

「あ？　悪魔の力は使ってないよ？　約束は守るって言ったじゃん」

「や、それは疑ってないよ。ジルさんは別にここにいなくても、女の人の家を渡り歩けるだろうなって思ったの」

「あん？　出てけってことぉ？」

「えっ？　ジルさんが出ていきたければ、どうぞどうぞ」

　どこかふて腐れたような声に内心驚き、ナディアは少し茶化して言った。出て行けとか、そんなつもりはなかったのである。

「……ナディアちゃんがチョロすぎるからァ、もうちょっと一緒にいてあげるね。さ、食べよ」

「別にチョロくないし、頼んでないんですけど」

　人参にじゃがいも、玉ねぎと肉が入ったシチューに、町のパン屋のものであろう柔らかいパン。その母娘によほど気に入られたと分かる。ナディアが作ったシチューより美味しかった。素直に賞賛すると、ジルは得意げな顔をした。

　そういう顔を見せられると、目の前にいる男は本当に悪魔なのか分からなくなる。

（……駄目だ。私、今なにを考えた？）

「ねぇジルさん、悪魔の角出してよ」

　ぱち、とジルは瞬き、ズズズと山羊のような角が二本生えてくる。それはおどろおどろしいオーラを纏い、人間ではない次元の生き物なのだとナディアの心臓をヒヤリと撫でた。

「どーお？」

「悪魔だ……」

「アハ！　まさか忘れてたの。誘惑してあげよっかぁ？」

「してみてよ」

　ジルは真顔になった。カタンと椅子を倒して立ち上がり、ナディアの隣の椅子に座る。ナディアの方を向いてテーブルに頬杖をつき、険しい顔でナディアをじっと見た。

「本気でやるよ」

「対抗する」

　──初めて会ったときのように、悪魔らしく堕とそうとしてみてよ。

　一人で暮らしていかなければならない、と気持ちを切り替えた矢先に押しかけてきた居候。今日みたいに、晩ご飯を作って待ってくれているなんてやめてほしい。情がわく前に、引き返せないほどの恐ろしさでジルに向ける感情を塗りつぶしてほしい。

　悪魔がいなくなる日が怖くなる、このままだといつかそう思ってしまう。

　ジルの赤い瞳に金色の虹彩が煌めき、ナディアを惑わしてきた。ジルの顔が近づいてくるのに、ぼうっと見惚れて動けない。

　唇と唇が合わさった。ジルの瞳がナディアに何かを問うているように見えるが、柔らかくて気持ちいいということしか考えられない。はむり、はむりと唇を食まれ、キスの角度が変えられる。そうして舌が侵入してきて──ようやくナディアの頭が冴えた。『燃えろ』と力を込めて、ジルの胸を拳で叩いた。

「遅ぇよ！」

　ばっと飛び退いたジルは怒っていた。

「何で私が怒られてる……」

「悪魔に誘惑されるって分かってんのにキスされてんじゃねぇ！　このまま喰えるかと思ったわ。危機感がなさ過ぎる」

「え、えぇー……」

「俺がキスしたとき何考えた？」

「えーと……気持ちいいなぁって……」

　ジルは大きな溜め息をついた。すごくバカにされている気がする。

「あのね、ナディアちゃんみたいに力を持った人間の魂は悪魔にとって他の獲物よりご馳走なの。ちょっと昔の悪魔がゴロゴロいたころなら、ナディアちゃんとっくに喰われてるだろーね。もはや手玉にとって飼われてるかもね」

「そうなの？」

「そう。力の扱いもビミョーなとこだし。……だからまぁ、フツーはエクソシストに保護っつーか、教育されてるもんなんだけど。今のナディアちゃんは、悪魔が本気だせば持久戦で狩れる」

「……じゃあ」

　どうしてジルはそうしないのか。そう聞いてしまったらもう戻れない気がして、ナディアは口をつぐんだ。

「とゆーことで、毎日特訓してやる」

　ジルは目を細めて見下ろしてきた。蘭々と輝く赤い瞳に嫌な予感を覚え、ナディアの両肩が縮こまる。そこにジルがずいっと顔を寄せてきて、鼻先が触れ合いそうなところで止まった。ナディアは背中を逸らして身を引いた。

「そォ。さっきみたいに俺が誘惑してやるから、ナディアちゃんは抵抗して練習しろ。体に教え込め。耐久力をつけろ」

「なんでそんなこと」

「ん～、ゲームみたいな？　俺がこの人間っぽい生活するのに飽きてぇ、ナディアちゃん喰いたくなったときにさァ～簡単に服従されるのもつまんないでしょ？　屈服させてこそ美味しいっつーか」

「はー。最低」

「ありがとお」

　にっこり嗤ったその顔に、思い切り頭突きをかました。

　今に見てろ。こちらこそ利用してやる。







　──その日、夢の中でまた黒髪の男に会う。隣に座らず、ナディアの目の前でしゃがんだ男は下から目を合わせてきた。

「寂しいんでしょ」と言う彼に、夢のなかでも何も言えなかった。





　　　　　　　○






　ジルが現れてから一週間が過ぎた休日。特訓すると言われてからも、特にトラブルはなく平穏な日が続いた。朝に一度誘惑を受けて頭突きをかまし、夜にまた誘惑を受けて張り手をかます。ジルは「いい感じいい感じ」と嬉しそうに攻撃を受け、ナディアの頭を撫でて終わる。あまりに軽くあしらわれているのが腹立たしい。

　ジルは日中ふらふら散歩をしているようで、しかも毎回どこかの誰かに気に入られ、食べ物や花などを貰って帰ってきていた。晩ご飯もあれから毎日作ってくれている。料理が楽しいのだと彼は言う。

　ナディアは祖母と暮らしていた日々を思い出してならなかった。




「今日はお休みだっけー？　何かするの」

「休みの日に絶対するのは、買い出しと菜園の手入れ、授業の準備と……おばあちゃんの遺品整理もそろそろしなきゃ。ほかには特に用事ない」

「町行くときは俺も一緒に行く～。色んなとこでさァ、世話になってる家の子も一緒に連れてこいって言われてんだよね。美味しいものくれると思うよ」

「コミュ力が高過ぎる。封印解かれてまだ一週間なのにどういうこと」

「色んなとこで働かないか打診されてる～俺ってばモテモテ」

　素性もしれぬ男なのに、職を選ぶ側の立場になっていた。

　確かにジルは有能だった。頭の回転が速いし、体格はすさまじく良いし、人間離れした力がある。屈強な男でも両手で一つ抱えるのが精一杯である麻袋を、平気で二つ三つ重ねて運べる。薪も手刀で割れるし、指先で簡単に胡桃を割っているのを見て、別に悪魔的な力がなくても、ナディアのことなどすぐに殺せるのは自明の理だった。

　彼はいま人間ごっこを楽しんでいるに過ぎない。彼が飽きたときがナディアの命日になるかもしれない──その覚悟もしておかなければならないのに、ナディアはじわじわ絆されている。

　家に誰かがいる、一緒にご飯を食べている、そしてジルは今のところ良い同居人……この家族ごっこが穏やか過ぎるのだ。

「そぉだァ。サービスするから今度来てねって言われてるとこがあるから、昼はそこに食べに行かねー？」







　その店は中心街の北寄りにあるレストランだそうだ。北区は比較的高級な店が並んでおり、舗装も滑らかに整備されている。店の外観も白や青色をベースにしたシックなものが多く、美しく着飾ったご婦人方が歩いている。ナディアはあまり来ない場所である。

「ジルさん……その、言いにくいんだけど、私そこまでお給料良くないんだよね。払えないかも」

「タダでいいって言われてるから大丈夫～」

「また人助けでもしたの？」

「アハ！　ナディアちゃんさぁ、俺の本質忘れてない？　そこで聞くのは恐喝とか誘惑の有無であるべきだよ～」

　その通りだ。悪魔に諭されてどうする。横を歩くジルは上機嫌に鼻歌を歌っている。

　ここだよォ、と連れて来られたのは見るからに高級なレストランであった。分厚いガラス窓、紺色の壁に落ち着いたデザインの看板、扉の把手は金色で凝った装飾がされている。

　行く先が北区だと聞き、ナディアは精いっぱいめかし込んで来たのだが自信がない。デコルテのあいた白いシャツに、紺色のジャンパースカート。ウエストのあたりがギャザーになっていて、腰からふわりと生地が広がっている。黄系統の刺繍が可愛らしくて気に入っていた。足下は編み上げのショートブーツである。いつもは引っ詰め髪なのを、編み込みしてまとめている。

　ジルは黒いズボンに白いシャツを着ているだけだが、背が高く顔がいいのでそれだけで十分様になっている。

　ジルがすっとレストランに入っていくので、ナディアはその後ろを慌てて追った。店の中は白と金を基調に洗練された内装で、入り口近くにベルト・カラーのシャツを着た案内係が立っていた。庶民が来る店ではないと思ったナディアは緊張に両肩が上がる。

「ジルだけど～今度おいでって言われたから来ちゃった。い～い？」

　話しかけられた案内係は、ジルを見てはっとした。「もちろんです」と微笑んで二階へ案内してくれ、螺旋階段を上がって奥の席に通される。フロアの大部分が一階の吹き抜けになっていて、手摺りの向こうから下の様子が窺えた。ランチタイムもほぼ満席のようだ。

　慣れぬ環境にナディアがそわそわしていると、ウェイターが乾杯のシャンパンを持ってきた。

「食べられない物などございませんか？」

「ない、です」

　ナディアの言葉を聞くと、ウェイターは会釈して去って行く。

　シャンパンなぞ飲んだことのないナディアは、琥珀色のグラスの底からしゅわりと湧く気泡を眺めた。ジルはぐいっと一気に飲み、満足げにぺろりと唇を舐めている。ならば自分も、と口をつける。ほんのり甘く飲みやすいのでグラスはすぐ空になった。少しして、アルコールを摂取したとき特有のふんわり感がやってくる。

　それから次々に料理が持ってこられた。とうもろこしのスープ、ベーコン入りのお洒落なサラダ、野菜のテリーヌなどの副菜三種、チーズクリームのペンネ、メインのウサギ肉のときには赤ワインも共に。

　食べたことのないような料理に最初は戸惑っていたが、あまりの美味しさに途中からは夢中になっていた。デザートにケーキまで出てきて目を輝かせていたら、カツカツとヒールの音を響かせて綺麗な女性が現れた。上質な生地を使った黄色いタイトドレスをさらりと着こなしている。

「ジルくん、来てくれてありがとう！　美味しかったかしら。こちらは例のお嬢さん？」

「うん美味しかったァ。そうだよ愛しのお嬢さんがこちら、ナディアちゃん」

「ようこそナディアさん。彼には先日助けてもらったのよ。ここで働いてほしいって勧誘もしてるのだけど色よいお返事はもらえなくって」

「俺ほかでも勧誘されてるもーん」

　二人がテンポ良く喋るのでナディアが口を挟む隙も無い。ジルは色々なところで恩を売っているようである。またいつでも来てねと言って、オーナーである彼女は颯爽と去って行った。

「そんじゃあ出よっかぁ。食材買って帰ろ」

「うん」

　立ち上がると足下がふらついた。十中八九、シャンパンとワインのせいだ。日頃は飲まないのに、口当たりが良いからと甘く見ていた。

　意識はしっかりしているし、千鳥足というわけでもないので買い物ぐらいは大丈夫だろう。

「さァお姫様、お手をかりますよ」

　ジルがナディアの右手を取っていく。

「え、なん、なんで？」

　階段を一段下りたジルが肩越しにナディアを振り返る。一段程度ではジルの方がまだ背が高い。いつもより近い距離にある彼は、眉尻を下げて呆れた顔をした。

「ナディアちゃんちょっと酔ったでしょ。普段飲まないのに、外で飲むときは注意しなァ」

「ハイ……」

「俺とだったらいいけど、職場の宴会とか、祭事の打ち上げとかあるでしょ？　悪い男だったらうまいこと酒飲ましてくるかもしれねーんだからね。ナディアちゃんにはもう庇護者いねーんだから、警戒しなァ」

「ジルさんとだったらいいの？」

「そりゃい……。……そもそも俺なんていつだってどうとでもできるから」

「そうでした」

　ぐ、と握りしめられた手を握り返した。

　この町の誰よりも恐ろしい男であろうに、その背中を見るとどこか落ち着くようになった。悪魔はこうやって人間を騙していくのかもしれない。どうせなら最後まで騙されたまま、何も分からずに事切れたい。




　町でジルはすっかり有名人になっていた。この男、行く先々で声をかけられているのである。あのときは世話になった、また手伝ってくれ、にぃちゃんがいなかったら死んでいたかもしれない、等々。食材を買ってもオマケがついてくる。

　手も繋いだままで、端から見たらデートだと気付いたのは帰宅してからだった。
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　──毎夜、同じ夢を見た。隣には黒髪の男がいて、少し話をすることもあれば、黙ったままのときもある。目覚めたあとの息苦しさはない。

　ご飯を食べ、ジルの『訓練』に対抗し、仕事に行って、また眠って夢を見る。庭で野菜を収穫したり、家の掃除をしたり、久しぶりにクッキーを焼いてみたり。

　そんな風に過ごしていたら、気付けばジルが現れて一ヶ月が経っていた。







「ね、ナディアんとこにいる親戚のジルさん、いつまでいるの？」

　地域の寄り合いの帰り、ノルバートに問われてドキリとした。ジルが家にいることが当たり前になっていたのである。彼は相変わらず日中はフラフラしているらしいが、町の様子に変わりは無い。むしろ若干治安はよくなっている気さえする。

「分かんない。いつまでだろ」

「……なんか付き合ってるって噂も聞いた」

「誰と？」

「ナディアと」

「ないない」

　ナディアは嘆息した。親戚とはいえ若い男女が一緒に暮らしているとなると、そういった噂は出てくるのだろう。そもそも親戚ではなく悪魔だが。

「けっこー仲よさそうにしてるけど、違うの？」

「仲良くみえる？」

　ノルバートは仏頂面でうんと頷く。そうか、仲良くみえるのか。悪くない気がして、ふ、と笑いがこぼれた。

　顔をしかめたノルバートが、ふいにナディアの肩をつかんだ。意外と強い力にガクンと体が揺れる。

「あいつ、本当に親戚なのか？　一人になったナディアを狙ってる詐欺師なんじゃないの？」

　詐欺師ではなく悪魔であるのでもっとタチが悪い。大丈夫大丈夫と言おうとしたが、こちらを見つめるノルバートの瞳に切羽詰まったような熱が帯びていて、ナディアの喉が詰まった。心配してくれているのと、またべつの欲が見える。妹分に向ける色ではない。

　初めて向けられるノルバートの感情に、ナディアは本能的に脅えた。

「ハァイそこまで～。お迎えにきたよぉ」

　軽薄な口調とは裏腹に、ひやりとする静かな声だった。

　ナディアの後ろから手が伸びてきて両目を覆い隠される。ノルバートに掴まれていた肩の拘束が解け、後ろに一歩引くと後頭部に固く弾力のある筋肉が当たった。甘く暗闇に沈むような匂いがする。

「ナディアちゃんの心配してくれてアリガトー。俺、詐欺師じゃないから安心してよ、ノルバートくん」

「……ああ」

「それじゃ帰ろっか、ナディアちゃん」

　喉を晒すように上を向かされ、目を覆う手が外されると、ジルに上から覗き込まれていた。もうすぐ日が落ちるからなのか、瞳には昏い影が揺らめいている。

「ジルさん、ありがと」

　消化不良の顔をしているノルバートと別れ、すぐそこの自宅へとジルの隣を歩く。その間、ジルは何も言わなかったが、家の中に入った途端にナディアを壁際に追い詰めた。ナディアの顔の両側に手を突いて、簡単に逃げられなくする。

「ノルバートくんにこういうことされたら、ナディアちゃんはどうする？」

「え」

「そろそろ生殖適齢期なんだからさぁ、用心しなよってこと」

「せいしょくてきれいき……。もっとロマンチックな言い方があるのでは」

「ナディアちゃんはノルバートくんのこと好きだった？　余計なお世話だったかなァ……でもさ、忘れてない？　そもそもナディアちゃんは俺の獲物じゃん」

　ノルバートのことは好きだが、それは幼馴染みとしてだ。こんな風に近づかれたら、きっと悪い意味で鳥肌が立つ。

　ジルに触れられるのは平気であるのに──と気付いて、ぞっとした。

　ジルは人間でないからそういった嫌悪が働かないのだろうか。小鳥や猫にされているのと同じように感じているのだろうか。それとも。

「……おい、なんとか言いなよ」

　顔を歪ませたジルが人差し指で額を小突いてきた。これは今から誘惑するぞ、という合図である。瞳が赤く染まり、金色の虹彩が煌めく。いつもなら、対抗するために胎の底から全身へと力を循環させていくのだが、今日はやめた。ジルの誘惑に身を任せてみようと思った。

　ジルの綺麗な顔が近づいてきて、唇に触れる直前、ほんの一瞬ためらうように止まった。無愛想に押し付けられた口づけは、ナディアが拒否しないことが分かると啄むものへと変わる。ちゅ、ちゅ、とジルはわざとリップ音を立てている。ナディアは瞼を閉じた。ジルは角度を変え、次第に深いキスへ行こうとする。唇を舐められたので薄く口を開けると舌が入り込んできて、ナディアはあたたかい其れに自分の舌を絡めた。

　ふわふわとした心地だった。金色が煌めくジルの瞳を見たくなくて、目を閉じたまま夢中でジルの口づけに応えた。

　貪られるようなキスが続き、ナディアの口端から唾液がだらりと流れた。ジルはそれを舐め取ってキスをやめる。

「……ナディアちゃん、べつに誘惑かかってねーだろ」

　ゆっくり瞼を上げると、黒い瞳の色をしたジルが憮然とした表情で見下ろしていた。迷子の子どものようにも見える。

「……うん」

　ナディアの右目から、ぼろ、と涙がこぼれた。

　ぽとぽとぽと、と古い床板に雫が落ちていく。それを見て慌てたのはジルで、キッチンから布巾を取ってきてナディアの涙を拭う。

「あ～もう～～～興味本位でキス受け入れちゃったりするからァ！」

「これ、テーブル拭く用の布巾なんだけど」

　涙はぽろぽろ留めなく溢れてきた。

　ジルのキスが嫌で泣いたんじゃない。

　嫌じゃなかったから、泣いてしまったのだ。
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　──亜麻色の髪を高い位置でひとつくくりにしている女性がいる。白地に金刺繍の、神官服のような服を纏い、手には水晶の玉を連ねたネックレスのようなものを持っていた。ルルーベルの町を歩いているようだが、知っている町並みと違い店は少なく、時計塔と教会が真新しい。通りを歩く人々は皆疲れていて生気がなかった。

　女性が振り返る。凜として、勝ち気で、見る者を不思議と惹きつける鮮烈な印象のその瞳はヘーゼルナッツの色だ。

　ナディアは強い既視感に襲われた。そして景色は砂嵐のように消えていく。

　──これは夢だ。

　すぐに別の景色に移る。彼女は黒髪の男と牧草地の真ん中を歩いていた。

「みんなが、あなたみたいな悪魔だったら、もっとうまく共存できるかもしれないのに」

「エクソシストが悪魔を認めてどーすんだよ。戒律違反で処罰されんじゃないのぉ？」

「私はとっても強いから、そんなもったいないことしないわよ」

「たいした自信だねぇ」

　二人は顔を見合わせて笑っている。そこには親密な空気があった。

　強い風が吹き、牧草地一帯にいくつもの波が起きる。黒髪の男がふいに振り返った。その瞳は赤く爛々と光っていた。

　──やっぱり。

　また視界いっぱいに砂嵐が起き、別の場面に移り変わる。

　もう使われていない教会のようだった。木製の椅子も祭壇も朽ち始め、床には木片が転がっている。天井近くの窓から降り注ぐ陽の光が、多量に舞う埃をちらちら白く照らしていた。

　祭壇の前にあの二人がいた。黒髪の男は本性を現し、二本の角と黒い翼を生やしている。エクソシストの女は背筋を伸ばし、腕を伸ばせば届く距離で彼の正面に立っていた。

「もうすぐ、総力をかけた悪魔掃討作戦が始まる。そして次元を隔絶する──私も、持っている全ての神通力を捧げるわ」

「……そぉだねぇ」

「あなたももちろん討伐対象よ」

「そりゃそぉだ。でも俺にこんなこと言っていいの？」

「ねぇ、キスしてくれない？」

「……いいけどォ？　なに、殺りあう前の思い出作り？」

　彼女は悪魔の前で目を閉じ、キスを待った。悪魔は一瞬泣きそうな顔をして、彼女の唇に自分のそれを重ね合わせる。そっと触れるような、慈愛の溢れたキスだった。

　彼女は悪魔の後頭部へと手を伸ばし、そして──

『ヴアッッッ!!』

　悪魔が弾かれたように後退し、うめき声をあげながら床に倒れた。苦しそうな悲鳴を上げながらガクガクと震えている。

「なッ……なにしたッ！」

「丹精込めて作り上げた封魔の水晶石よ。……絆されたのは貴方の方じゃない、ジル」

「グゥッ……アガッ……！　ゆる、さねぇからな、リンドー!!」

「許さなくていい。さよなら。おやすみなさい、ジル」

　冷え冷えとした瞳をした彼女が、ナディアも見覚えのある小箱を開けた。そこから白い光が炸裂し、祈りの間をカタカタ揺らすほどの風が巻き起こる。

　床に頬をつけ、リンドーを見上げるジルの瞳は、悲しみを憎しみで燃やしたような、鮮やかな赤だった。
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　ぱちり、とナディアは夢から醒めた。

　あれは過去にあった現実、ジルが祖母に封印されたときの記憶だ。

　胸の奥がつきんと痛む。愛しくて愛しくて憎んでいる。宝物のような記憶だってあったのに、それさえ裏切りで目茶苦茶にされた。憎悪するしかないのに、嫌いになれなくて、うまく吐き出せない苦しみ。それらが通り雨のようにナディアの心を抜けていった。これはジルの感じたものの追体験だろう。

　出口のない闇のなかに落とされて、ついこの前、ナディアに封印を解かれたのだ。

　窓の外を見る。まだ仄暗い夜明け前だった。

　水を飲もうと一階に下りると、庭にジルが立っていた。その後ろ姿を見ているとたまらなくなって、ナディアは寝間着のまま家を出た。こちらに気付いているだろうジルは振り返らない。ナディアは後ろからジルに抱きついた。本来なら翼が生えている背中に、ぐりぐりと自分の額を押し当てる。

「……なぁにィ、ナディアちゃん」

「……」

「ナディアちゃんさぁ、毎晩の夢の内容、覚えてんだね？」

　ジルの背中に額を押し当てたまま頷いた。彼が逃げないように、腹の方へ回した腕の力も強くする。分かってるよと言いたげに、ジルはナディアの手の甲に自身の掌を重ねた。

「ナディアちゃんが俺のキスを許したりするからさぁ、失敗しちゃったじゃん」

「失敗って何が？」

「『夢渡り』。分かってんでしょ、毎晩ぼんやり一緒に座ってたじゃん。なまじナディアちゃんに力があるから、今日は俺の記憶の夢に潜っちゃった」

「……ジルさんとお祖母ちゃんは恋仲だったの？」

「──俺たちはそうは思ってなかったけど、実際のとこ、どうだったんだろうな。最初に会ったときは問答無用に討伐されかけたけど、イアヌス教会だったかアクヌース地方の事件だったか、そっからリンドーは俺を討伐対象から外すって宣言して、ちょこちょこ話すようになったんだよね。人間界にいる悪魔とエクソシストの総力戦の前に、キスしてって可愛くおねだりしてきたかと思えば、あいつ口ん中に武器仕込んでやがった。とんだ悪女だな」

「……お祖母ちゃん、ジルさんを」

　討伐したくなかったし、されたくなかったのだろう。

「……エクソシストも悪魔ももう滅多にいないのを見ると、総力戦は人間側の勝ちだったみてーだな。昔よりも穏やかな世界になってるよ、ここは」

「ジルさんは、私がお祖母ちゃんの孫だから殺さなかったの？」

　ジルはナディアの腕の拘束を解き、くるりと体を反転した。両手でナディアの頬を掬い、上を向かせられる。そのままじぃっと見つめられ、ナディアも赤い瞳を見つめ返した。

　夜明けがくる。闇を払う朝の光がジルの背中を照らし、黒い髪の先を白く灼いている。

「俺はねぇ、女の子を喰うのがだーいすき」

　甘く軽快な口調で、目を優しげに細める。喰われるまで、あと十数センチ。ナディアはゆっくり瞼を閉じた。

「悪魔に気を許しちゃいけないよ、お嬢さん」

　優しく触れ合うだけのキスをして、ジルは離れた。

　目を開けると、ジルは不敵に笑っているつもりだろうが困った顔をしていた。

「ねぇ、もういっかい」

「……悪魔を誘惑するなんてねぇ」

　二度目の口づけは深かった。




　それからジルは、ナディアの質問に答えてくれた。別に人間を殺すことが好きなわけではないこと、飢えに苦しんだ者から乞われて殺したことはあるが、それ以外だと女と子どもは殺したことがないこと。

「じゃあ喰うってどういう意味？」

「……セックスに決まってんだろォ」

「ジルさんは、私を喰いたい？」

　心底呆れた顔でジルに見下ろされた。だって気になるのだ。昨日今日とキスはしたけれど、それ以外だと初めて出会ったあたりだけであるし、毎晩の夢のなかでもそういうコトには及ばない。穏やかに一緒にいるだけなのである。

「喰いたいけど、喰いたくない」

「……どっち？」

「悪魔の機微を分かれよなァ」

　乱雑に頭を撫でられ、この質問は終了ということらしい。

　こんなことを訊くということは、ジルが自分を喰いたいのであれば喰ってほしいと思っている、乙女の機微も分かってほしいものである。




　──その日の夢はいつもの懐かしい丘だった。ジルに手を引かれ、ナディアはブランコに座っている少女の元へ歩む。『一緒に遊ぼう』と声をかける、そんな夢だった。
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　銀色の糸を引いて、ねっとりしたキスが終わる。はぁ、と出る溜め息が図らずも艶っぽかった。

「ちゃんと抵抗しろよ。訓練にならねーだろぉ」

「だって嫌じゃないもん」

　そう言うジルも、最初こそ瞳に金色の虹彩を煌めかせて『誘惑』してくるものの、途中から目を閉じて夢中でキスしているのだ。ナディアのことを言えない。

「……やり方変えるか」

「キスもやめるの？」

　服の裾をひっぱりながら訊ねると、ジルは口を真横にひき結んだ。問答無用にナディアを抱き上げソファに座ると、ナディアを自分の太腿の上に跨がらせる。ジルとの距離がぐんと近い。

「そっちのやり方も変える。ナディアちゃんからして？　これなら届くでしょ」

　こうくるとは思っていなかった。ジルはうっとり優しげに微笑んでいるが、内心かなり焦っているナディアを面白がっているのが見え見えである。

「ま、待って。そもそもどうしてキスする必要が？」

「したくないの？　俺はしたいなァ～」

「うっ……」

　ジルはさらにズルリとソファに凭れ、ナディアを見上げる格好になった。上目遣いのジルは、狙ってやっていると分かっていても可愛く見える。

　観念したナディアはジルの両肩に手を置き、そっと屈んでキスをした。

「し、しました、けど!?」

「アハッ」

　何故かけんか腰になってしまったナディアにジルは破顔した。ぎゅうぎゅうと抱きしめられ、右肩にジルの顎が乗る。

「ちょっと、ねぇジルさん！　私そろそろ仕事行かないと」

「もうちょっとだけぇ～。あ、そうそう、俺ちょっと今日は帰るの遅いかも。護衛頼まれてんだよねぇ」

「ジルさん何でも屋みたいな仕事してるよね……。私もいつもより少し遅い予定だから、同じくらいになるかもしれないね」

「色んなとこで勧誘されっからさぁ、じゃあ万よろず屋やでもやるかなって言い出したらこんなことになってたんだよね。俺けっこう引っ張りだこなんだよぉ」

　ジルは今や日雇いの派遣業みたいなことをしている。しかも予約待ちらしい。おそらくナディアよりも稼いでいる。

「ナディアちゃん、今日の夜さァ……ちゃんと話しよ」

　ぽつりと、水盆に黒い水を一滴落とすような声音でジルは言った。

　いつになく真剣な雰囲気に、ナディアは不安になる心をおさえながら「うん」としか言えなかった。







　話とは何だろう。ナディアとジルの今後についてなのは間違いない。

　最近の二人はおかしかった。まるで恋人のように過ごし、キスをして、笑い合って、日々を過ごしていた。ナディアは腫れ物を扱うように明言を避け、ジルは不都合を隠すように明言を避けた。

　目の前の幸せしか見ていたくなくて、ナディアはずっと目をそらしていた。『飽きたら出ていく』と言っていたジルの言葉はきちんと覚えている。目安の三ヶ月だってもうすぐそこだ。

　ジルは毎日、夢を渡ってくる。一日の三分の一を占める夢の中でさえ、ジルに侵されていた。夢魔は夢の中で人を苦しませると聖典には書かれてあったが、心の空虚さを救ってくれたのはジルだった。

　素直に、心から感謝している。

　できればずっと一緒にいてほしい。

　ジルがどういった選択をするとしても、気持ちだけは伝えようと決めている。

「すっかり暗くなっちゃったな……」

　教会と連携したバザーの準備や雑務が続き、なかなかの残業になった。陽が落ちてしまって辺りは暗い。町は食堂や宿屋で賑わいをみせているが、ナディアの住むあたりは畑や牧草地がメインになっているのだ。ところどころ建っている民家から灯りが漏れているくらいである。

　ナディアの家には灯りがついておらず、ジルもまだ帰ってきていないようだった。鍵穴に鍵を差し込んで回す。

「ん……？」

　手応えがない。おかしいなと思って扉を押してみると開いた。鍵をかけ忘れたのだろうか。

　一歩なかに進んだところで強烈な危機感を覚えた。マズい、と思ったときには遅く、ごつごつの手に掴まれて乱暴に引きずり込まれた。バン！　と玄関扉が閉められ、乱暴に鍵がかかる音がする。

「ヤジー、兎ちゃんが帰ってきたようだぜぇ」

　シュッ、とマッチが擦られる音がし、見覚えのないランタンに明かりが灯る。いかにも荒くれ者なゴロツキの風貌をした男が二人いた。

「へぇ、聞いた話のとおり可愛い兎ちゃんじゃねーか」

「あな、ッ！」

　ナディアが口を開いた瞬間、ヤジーと呼ばれた男に間髪入れず殴られた。衝撃にチカチカしている間に、床に引き倒されて馬乗りになられる。左手で首を絞められ、振り上げた右手にはナイフがあった。

「ヤジー、顔殴るのはやめろよ、萎える」

「悪ぃ悪ぃ。さて兎ちゃん、騒いだりしたらどうなるか、分かるよな？　これからちょーっとオレたちとイイことして、報酬にお金いただいたら出てってやるから。な？」

　舌なめずりするヤジーの顔は醜悪だった。造形の話ではなく、グロテスクな内面が滲んでいて、ただただおぞましかった。もう一人の男は下卑た笑い声をあげながらナディアの方に寄ってくる。

　二人がこれからナディアを犯そうとしていることぐらい分かる。

　そういう人間が、世の中にはたくさんいることぐらい知っている。

「……じ、る」

　気持ち悪い、おぞましい、嫌、嫌、嫌、怖い──！

「た、すけ、……て」

　首を絞められながら絶え絶えに言うと、男二人はげらげらと笑った。「誰が助けに来るんでちゅかねー」「兎ちゃんが一人暮らしってのは耳に入ってんだぜぇ」ぐぅっと首がさらに絞まる。

　そのとき、部屋の空気がズシンと重くなった。急に気温が下がり、全身の毛が立つような身震いがする。

　強盗二人も何かを感じ取ったらしく、笑うのをやめて真顔になる。

　居間の何もない空間から黒い靄が出現した。ズズズ……とそこから人の皮をかぶったナニカが現れようとしている。最初に出てきたのは黒い爪をした手だった。カーテンを裂くように空間をこじ開け、ぬるりと入ってきたのは二本の角を持った悪魔だ。

「呼んだァ？」

　残虐に染まる金色の瞳を煌めかせ、ジルはまずナディアの上に乗っていた男を蹴り飛ばした。そして顔をぐしゃりと潰すように踏みつける。男はあっけなく意識を失った。

「チッ。ひ弱な下等生物が」

　吐き捨てると、次は残りの一人である。ガクガク震えて立つこともでない男の元へ、コツンコツンときれいな足音を立てて近づいた。右腕を伸ばし、首を掴んで持ち上げる。

「アハアハ！　こうなってもなーんにもできないのぉ？　ガクガク震えるだけでさァ……。ああそうだ、失禁されるのは嫌なんだよねぇお家汚したくないからぁ」

　ジルはパッと手を離し、落下してゆく胴体の鳩尾みぞおちをつま先で蹴り上げ、浮いたところを踵落としした。

「クソが……」

　ジルはナディアの傍に跪いてぐっと顔をしかめた。背中に腕を回し、身を起こさせて抱きしめてくれる。

　ナディアの喉はまだ絞められた感覚が残っていた。体は震え、ぜぇはぁと息は上がり、涙がぼろぼろ流れていく。

「ごめんね、一緒にいなくて」

「……うっ、あ、ありがとう、助けてくれて」

「……ごめん、怖かったよね。俺のこと呼んでくれて、ありがと」

　ナディアはジルにしがみついて泣いた。甘く沈むようなジルの匂いを、胸いっぱいに吸い込んだ。ジルの腕のなかにいれば安心だった。

「いっ……いかないで、どこにもいかないで」

「ここにいるよぉナディアちゃん」

「っ、ずっと、いて」

　ずっと、ずっと、と繰り返す。

　どれくらい経っただろう。

　ナディアが泣き止み、落ち着くまで、震える体をジルはずっと抱きしめてくれていた。

「も、大丈夫……」

　そろりとナディアが身を離すと、額にやさしくキスを落とされる。

「んじゃぁさァ……こいつら殺してきていい？」

　反射的に「いいよ」と言ってしまいそうなほど、ものすごく快活な笑みだった。

「えっ、駄目！　人間の法で裁く」

「ええ～……？　何が何でもダメ？」

「駄目……だと思う……」

「アハ。なんで弱気になってんの」

　可笑しそうに言うジルの瞳は金色から赤色に戻っていた。ジルは立ち上がり、気を失った男たちに近づく。掌には黒い毛虫のようなものが二匹蠢き、それを男たちの胸へ埋め込んだ。彼らを見下ろすジルは恐ろしく、美しかった。

「何したの？」

「ンー？　死ぬまで悪夢を見せる寄生虫をいれた。きっと毎晩拷問されて殺されたりするねぇ。しかも醒めたところで忘れられないし痛みはリアル。こいつらには安眠など一生訪れない。いつか喉を掻きむしって死のうとするかもね？」

「そーゆーこともできるんだ」

「怖くなってきちゃった？　悪魔の腕のなかにいることがさァ」

　怖いけれど、ジルが怖いわけではないのだ。

　この期に及んで、ジルはまだ逃げ道を作ろうとしてくれている。

　ナディアは泣きそうになって、ジルにそっと抱きついた。

「……抱きしめていてよ」

「なに、今日は素直で可愛いじゃん」

　頭のてっぺんにキスをされたのが分かった。




　強盗二人については、ジルが家の前に蹴り転がして移動させ、薪をくくる紐でとりあえず手首足首を縛った。ターナの家に行き事情を説明して、ノルバートたちに町の治安維持隊を呼んできてもらうよう頼む。ジルは強盗二人が目を覚ましたときのために待機した。しばらく待っていると黒ずくめの屈強な男たちが五人やって来て、強盗二人を連行して行った。

　ナディアとジルは事情聴取として同行し、解放されたのは深夜にさしかかるころだ。もちろん、ジルが悪魔的登場をしたことは言っていない。普通に玄関から入り、強盗共を打ちのめしたことになっている。ジルは体格が良く、町で何度もそういった人助けをしている実績があるからか、無傷であろうが疑われもしなかった。強盗共が何を言おうが、犯罪者の世迷い言として扱われるだろう。

　強盗たちは別の町からやってきた流れの犯罪者だった。独り身や未亡人など、ターゲットにしやすい人たちのリストが界隈で売られているらしく、おそらくナディアの情報もそこから得たのだろうと教えてくれた。総力を挙げてその犯人たちも検挙すると治安維持隊は燃えている。

「疲れたねぇナディアちゃん」

「うん……あ、そうだ、お茶でも淹れるね。それでお話、しよ」

「いや、今日はやめとこ？　疲れてるし、……怖いこともあったでしょぉ。だから、落ち着いた精神状態のときにしよ。今のナディアちゃん、自分では分かってないだろうけどグラグラしてると思うよ。寝る準備してさ、ほら明日お休みだし、別に急ぐ話でもないし」

「……わかった」

　今日は話すつもりはないのだな、と感じたナディアは引き下がった。本音を言うと何を言うつもりなのか気になって仕方が無い。不安は拭えない。

　黙ったまま、なんとなくジルの服の裾を掴んでいると、ジルの大きな手に包み込まれるようにして剥がされる。

「なーに？　もしかして一緒に寝て欲しいのぉ？」

　ナディアをからかうつもりのジルを見上げ、ぱちぱちと目を瞬いた。なるほどその方法もある。

「うん」

「……莫迦か。悪魔相手にそういうこと絶対言うな」

「えぇ、言い出したのはジルさんじゃん」

　強引に浴室へ放り込まれ、ナディアは釈然としなかった。
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　──ナディアはひとり、教会の中にいた。ジルの記憶で見た、朽ち果てて廃墟だったそれである。祭壇も椅子も、使い古されてはいるが大事に手入れされているのが分かる状態で、歩いても埃が舞うことはない。清くて静謐な空気が漂っている。

　ナディアは真白のドレスを着ていた。袖がない、さらりとしたエンパイアドレスは結婚式を思わせる。祈りの間は天井から白い光が降り注ぎ、ちょうど祭壇あたりにステンドグラスの青い薔薇が映っている。

「なんだここ……いつもの夢と違うじゃん。アハ、俺は擬態じゃなくなってるし」

　祈りの間の入り口に、悪魔の姿のジルがいた。バサ、と翼をはためかせるとナディアのところまで風がくる。

「悪夢でもみてないかなぁと思ったけど……予想外だわ」

　カツン、カツン、とジルはゆっくり歩いてくる。祭壇の前でナディアと向き合い、かつて祖母とジルが相対した瞬間と同じ構図だと気付いた。

「綺麗だねぇナディアちゃん」

「ジルさんも、きれい」

「アハ！　ほんとはちょっと怖いくせに」

「うん……。でも、好き」

「教会で、清い魂の美しい花嫁を攫うとかさァ……俺ってほんと悪魔じゃんねぇ？」

「うん、悪魔だね」

　ナディアは右手を伸ばし、ジルの左頬に触れた。ジルがその手を掴み、右手でナディアの腰を抱く。

「ナディアちゃん、ほんとにいいの？」

「うん」

「俺、もう絶対手放さないからね。その魂だって」

「うん、あげる」

「莫迦な子だよねぇ」

　触れ合うだけのキスをした。「待ってて」とジルが言い残し、夢が泡のように消えてゆく。
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　ぼんやりと目が覚めた。窓の外はまだ暗く、満月が高い位置で夜を照らしている。真夜中だった。

　頭の中の靄が晴れていくように、昔の記憶を思い出す。ナディアが寄せ木細工の秘密箱を開けるようになったのは、祖母に勧められたのが始まりだった。今の今まで忘れていたが、『特別な箱にはとっておきの贈り物を入れておくからね』と、確かに言われたのだ。ジルが封印されていた箱は特別に美しい。

（贈り物って……ジルのことでは）

　祖母はこうなる未来を予感していたのだろうか。確かめようはないが、たぶん……。

　カチャリと静かな音がして、ナディアの部屋の扉が開いた。

「ナディアちゃん、覚えてる？」

　ジルは夢のことを言っている。手にぶら下げたランタンの火が、彼の滑らかな瞳の表面を燃やすように映っている。

「私、ジルさんが好き」

「悪魔で、家に上がり込んで、傷心中の乙女の隙につけ込んでジワジワ籠絡したとしても？」

「うん」

「たぶん自暴自棄になってんだよ、って教えてやっても？」

「うん」

　ジルがベッドの傍までやってきてドスンと座り、古いスプリングがギィッと跳ねた。持ってきたランタンはサイドテーブルに置かれ、赤い瞳が小さな炎のゆらめきに揺れる。

「今から滅茶苦茶に喰われるとしても？」

「……ジルさん、私に対してそういう感情あったの？」

「あのねぇ。喰いたいけど喰いたくないって言ったことあんでしょ。ずーっと我慢してんのこっちは」

「なんで我慢してたの？」

　不思議に思って訊いた。ジルならば、やろうと思えばいつだってできただろうし、ナディアが憎からず想っていることも分かっていただろう。

　ジルは余裕が崩れたように顔をゆがめ、薄暗くても分かるくらい頬に朱が刺した。

「……ナディアちゃんの心が、まるごと全部欲しかったから、待ったんだよ！」

「えっ……なに、ジルさんが可愛、んむ」

　──唇を塞がれ、押し倒される。




　キスされながら、ナディアはあっという間に裸にされた。両掌を押さえつけられ、口内に深く潜り込むキスを繰り返され、抗議の声を上げる余裕もなくなったころジルが一旦キスをやめる。ランタンに照らされながら服を脱ぐジルをぼんやり眺め、ごくりと唾をのんだ。

「アハ。かっこよくて見惚れちゃう？」

「ウン……」

　覆い被さってきたジルがナディアの首筋を吸う。胸を揉まれ、その頂に舌が這う。

「ひっ……！　ね、ねぇジルさん、私はどうすれ、ば」

「何もしなくていーよ。慣れてきたら色々してもらうからさァ」

「うっ、んんッ」

　揉まれたり吸われたり、舌先で転がされたりする度に体が跳ね、口から声が漏れそうになる。乳首をきゅっと摘ままれたときは甲高い声が出て、思わず手で口を塞いだ。

「あー……そうやって声ガマンすんのはナシね？　ナディアちゃんの声聞きたいもん」

　そうしてまたキスをされ、ナディアは口を開けて舌の侵入を迎え入れる。歯列や上顎をなぞる舌に自分のものを絡め、ジルの甘い匂いを吸い込んだ。

　ジルの手がナディアの太腿をさすり、大きく開かされた。そのまま脚の間まで滑り、濡れた部分を指でなぞられる。蜜口のところに指がつぷりと入ったのが分かる。

「ひ、あ」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　ちゅっと音を立てて唇が離れると、ジルは下の方に下がって脚の間に顔を埋めた。蜜口の上にある突起にキスをされている。

「エッ！　じ、ジルさん、まって」

「しっかり喘いでてねぇ」

　ジルに言われたとおり、あとはもう喘ぐしかなかった。脚を閉じようにも両手でがっちりと開脚させられており、舐められ、舌先でいたぶられているうちに、脚に力が入らなくなってくたりと弛緩してしまう。そうなると舌だけでなく指が入り、ゆるくかきまぜられたり、なかを擦られたり、ナディアは未知と快感を行き来する感覚になんとか息継ぎしながら耐えるしかなかった。

「や、やだ、なんか、へん……あ、あっ」

「アハァ……イったねぇ、初めて？　自分でしたことなかった？」

「んっ、んっ、」

「いっぱい気持ちよくなろーねぇ」

　何度も登り詰めさせられ、じゅうう、と音を立てて愛液が吸われる。その繰り返し。

「やっ、ジルさん、こんなに何回も、い、イく必要が、あるの？」

「アハ。……必要うんぬんだったら、ないよ？」

「……えっ？　あ、また、いっ……」

「あ～……びくびくして可愛～」

「あっ、も、もう、いれてよぉ」

「ンン、初めてなのに虐めすぎてもね。もうこんなにトロトロだし、体力なくなったら存分に楽しめないよねぇ」

　じゅぽっと音がしてジルの指が抜かれた。起き上がったジルがナディアの膝裏を持ち上げる。痛みのせいではない涙を零すナディアを見下ろし、ジルはぺろりと唇を舐めて笑った。目が合うだけで腰が砕けて気を失ってしまいそうな、すさまじい色気をジルは解放させている。見ていられないのに目が離せない。

　ちゅ、と蜜口に熱い塊が押し当てられた。

「いれるよぉ」

　ずず……と大きいものが入ってくる。巷では痛いと聞いていたのに全く痛くない。むしろ──

「どーお？　へーき？」

「うん……きもち、いい、気がする」

「かわいーねぇ」

　ぐっ、と一番奥まで押し込まれ、腰から背中がびりびり痺れた。痺れとは少し違うかもしれないが、頭の奥がチカチカして、口から熱く籠もった息が吐き出された。

「はいったよ～いい子いい子」

　ジルが瞳を蕩けさせ、ナディアの下腹部を優しく擦る。ここの下にあるんだよ、言外に言われている気分だった。それだけでゾワゾワしたものがあがってくる。

「うん……、うん……っ」

「じゃあ、本番はじめよっか」

「ん……？」

　最初はゆっくり、執拗な抜き差しが何度も続いた。わずかにあった違和感が漠然とした気持ちよさに塗りつぶされ、甘やかな悲鳴が喉から絞り出されていく。抽挿が少し激しさを増した程度では何ら変わらず、ジルの手をぎゅっと握って果てに連れて行かれた。

　ずるりとペニスが抜かれ、それで終わりだとほっと息をついたナディアは、くるりとうつ伏せにさせられる。

「二回目いくよぉ」

「えっ、えっ？　や、あああああ……」

　今度は後ろからずちゅりと挿れられた。ジルは背中からのし掛かるような体勢になり、シーツを掴むナディアの手の甲に、上から手を重ねる。ナディアは身動きができない。

「あっ、あ、なんか、深い、あん……」

「気持ちいいねぇ。もう終わりだと思ったァ？」

「や、じる、ねぇ、きゅうけい」

　先ほどよりもぞくぞくするところを擦られ、奥の方までぐいぐいと押し込まれる。気持ちいいのに、優しいのに、頭がおかしくなりそうで逃げなければと身を捩った。ジルに覆い被されているので動けないし、逃げようとしたナディアを宥めるように左肩を甘噛みされる。

「逃げちゃダーメ」

「ひっ、あ、あっ、あっ」

「痛いのと危険なのの加減は分かってるからァ、安心していーよ」

「そ、そんな、む、むりっ」

　ぐちゅんと最奥まで穿たれて、ナディアは自分が自分じゃなくなっていくような、甘い甘い泥のなかに堕ちていく感覚がした。







「初めてなのにじょーず、じょーず」

「うっ……ほんとっ？　でも、ほとんどっ、じるがうごいてる、よね」

　こちゅ、こちゅ、と下から突き上げられながらジルを見下ろす。色々な体位で責められ尽くし、ナディアの脳がどろどろに溶けると、ジルから『俺の上に乗ってみよっかぁ』とおねだりされた。もうナディアに拒否の選択肢は無く、言われたとおり寝転んだジルの上に跨がり、張り詰めた肉棒を自身の蜜口に当てて腰を下ろした。とうに体力を奪われているナディアに動く余裕はなく、ジルのモノを呑み込んで座っているのが精一杯だ。

「ナディアちゃん、ずーっと俺のやつをきゅうきゅう締め付けてるよぉ。もう分かんない？」

「わ、わかんなっ、い」

「きもちいい？」

「んっ、うん」

　とろんとしたジルが、ナディアに両手を伸ばしてきた。そうするのが当然であるようにナディアは手を繋ぐ。

　ジルはうっとり笑って言う。満ち足りていて、妖しくて、地の底へ引きずり込まれるようでいて、でもやはり優しい笑みで。

「ナディアちゃん。俺の本当の名前、覚えてる？」

　問われ、何故だか頭の中に文字が浮かび上がった。

「ジル＝ラシャド＝ファントム……」

「続けて復唱してみて、『服従しろ』」

「『服従しろ』」

「このへんの鎖骨、思い切り噛んで」

「えっ」

「ナディアちゃん、早く」

　ごちゅん、と下から突き上げられて頭がくらくらした。早く早くと急かすようにナディアの奥を穿ちながら、ジルは自身の左鎖骨をコツコツと叩いている。

　そこに噛みついてほしいのか。ジルの胸と肩に手をついて身を屈めていくと、ジルがほっとしたように笑う。かじ、と彼の鎖骨を噛んだ。

「もっと強く、思い切り、血が出るくらい。ナディアちゃんの歯ぐらいじゃ、俺の体はどうもならないから」

「っ、あっ、うんっ」

　ジルがナディアの尻を掴み、仕置きのように激しく突いた。視界が少しチカチカして、快感に耐えられなかった涎が彼の皮膚に落ちた。

「ナディアちゃん、思い切りやって」

　すっかり教え込まれた気持ちよさに酔い、ナディアは深く考えられなくなる。ジルに乞われるまま、思い切り鎖骨を噛んだ。

　その瞬間、ナディアの噛んだところから青い焔が燃え上がる。

『グッ……ウッ……！』

「じ、ジルさん!?」

　ジルは苦しみ呻きながらも、立ち上がろうとするナディアの腰をぎゅっと掴んで離さなかった。ふるふると首を振る。

　青い焔はジルの皮膚の上を舐めるように灼いていく。左鎖骨から左胸にかけて線を描きながら燃え、やがて消えた。後に残ったのは、逆さに咲いた薔薇とそれを戒めるように絡みつく鎖の刻印である。

「はっ、はぁっ……、はぁ、……うまくできたみたいだねぇ」

「ジルさん、これ何？　大丈夫なの？」

「ナディアちゃんのコレとお揃いだよぉ。あ、これ頼まれても消さねぇけどいいよね？」

　そう言ってジルはナディアの胸にある黒い薔薇の刺青を指した。

「確かに同じ薔薇だけど……なんか違うよ!?」

「これ契約印だからね。ナディアちゃんに危機が迫ったとき、迅速に簡単に、呼ばれなくても行けるようなやつだから。いーでしょ？　俺、心配だもん」

「……ほかには？」

「特にないよぉ」

「ほんとに？」

「ほんとほんとぉ。なに、ナディアちゃんまだ余裕あんじゃーん。もうちょっと頑張れるね？」

「えっ」

　ニタリと笑うジルに嫌な予感がした。

　ぐんっと上半身を起こしたジルはナディアを抱きしめ、上下逆転でナディアをシーツの上に押し倒す。一度肉棒を引き抜いた蜜口からは、ナディアの愛液とジルの出した白濁したもので溢れ、太腿やシーツを濡らした。ジルのペニスが、ぐちゅっと音を立ててまた最奥まで貫いてくる。契約印に対して漠然と感じた違和感が、迫りくる快感で頭の隅に追いやられた。

　ジルは右手で自身の刻印を大事そうに撫でる。

「ナディアちゃん、愛してる」

　ジルがあまりにも大事そうに見つめてくるので、ナディアは泣いてしまった。





　　　　　　　◇　◇　◇






　ナディアからの『愛してる』と『大好き』を聞きたくて、何度も乞うては抱き潰した。快楽に喘いだ声はジルにとって御馳走だ。明日にはナディアの声が嗄れているかもしれない、それについては申し訳ないと思う。

　悪魔の心のうちなど分かっていないだろう愛しい乙女は、何も知らず幸せそうに眠っている。良い夢をみられているだろうか。今日くらいは侵入しないであげようか。

「アハ……」

　左胸にある契約印をなぞる。本当は《隷属印》である。力のあるエクソシストが、悪魔の本来の名をもぎとって屈服させ、隷従させて使役する術式。名を知られるということは、片翼を奪われているのと同じであった。本当のことを言うとナディアがやってくれるわけがないので、余計なことを考えられないようセックスで享楽に堕とした。セックス自体はたいへん楽しく可愛く最高だったので、これが普通のセックスなのだと刷り込ませる予定である。そんなわけ無いのだが。

　この隷属印がある限り、ナディアが外傷や病気で死ぬことはない。ジルの生命力で補給するからだ。彼女の影にジルの半身をおいておくので、いつだって傍に現れることができるし、望めば彼女の視覚を共有できる。エクソシスト側のデメリットといえば、使役した悪魔に生活の全てを共有されることなのだ。

　それと──隷属印で繋がった者同士は安全に子を成すことができる。母胎が人間側であっても、契約の力で守られるため命の安全が保証される。

「かわいそうにね、こんな悪魔に魅入られちゃってさぁ」

　最初は適当に喰って、力が完全に回復したらお別れして旅にでも出ようと思っていた。清らかで無垢な魂を持ち、神通力もあるナディアは極上の餌だった。

　見た目はリンドーに似ているが、中身は全然違った。リンドーのような苛烈さはないし、自分の命の危機を理解していながらも町の人間のことを心配するお人好し。

「俺が悪魔なんだって、ほんとーの意味で分かってんのかなァ」

　悪魔の力には敏感に反応して恐怖するくせに、それがなければケロリとして何事もないように接してくる。今まで喰ってきた女たちも、殺した男共も、相対したエクソシストも、あのリンドーですら、『悪魔である』ということをまず念頭に置いておくものなのに、ナディアには何もなかった。ジルそのものだけを見ていた。

「莫迦なんだろうなぁ」

　欲しいと思ったら、もう駄目だった。ナディアの全てが欲しい。ナディアはジルのもので、ジルも自身をナディアのものにする。

　寂しさも苦しみも、愛もなにもかも全部自分のものだ。

　可愛くてたまらなかった。なんていじらしい生き物。全てのものから守りたい、庇護欲なんて初めて知った。傷つけていいのは自分だけなのだ。

　ジルはナディアの寂しさに付け込んだ。たらし込んだ。ナディアがそう思わずとも、それが事実だ。夢のなかにまで毎晩侵入した。心の隙間をジルの存在で埋めた。

「倖せにしてあげるからね」

　悪魔は慈愛に満ちた微笑みを浮かべ、もうすぐ夜明けが来る仄明るい部屋の中、愛しい乙女の唇に口づけた。







　──そして悪魔は愛を知る。








◆２章　愛を謳う悪魔









「ナディアちゃーん、そろそろ起きる？　朝ご飯作ってるけど食べるー？」

「食べる……」

　瞼の向こうに眩しい日差しを感じて起き上がる。かぶっていた毛布がはがれ、肌寒い。

「あれ、今日寒い？」

「そんなに寒くないよ。ナディアちゃんが裸だからじゃね？」

「え、……わっ」

　ジルの言うとおり、何も身につけていなかった。「ふ、服っ」

　ベッドからおりて歩き出すと、脚の間からボタボタボタッととろりとした液体が落ちていった。床に染みをつくり、ナディアの太腿を濡らす。

「えろーい」

「っジルさんが出したものでしょ！　それに、体が……重い……」

「ごめんねぇ。ようやく仕事お休みだから、加減なく抱いちゃって」

　ジルがチェストを開けてナディアの服を引っ張り出し、一式をベッドの上に放り投げた。そしてナディアを抱き上げてまたベッドの上に戻す。

「でも俺いつもはちゃんと加減してて偉くね？」

　ごろんと仰向けに寝転がらされ、上からジルが覆い被さってきた。ジルは黒いズボンに木綿の白シャツを着て、ボタンは二つ目まで外している。

「だからって毎回あんな……ジルさんは腰とか痛くないの」

「アハ。俺の心配してくれてんの？　カワイー。俺は今からでもヤりたいんだけど」

　ジルが乳房を揉んできた。ジルに触られるところはすぐに熱くなる。この悪魔に体を改変されていっている気がしてならない。乳首をくりっと弄られるだけで、甘やかな疼きに体が期待した。

「やりません！　ご飯食べます！」

「満更でもないくせに」

「ンンっ」

　きゅっと乳首を抓られて、思わず吐息が漏れた。それにジルはにたりと笑い、「着替えたら下りてきなぁ」とキスを落として部屋を出て行った。

　すっかり──ジルのペースで生活してしまっている。

　そしてそんな日常が、悪くないと思っている。







　ジルはすっかり料理が上手くなった。いつの間にかナディアよりもレパートリーを増やし、食事を作ってくれる割合も彼の方が多い。というか殆ど作ってもらっている。どこで新しい料理を覚えてくるのかと聞けば、町の人たちだという。

「今日は何でも屋さんの仕事はあるの？」

「ないよ。ナディアちゃんがお休みの日には仕事いれないよーにしてんの」

「何ていうか……ほんと、あっという間にこの町に馴染んだよね。すっかり人気者だし」

「悪魔なのに暢気だよねぇ」

　気まぐれに人助けや日雇いのバイトをしたジルは各職場からオファーが殺到した。体格がよく、腕っ節も強く、町中で鉢合わせた暴漢二人を難なく倒したことで、治安維持隊の屈強な男たちよりも強いことがバレた。運搬作業や農業を手伝ってもらうと、常人の二、三倍は悠々と働くし、加えて顔も恐ろしく良い。料理でもそうだが、要領が良く器用である。

「人間離れしてるもんね」

「だって悪魔だもん」

　色んなところから勧誘を受けたジルは、受注制の何でも屋を正式開業することにした。これがまた人気なのだが、ジルは自分の気分で仕事を請ける。

「商隊の護衛についてきてくれってよく頼まれるんだけどさぁ、ナディアちゃんと離れるの嫌だしぃ」

「行っても大丈夫よ」

「ナディアちゃんは寂しくねーのォ？　っつーか、この前のこと忘れた？」

　強盗のことだろう。確かに怖いし、思い出せば体が震える。

　ナディアはすぅっと息を吸って、胸にある黒い薔薇の刺青のあたりを手でおさえた。

「ジルさんと私は契約でつながってるんだよね？　私に何かあったらすぐ来てくれるって」

「そォだけど」

「それにね、ジルさんが封印されてから数十年経って、人間の世界も色々変わったと思うの。ほかの町を見てみるのもきっと楽しいよ」

　ジルは不機嫌さを隠しもしないでブスッとしている。

「……そりゃ、ジルさんが家にいないのは寂しいだろうけど。ずっと同じ町でさ、ジルさんが退屈して、予告もなしに何処かへフラフラーっと行ってしまう方が、怖いっていうか、その……」

　不安、で。

　と小さく言うと、ジルの目が輝いた。ニヤァーっと笑ってナディアを抱き上げ、ソファに座る。彼の太腿の上を跨ぎ、向かい合わせで座らされた。

「可愛いー！　そっかァ、俺がいなくなっちゃうの怖いかぁ。不安で眠れない夜もあるんだ～」

「そこまで言ってな、んむ」

　両頬を掴まれてキスをされる。閉じていた唇を食まれ、ゆるんだ隙に長い舌が入り込んでくる。ねっちり舌を絡まされるともうジルのペースになってしまうのは分かっているので、観念して白旗をあげた。両手をジルの肩において身を寄せる。ジルが口元で笑い、「かあいーねぇ」と言った。薄目を開けるとジルが瞳を蕩けさせている。

　ジルはからかうような口調が多いが、瞳が雄弁である。お巫山戯ふざけも余裕もなく、目の前の生き物が愛しいという眼差し。大事に想ってくれていると伝わる熱がある。その熱さに包まれ、ナディアの体が幸福に溶けていく。

　ナディアは目を閉じて、ジルの唇に吸い付いた。お返しにと食べられるように食まれる。リップ音を響かせながら、キスがどんどん深いものに変わっていく。

　ジルの右手が後頭部にまわり、左手がスカートの下を潜る。太腿をなぞり、腰骨のでっぱりを撫でられた。今日ジルが用意してくれたのはサイドが紐になっている下着である。しゅるりと解かれたそれは下着の意味をなさない。まさかこれを見越していたのだろうか。ジルの指が秘部に到達して、ぬるりと擦られるだけで腰が跳ねた。悪魔の口が弧を描く。

　──これから畑仕事をしようと思っていたのに、昼過ぎになりそう。





　　　　　　　○






「そうだナディア先生。近々この町の教会にエクソシストが来られること知ってますか」

　同僚の先生から突然そう聞かされ、ナディアは持っていた書類を取り落とした。バサバサと落ちていく紙を慌てて拾う。

「えっ、エクソシスト、ですか？」

「そうなんですよ、珍しいですよね。なんだかこの近くで大きな力の反応があったとか無かったとか。それで一級エクソシストの方が派遣されてくるそうですよ。しばらく滞在されるそうです」

「大きな力の反応……」

　ナディアとしては思いあたることばかりで、どくどくと心臓が嫌な音を立てた。ナディアが物心ついてから、この町にエクソシストが滞在したことなどない。十中八九、ジルが原因だろう。

（狙いはジルさんに決まってる……！　もしバレたら、退治される、かも……？）

「なかなかないことなので、学校の方にもお招きすることになってるんです。先方も快く引き受けてくださったみたいで」

「へ、へぇ。気さくな方なんですかね」

「若い男性の方みたいですよ。楽しみですね」

「若くて一級エクソシストということは、相当な実力者ってことですね」

「確か大陸に十年に一人現れるかどうかの逸材って言われているそうですよ！」

　よりによって、である。エクソシストは対悪魔祓いに特化し、日々訓練している存在だ。その中で逸材と呼ばれているとすれば、ジルだって危険に決まっている。

（どうしよう！）

　朝礼では、エクソシストの歓迎会について企画が上がった。全校集会にするようだが、その企画担当と進行をナディアが任されそうになった。必然的にエクソシストと打ち合わせしなければならなくなる役目を、ナディアは全力で断った。普段唯々諾々と仕事を請け負っていたナディアが必死に拒絶するので、校長たちも無理にとは言わなかった。

（なるべく関わり合いにならないようにしないと……どこでボロが出るか分からない！）

「そのエクソシストの方はなかなかのイケメンらしいよ。まだ結婚していないナディア先生におすすめだったんだがなぁ」

　校長がそんなことを言うと、ナディアがカチンとくる前に若手と中堅の教師たちから猛抗議があがった。「余計なお世話です！」「セクハラっすよ！」「そーゆーのほんとやめましょうって言いましたよね校長」ここまで嫌悪感を示されるとは思ってなかったらしい校長はひるんだ。

「てゆーか、ナディア先生ってご結婚されてませんでしたっけ。私、この前町で旦那さんを見かけましたけど」

　十歳ほど年上の同僚による爆弾発言である。

「……えっ？」

「どこか商家のお嬢さんかな……綺麗な女性に声をかけられてましてね、『俺ナディアちゃんの旦那なんだ～』ってフッてるところを見ましたよ。黒髪で背が高い、忘れられないくらい顔が整ってる人。あれ、ナディア先生の旦那様では」

　話の内容からしてジルである。

「ああ！　僕も知っていますよ、それって何でも屋してるジル様じゃないですか？　すこーし前にルルーシュの町にやって来た」

　ジル様？　ジル様って呼ばれてるの？

「色んな家や女性から求婚されてるジル様ですよ。『溺愛してるダーリンがいるんでゴメンね～』って言っても求婚が絶えないイケメン。ナディア先生の夫だったんスか？」

　求婚が絶えないんだぁ……。

　ナディアは顔が赤くなるやら青くなるやら言葉を発せない。この場をまとめてくれたのは教頭だった。

「はい皆さん、職員会議中ですよ。校長はあとでナディア先生に謝罪してください。それでは終わります」

　その後同僚には質問攻めにあったが、ナディアは「分からない」とだけ答えた。

　実際分からないからである。







　夕方帰宅すると、ジルは晩ご飯を作っている最中だった。なんとも食欲をそそる匂いが充満している。

「ただいまぁ。いい匂いがする～」

「お帰りナディアちゃん。今日は良い肉を貰ってさぁ、ビーフシチューだよ」

「ジルさん色んなもの貰ってくるよね」

「対価は貨幣以外に現物でも支払い可能にしてるから尚更ねぇ。ナディアちゃんも食料や生活物資は歓迎でしょ？」

「それはもう」

　相手によっては現物支払いの方が喜ばれ、やや多めにくれる人が多い。ナディアの給料はこの頃貯まっていく一方である。

　ナディアはソファに座り、ぐったりもたれて天井を仰いだ。

「あのねジルさん、大変なことになったの」

「うん？　どうした？」

　コトコト煮込む鍋に蓋をして、ジルが隣に座る。

　ナディアは一級エクソシストが町に来ることを話した。彼は十年に一人の逸材らしいこと、ジルのものであろう大きな力が感知されてしまったこと、ジルが狙われているのではないかと推測されること。

「確実に俺だろうねぇ。このへん一帯、たぶん悪魔いねーし」

「……どうしよう」

　口から出た声はか細く震えていた。ジルが退治されるかもという不安に、じわりと涙があがってくる。朝礼で聞かされてから帰宅するまで、ナディアはずっと我慢していた。

「だいじょーぶナディアちゃん。心配なんて何もいらねぇよ？」

「なんで、そんなこと。だってエクソシストは対悪魔祓いのスペシャリストだよ？　ジルさんだって現にお祖母ちゃんに封印されてたじゃん」

「あ、あれは不意をつかれたからで……。リンドーはかなりの腕前だったし、今はもう平和ボケしてるから、あのレベルのエクソシストもいないんじゃね？」

　ジルはなんだか楽観的だ。それが余計に不安を煽ってくる。じろりと睨むと、ジルは苦笑した。

「本当に大丈夫だって。俺なかなか力ある悪魔だよ？　封印されてたとはいえ時間は経ってるから、その分強くもなってる。悪魔ってさぁ、時を重ねるほど強くなってくもんなんだよ」

　宥めるように、甘やかすように、ジルはナディアのこめかみにキスをする。

「ちゃんと警戒するから。ナディアちゃんと契約したおかげもあって、人間への擬態は結構完璧だし」

「本当？」

「ほんとほんと。それに、俺って本気でやろうと思えばマジで強いからね？　あのとき、ナディアちゃんのことだって一瞬でどうにでもできたけど、しなかっただけェ」

「……」

　ジルに顎をすくわれて目を覗き込まれた。ジルの瞳が黒色から赤色に戻る。金色の虹彩が混じり、きらきら輝いて誘惑される。

「俺ね、そもそも女子どもを殺すのはどーも性に合わないんだよね。そんでナディアちゃんは可愛くて面白そうだったし、封印も解かれたばかりで記憶も混濁してたし。だから助かっただけ」

「……手加減してくれてたのは、感じてたよ」

「他の悪魔じゃそうもいかねーからな？　今はもう俺ってばナディアちゃんにメロメロリンコだからぁ」

「めろめろりんこって何」

　ジルはうっとりと目を細めた。

「俺はナディアちゃんのもので、ナディアちゃんは俺のもの。そうだろ？」

　ナディアを見つめる瞳の奥に、怖いくらいの凄みがある。否、と答えたら首を絞められそうな怖さが漂っていた。

　ジルはふいに、こうやって脅すような愛を囁いてくる。

「うん、そうだよ」

「ナディアちゃんさ……悪魔に愛されちゃって可哀相だねぇ」

　そうでもないよ、と思いながらナディアは目を閉じた。唇が塞がれるなか、カタコトと鍋の蓋が動く音が聞こえた。





　　　　　　　○






『この度、ルルーベル地方ルルーシュに赴任してきました、エクソシストのカーチスです』

　彼がそう言ったとき、肌にビリッと刺されたような感覚があった。

　学校に挨拶に来てくれたカーチスは、予想していたより若く、生真面目で冷徹そうな印象を受けた。ナディアと年もそう変わらないだろう。青みがかった銀髪は肩に触れそうなあたりで切られ、風にさらりと靡いている。ややつり目の灰色の瞳はまっすぐで、見ているこちらを見透かしそうだ。薄い唇に、すっきりした輪郭、整った顔立ちをしている。

　校長や教頭が彼と挨拶を交わし、教師一同もその場で挨拶をするなか、ナディアは冷や汗をかいていた。ただものじゃないな、というのが分かるのである。

「このあたりの地方で、近年見られないほどの力の波動、変化を感じました。もし、なにか変わったことやおかしなことがありましたら、どんな些細なことでも教えてください」

　カーチスが言い、教師たちは首を捻って考えるものの、特になかった。ナディアは人知れずほっとする。

　生徒たちへの講演会もとい交流会について話を進めることになり、彼と担当職員たちは場所を移すことになった。関係のないナディアは緊張をゆるめ、自分のデスクに座った。残りの雑務と明日の準備をしたら帰れる。

「あの、すみません」

　音もなく、すぐ背後から声がかかってビクリとした。振り返るとカーチスが立っている。

「なんでしょうか……」

「貴方のお名前を伺っても？」

　カーチスの唐突な行動に、職員一同がこちらを注視している。

「ナディアと申します」

「ナディアさん、このあとお時間ありますでしょうか」

　ドッ、ドッ、ドッ、ドッ、と心臓が早鐘を打つ。

「え、と、今日は、早く帰らなきゃならない用事が、ありまして」

　嘘である。

「そうですか……。では、明日は？　もしくは週末、教会に来られる用事はありますでしょうか」

「すみません、教会にはあまり、行っておりません」

「そうですか。ナディアさんと少しお話したいのですが……」

　カーチスは分かりやすくしょんぼりと肩を落とした。エクソシストらしい厳めしい雰囲気が崩れ、年相応の可愛らしさが出てくる。それに絆されたのは、いつも仲良くしている同僚のリエンであった。

「ナディア先生、明日は二コマ空いてる日じゃありませんでしたっけ？　雑務は私たちが引き受けますから、ロード・カーチスとお話されては？」

　なんて余計なことを……！

「！　よろしいですか、ナディアさん？」

「うっ……はい、分かりました。ロード・カーチス」

　カーチスは嬉しそうに顔を綻ばせ、校長たちが待つほうへ向かう。彼らが職員室から去ると、残った同僚たちが意味ありげにナディアへ目配せしてきた。

「どうしてナディア先生にだけ声をかけたんでしょうね」

　リエンは心底不思議そうに、少しだけ喜色を混ぜて言った。そこである。この状況でまっすぐナディアだけ誘いに来るなんて、やりようは他にもあっただろう。社交に不慣れなのだろうか。

「尋問されるのかと思いました……」

　冗談っぽく言ってみると、リエンは「尋問って！」と笑った。ナディアにとっては本音だった。




　帰宅したナディアは、ソファに大きな体を投げ出して眠っているジルに抱きついた。

「どうしようジルさん絶対気付かれてるううう！」

「ぁあ？　なにがぁ？」

「今日学校にエクソシストの人が挨拶に来てくれたんだけど、名指しでお話したいって呼ばれた！　尋問される！」

「ナディアちゃん、興味持たれちゃったの？」

「悪魔と契約してる香りとかするのかな？　大丈夫かな、バレないかな？」

「そーゆーのは大丈夫だと思うけど……」

　まだ眠たそうな目をしているジルに体を引っ張られ、寝そべる彼の上へと誘導される。うつ伏せになったナディアを、ジルは思案げに顔を見つめてきた。

「エクソシストと同じ力を秘めてること、バレたんじゃね？　同業者だし」

「そういえば、挨拶されたとき肌にビリッとした感触が……」

「そいつ、力の探知してやがる。性格悪ィーね」

　ジルに抱きくるめられて、ナディアはようやく深呼吸した。よしよし、とジルが頭を撫でてくれている。

　そうか、祖母から受け継いだエクソシストの力の方か。

「ジルさんも気をつけてね。すごく危険な感じがした」

「オッケー。んでさぁそいつ、かっこよかった？」

「そうだね、かなり綺麗な顔立ちの人だったよ」

「ふぅん。気に食わねぇなー」

　ふふっと笑うと、ギュウギュウに抱き締められた。







　そして翌日。ジルの予想は当たっていて、カーチスが話したかったのはナディアの秘めたる力のことだった。

「ナディアさんは、エクソシストになれる素質があります。そう言われたことはありませんか？」

「えっ……？　わ、私がですか？」

　バレたらどうしようと思いつつ、初めて知った風に演技をする。

「はい、確実にあります。が……知らなかったということは、エクソシストと出会ったことがないんですね。通常であれば教会で保護され、エクソシストになるよう教育されるのですが」

「……力を持っていれば、教会に連れて行かれるのですか？」

「そうですね。昔と比べ、今では相当貴重な力です。発覚次第、教育を専門とする教会で過ごします」

「それはもしかして、親元から離れるということですか？」

「たまたまエクソシスト教育をしている教会が町にあればいいですが。だいたいは親元からも住んでいる町からも、離れることになります。僕もそうでした」

　ナディアはゾッとした。それはもう徴兵ではないか。──悪魔から人間を守るエクソシストを存続させるためには致し方ないのかもしれないけれど。

（おばあちゃんは分かってたんだ）

　腕の良いエクソシストだった祖母が、孫の力に気付かなかったわけがない。『自分のやりたいように、幸せに生きてね』と言っていた祖母は、ナディアの力を隠してくれていたのかもしれない。自分がエクソシストだったから、尚更──

「今からでもエクソシストにならなければなりませんか？　そういうお話でしょうか」

　ナディアが問うと、カーチスは残念そうに首を振った。

「いいえ、強制ではありません。ナディアさんにはもう仕事があって、自立されている。今からエクソシストになれと言われても困るだけでしょう。ちょっとやそっとでなれるものでもないですし。もし、やりたいとナディアさんが思ってくださるのであれば、教会は歓迎いたします」

　ナディアはほっとする。

「私は教師になりたくてここまでやってきましたし、辞めるつもりもありません。ごめんなさい」

「やっぱり、そうですよね。では二つ目の提案です。エクソシストにはならなくてもいいのですが、せっかく力があるのですし、少々学んでみてはいかがですか？　力の扱い方や、おまじない程度の悪魔祓い、お清め、気配察知の方法、等々。町の役に立つことは間違いないです。子どもたちを導く教師ならば尚更。実は昨日の時点で校長先生にはお話させてもらいました。教職員のなかで──と言うより、町で会った人々のなかで唯一エクソシストになる素質があること。今なら僕が教師をできること、学校や町にとってのメリット。もしナディアさんが良ければ、雑務仕事は全て他に回すので、エクソシスト教育を受ける時間を取る、と校長先生が提案してくれました」

「……え」

　なんだか勝手に話を進めている。

「知らないところで準備を始めていて気分を害されたかもしれません。でも、なかなかないチャンスなんです。エクソシストは、本当に年々減ってきていて……引き受けてもらえませんか？」

　これは断れないやつだ、とナディアは悟った。ナディアが気乗りしない理由はただ一つ。ジルの存在を知られたくないので、できるだけ接点を持ちたくない、それだけである。学ぶこと事態は興味がある。

「……分かりました。よろしくお願いいたします」

　ナディアが了承すると、カーチスはほっとしたように笑った。




　ことの成り行きをジルに話すと、彼は分かりやすく顔を顰めた。

「それ、二人っきりでやんのぉ？」

　多分そうだろう。何せ教えられる人がカーチスしかいない。

「変なコトされないよーに、気をつけなよ。でないと俺、キレちゃうからね」

「聖職者だよ？　そんなことするわけないよ」

　ナディアが心底驚いてそう言うと、ジルは怖い顔をした。人差し指でトンッ、と額を小突かれる。

「関係ないね。俺の経験では、反吐が出るほどサイテーな聖職者やつら腐るほど知ってるもん」

　うげぇ、と舌を出すジルは本気でそう思っているようだ。ナディアは疑問符を浮かべてジルを見つめる。

「……公にしている教会史には出してないだろーけど、多分内部の記録には残ってんじゃねーかな。俺が知ってるデカイ事件はイアヌス教会とかアクヌース地方のやつで、どっちも聖職者が職権乱用して暴虐搾取してたんだよねェ。聖職者だからって、それを目安に信じちゃ駄目だよナディアちゃん」

　確かその事件以後、祖母とジルは敵対しなくなったのではなかったか──。

　どんな事件だったのか、ジルが聞いて欲しくなさそうにするので訊ねたことはない。

「分かった。気をつけつつ、ちゃんと勉強する」

「そんじゃ、晩ご飯食べよー。今日はトマト煮込みにしてみたよ。あとパン屋の親父さんが新商品のもちふわパンもくれたァ。結構美味いよこれ」

「いつも作ってくれてありがとうジルさん」

「作るのはキライじゃないんだよね」

　ニンニクやスパイスの匂いが食欲をそそる。今日の晩ご飯もとても美味しそうだ。ジルは得意げに微笑みながら器によそってくれた。

「美味しそうに食べるナディアちゃんは可愛いし、ナディアちゃんの体はもう俺が作った食事ものでほぼ構成されてるって思うと……すげぇイイよね」

　ジルは涎でも出そうなニンマリ顔で言った。確かに最近は昼食用のサンドイッチも作ってくれており、ナディアの体はほぼほぼジルの料理で出来ている。

「そんな風に考えていたとは思わなかった」

「本当言うと、俺がいないと何にもできなくしてやりたい。足切り落として閉じ込めてお世話するのも楽しそうだナ～って思いもする」

「え、ナニ、飼育的な？　怖い怖い怖い。突然悪魔的願望を口に出すとこあるよねジルさん」

「だって悪魔だもーん。安心しなって、ナディアちゃんが望まない限りやんねぇから」

「望んだらお世話してくれるんだ……」

　方向性はさておき、思っている以上に、ナディアはこの悪魔に愛されているのかもしれない。ぽかんとしてジルを見つめると、彼は困ったように眉をしかめた。

「ホンット……。怖いとか言いながら全然ビビんないねナディアちゃん」

　ジルがぐしゃぐしゃと頭を撫でてくるときは、少し照れているのだと最近知った。







　翌日の朝、休日。毎週やることは、家の掃除と畑の管理だ。今日こそはジルよりも早く起きて、先に朝ご飯を作っておこうと思っていた。その気合いがあってか、ジルの目覚ましなしに瞼を開けることはできた。そうすると、視界に映ったのは半裸で上半身を起こし、こちらを見つめているジルだった。早朝の眩しい光が彼の黒髪を灼いている。甘美にとろりと微笑む姿は、宗教画に描かれた誘惑の天使のようだ。

「おはようナディアちゃん。今日はいつもより早く起きたねぇ。体は大丈夫？」

「おはよう……。ジルさん、早いね」

「俺は別に眠らなくても平気だからさぁ。無防備に気持ちよさそうに寝てるナディアちゃんを見るのが好きなんだよね」

「もしかして、これまでもよくこうやって？」

　ジルが頷く。気付かなかった、とナディアは恥ずかしくなって下を向いた。すると左胸にある黒薔薇の刺青を中心に、赤い鬱血痕が無数にあることに気付いた。そういえば昨夜はやたらと吸い付かれた気がする。キスマークは胸から腹へ、内腿のところまで続く。

　昨夜の様子を徐々に思い出したナディアは、ジルの左胸を見た。逆さに咲いた薔薇と鎖の刻印、その周りに小さな鬱血痕がいくつもある。眠さが吹き飛び、顔が熱くなってきた。

「俺嬉しかったぁ～。『いっぱい求婚されてるなんて聞いてない』とか詰りながら、小さいお口で一生懸命チュッチュしてくれるんだもんねぇ。でも吸引力弱くてなかなか痕になんないの。カワイー！　クセになりそぉ」

「わ、忘れて」

「消えそうになったらまた付けてよ。そしたらさぁ『こーんなに愛されてるんで無理でぇっす』って見せびらかせるじゃん」

「ぜぇっっっっっったいに、もうしない！」

「嘘嘘。見せないからさぁ、付けてね？　俺ほんと嬉しい～執着してんの俺ばっかりだと思ってたから」

　ジルが抱きしめてくる。猫がマーキングするように、頭を頬でスリスリされた。

（執着してんの俺ばっかり、って言った？）

「ねぇジルさん」

「あっ、そうそう！　今日の夜はさ、町でフルコースディナー食わねぇ？　この前、仕事の対価で貰ったんだよな」

　それってどういう意味？　と聞きたかったのに、うまくいかなかった。ジルが意図的に話をそらそうとしているかは分からないが。

「うん、行く」

　またいつか聞いてみよう。

　ナディアはジルに寄りかかり、体を預けた。




　ディナーの前に、少し商店街をひやかして歩こうよとジルが提案した。「ナディアちゃんに髪飾り買いたい」と言うので、甘えることにする。

　レース装飾のある白いシャツに、若草色のジャンパースカートを着て、紺色のショールを羽織った。靴はキャラメル色のショートブーツ。髪はジルがハーフアップにしてくれた。

　ジルはいつもの黒いズボンに白いシャツ、鳶色のベストを着ている。

　ジルと一緒に町を歩くのは久しぶりで、ジルが町でいかに有名になっているかを痛感した。至る所で声をかけられているのである。なかにはナディアに声をかける人もいて、「お嬢さんがジル君のダーリンか」と握手されたりもした。

（ジルが悪魔だなんて知ったら、皆、びっくりするどころか、どうなってしまうのだろ）

　ジルに連れられるがまま、ナディアは装飾品を扱う店に入った。こぢんまりとした小さな店内は、壁にもびっちり商品が飾られている。ガラス玉から宝石まで取り扱っているらしい。

　ナディアはこういった店にあまり来ないので、見ているだけでキラキラして楽しい。ぼんやり眺めていると、背後に立ったジルに髪をいじられる。パチッと音がした。

「じーさん、コレにする」

「はいよ。なかなか良いものを選んだね、ジル君」

「えっ、なに、どれ？」

　買う商品が決まったらしいが、ナディアからは見えない。ジルが店主に数枚の高額紙幣を渡しているのが見えた。そんなものが今自分の髪を飾っているのか、と冷や汗が出る。店主がナディアの方を向いて、にっこり微笑んだ。

「帰ってからのお楽しみにされると良いですよ」

　はい、と頷いているうちに、ジルに促されて店を出た。「また何かあったら依頼して～」とジルが手を振っていたので、仕事で知り合った関係のようだ。

　慣れない髪飾りの感覚にそわそわしながら町を歩く。横からそっと見つめたジルも口角が上がっていて楽しそうだ。

「……エクソシストの男ってアレかな。次の四つ角、あと五秒で右側から出てくる」

　ジルが突然固い声を出した。浮かれた気持ちが急速に冷えていく。ナディアはジルと繋いだ手を握りしめた。ジルとカーチスが出会うのは非常にまずい。

　ジルが予告した五秒後、四つ角からカーチスが現れた。休日で私服らしく、詰め襟の白いシャツに茶色のズボン、ポンチョのような薄青色の羽織を着ている。

　どうか気付かれませんようにと願ったが、カーチスは数歩歩いたところでこちらを向いた。彼はナディアに気付いて会釈しようとし、隣にいる大柄のジルに気付く。目が大きく見開かれた。

　カーチスがそのまま立ち止まったので、ばったり出くわす形になってしまった。喋りかけないのも変であろう。

「こんにちはカーチスさん」

「はい、こんにちはナディアさん……。あの、そちらの男性は？」

　カーチスは怪訝な顔つきを直そうともせず、ジルを見上げた。ジルは無表情で見下ろして黙っている。

「一緒に暮らしてる人なの」

「いっしょ、に」

　カーチスは無遠慮な視線でジルを観察する。ナディアは冷や汗をかきながら、ぴんと糸が張り詰めたような空気を耐える。じっと黙ったままのジルが、ふぅと溜め息をついた。

「ナディアちゃん、行こ」

　ジルはカーチスから目線を外し、さっと歩き始めた。手を引かれたナディアはカーチスに小さく会釈してジルについていく。カーチスは何か言いたそうだったが、結局何も言わなかった。

　しばらく歩いたところでジルがちらりと背後を見た。

「あいつさぁ、気付かなかったね」

「どうなることかと思った」

「分からないくせに、本能的に異質だとは感じてんだろうね。すっげぇ疑ってたじゃん。ああいうこと他の人間にもしてるんだろーね。エクソシストってやっぱ失礼なヤツ多いな」

「ああいうこと？　さっき何かされたの？」

「ナディアちゃんがあいつと初対面のときにされたようなこと。見えない触角でざわざわ触られてるような感じがした。気持ち悪」

「……バレてない？」

「大丈夫～。心配しなくていーよ、ナディアちゃん」

　ジルは優雅に笑い、ナディアの頭に軽くキスを落とした。

　隣にジルがいる。この穏やかな日常が何よりも尊くて、だからこそナディアの心にはずっと不安が漂っている。







　次のエクソシスト授業のときには、まずジルのことを聞かれるのだろうと覚悟していた。案の定、カーチスは鬼気迫る顔で問うてきた。

「あの男は何者なんですか」

「えーと、かっこいいでしょう？」

「そうではなく！　あれは、普通の人間ではありませんよ……！」

「確かに、普通の範疇におさまるような人ではないですね」

　ナディアがのらりくらりとしていると、焦ったカーチスがドン！　と机を叩いた。

「あの異質さ、おそろしいほどの美貌、尋常ではない色気、なにより本能で感じた凄み……擬態した悪魔かもしれません」

「……ジルさんは、人間ですよ？」

　内心震えながら、ナディアは小首を傾げてみせた。

「そうやって悪魔は人間を騙すんです！」

　熱くなっているカーチスは、ナディアの押し込めた緊張には気付いていないようだ。

「ううーん……。まぁ、その、カーチスさん。私が担当する授業の時間も迫っていますので、とりあえずエクソシストの勉強をしませんか？」

「……そうですね。では今日は、擬態した悪魔の判別方法と炙り出しから──」




　ナディアへの授業を終えたカーチスはそれから町に繰り出し、ジルが働いているところに向かったようだ。ジルの今日の仕事は建築現場の手伝いだった。重い資材をどんどん運ぶジルを、ずっと観察していたらしい。

「なんなんアイツ!?　教会ってそうとう暇だな！」

「それは暇だね……」

　流石にジルも苛々したようで、酒を買って帰ってきた。とは言え、ジルは酔えるタイプでないので、この場合飲まされるのはナディアである。少し飲むだけでフワフワするナディアを見て満足するのだと言う。

「たぶんアイツ、これからほぼ毎日つきまとってくるつもりだろ」

「とにかく真っ直ぐで執念深そうだもんね、あの人」





　　　　　　　◇　◇　◇






　ジルの予想は当たり、カーチスはほぼ毎日監視しに来るようになった。

「うっぜぇ……」

　もはや慣れたもので、当初ほど苛々はしないが鬱陶しい。人間への擬態は完璧なのに、本能で〝違う〟と理解しているところが癪に障る。

　ナディアのエクソシスト勉強は順調に進んでおり、その件については良かったと思っている。ジルが行う〝鍛錬〟と併せてナディアの力は強まっている。力をつけるのは良いことだ。生きていれば何が起こるか分からない。エクソシストには対ヒト用の術もあるはずで、身につければナディアの自衛手段が増える。──もう二度と怖い目に遭って欲しくない。

（マァそもそも、そうなる前に俺が何とかするんだけどォ）

　大型獣の解体依頼が終わり、ジルは町をふらりと歩いていた。夕食用に新鮮な食材を買って帰るためである。

　町にある建物は二階から五階建てが多く、細い路地に入っていくと住宅街になり入り組んでいる。ふと小さな子どもの声が聞こえ、ジルは右手にある路地奥を見た。地面にクマのぬいぐるみがポトンと落ちるのが見え、視線を上にやると四階の窓から幼児が乗り出している。

「ばっ……！」

　幼児の体がガクンと揺れ、体の半分以上が外へ出た。二秒後には落ちる。けれど今から走っても間に合わない。

　ジルの後方にはカーチスが尾行してきていた。

「チッ」

　迷っている暇はなかった。ジルは路地奥へ駆け出し、影縛りという悪魔の術を使った。ジルの影が地面を這うように伸びて中空に飛び出し、落下する幼児を受け止める。同時に、四階から母親の悲鳴が聞こえた。黒い影はゆるやかに地面へ戻り、ジルは幼児を抱きとめる。

　ジルが上を見ると、顔を真っ青にさせた母親が窓から身を乗り出してきた。

「息子さんは無事っすよー」

　母親は泣きながら感謝と謝罪を叫んだ。

　ジルが後ろを振り向くと、やはりカーチスがいた。驚愕した様子でジルを見つめている。ジルはカーチスを睨みつけた。

　幼児の母親が階段を降りてきて、ジルは彼女に幼児を渡した。涙で頬を濡らした母親に、「柵か何か入り用なら依頼してねぇ」と微笑んで場を後にする。

　もう背後にカーチスはいない。教会に帰って討伐の準備でもするだろうか。

「たぶんバレたな……」

　悪魔の波動は感知されただろう。しかし、あの幼児を助けるにはそうするしかなかった。

「……。ナディアちゃん迎えに行こ」

　大事なのは報告連絡相談だ。決定的な瞬間を見られたわけではないはずなので、しらばっくれることは可能かもしれない。はるか東方にある地方の秘密結社の術者とかなんとか自称しようか。

　──マァ、誤魔化すのは無理だろう。





　　　　　　　◇　◇　◇






　ナディアが担当する授業は終わった。あとは明日の授業の準備と、もうすぐやって来るであろうカーチスのエクソシスト講義を受けて、今日は退勤できる。

　ナディアが職員室で一息ついていると、カーチスが息を切らして入ってきた。走ってきたようで、ぜぇぜぇと肩で息をしている。ナディアを始め、同僚たちはびっくりした。

「どうされました？」

　ナディアが訊ねると、カーチスに肩をガッと掴まれた。

「……あっ、あの、男は……！　……少し、外に出ましょう」

　カーチスに手首を掴まれ、強引に引っ張られる。ぎりりと痛いくらいだ。切羽詰まった様子の彼にどうしようもなく、ナディアはとりあえず従う。

　校庭に出て校舎から離れ、手を離したカーチスがこちらを向いた。

「ジルという男は、悪魔に違いありません」

　諭すように言うカーチスは確信している。一体何があったのか──ジルは無事なのか、ナディアは酷く焦った。口が乾き、頭はガンガンと警鐘を鳴らし、指先を握りこむ。

　その焦燥は別の意味に取られたらしく、カーチスはナディアを安心させるように笑んだ。

「ショックかもしれませんが、気を確かにもってください。大丈夫です、僕は悪魔を祓いに来たのです。ナディアさんのことは教会が保護します。今日はこのまま家に帰らず教会の宿舎に行きましょう。退魔の準備を整え次第、僕が出陣します」

　ナディアはふるりと首を振った。

「……大丈夫です、必ず祓います」

「いえ、そうではなく。私は家に帰ります」

「？　あの男は悪魔だと──」

「カーチスさんは、ジルさんが悪魔になったところを見たんですか？」

　ジルが日中、悪魔の本性を取るとは考えられなかった。だったらまだ、誤魔化しがきく段階なのではと思ったのだ。

「いいえ。擬態した悪魔はなかなか本性を顕しません。ですがあれは、完全に悪魔の気配でした。──最初から、おかしいとは思っていたんです」

「だったら悪魔と決めつけるのは早すぎませんか？　私の大事なひとですよ」

「一緒に暮らしていると言っていましたね。……やはり恋人なのですか」

「はい」

　ナディアはしっかり頷いた。カーチスが怖い顔をしてナディアの両肩を掴む。

「あなたは騙されている。悪魔に、誑かされている」

「違います。ジルさんは、私を大事にしてくれていて」

「洗脳されているんです！　悪魔に誑かされた人間は、皆そう言う。あなたの性質は、魂は、清らかに甘いはず──どろどろに溶かして喰う、格好の餌食だ」

　ナディアを覗き込むカーチスの瞳は暗く濁り、自身の考えに妄信していた。

（……怖い）

　彼から離れようと身を捩ろうとするが、びりりと痺れて動けないことに気付いた。カーチスの手が肩に食い込む。彼の顔が近づいてきて、もうすぐキスされてもおかしくない距離になる。逃げたいのに逃げられない。

　カーチスの瞳がとぐろを巻いた。ナディアの眼球から眼底へとナニカが入り、がくんと脳が揺れる。脳味噌を掴まれて、皺をかき分け検分されているような、ひどく気持ち悪い感触に侵される。

（もしかしてこれは、エクソシストの尋問……ッ!?）

　ジルがナディアの内側へ侵入するときの、悪魔の術とは似ていて非なるものだった。ジルが思考を探ってくるときは、陶酔するように気持ちがいい。こちらから全てを明け渡して見て欲しくなるような恍惚感に揺蕩う。それを拒否するのは辛く苦しく、だからこそヒトは堕ちてしまう。

　エクソシストのものはそれと真逆だ。不快感に吐き気がする。

　ナディアは心の防壁を張った。ジルに鍛錬してもらっていて良かったと心の底から思えた。

（拒絶する拒絶する拒絶する──！）

　侵入できないことに驚いたカーチスがいっそう攻撃の手を激しくする。

「もう、こんな内部まで悪魔に汚染されているとは……！」

　これは自分の力なのだとカーチスを睨んだ。上手く動かせない体に歯がみしつつ、胎の底から力を燃え上がらせる。心臓を力強く鼓動させ、全身に血液を送り込み、冷え切った体に熱をともす。

「ッ──！」

　カーチスも負けていない。ナディアを押さえ込み、心に張った防壁を壊そうと精神の刃を振り下ろしてくる。

　肉体的には至近距離で見つめ合い、二人は精神世界で戦いを繰り広げていた。

「なぁにやってんの？」

　それをぶった切ったのは、いつのまにかナディアの背後に現れていたジルだ。ナディアを掴んでいたジルの手を払い落とし、自身の腕の中へ囲い込む。

　カーチスによる浸食を突然断ち切られたことでナディアの頭はくらくらする。頬も熱く、火照っていた。ジルに抱きしめられるがまま、ぐったりした身を委ねる。

「あっ、悪魔……！」

　カーチスが側頭部を押さえながら呻いた。足下が少しよたついている。術の途中で無理矢理剥がされたため、カーチスの方にもダメージが及んでいるのかもしれない。

「誰が悪魔なんだよ。どっからどー見ても、ただのイイ男、だろ？」

「僕は確かに悪魔の波動を感じた。あんな強くて濃い悪魔の気を、間違えるはずがない。お前は、うまく擬態しているだけだ……！」

　ジルは面倒くさそうに頭をガリガリかく。

「そんでぇ？　もし俺が悪魔だったとしてもぉ、エクソシスト殿もうヒョロヒョロじゃん。そんなんじゃ俺に勝てなくね？　馬鹿なの？」

「何を犠牲にしても僕は悪魔を祓う！　……ナディアさんを、返せ」

　ジルは首を大きく傾げた。ざらりと纏う空気が変わる。冗談めかして突き放していたものから、ドロリと湧き立つ憎悪へ。まるで怪物へと具現化しているかのようだった。

「返せぇ？　ナディアちゃんは俺のもの」

　ナディアはジルの腕の中で、首を精一杯逸らして彼を見上げた。まだ彼の姿は人間で、悪魔の覇気は一切出ていない。けれど明らかに、ヒトじゃない。

「そして俺はナディアちゃんのもの」

　ナディアはジルの顔へと手を伸ばした。両手で彼の頬を包み込み、下を向かせる。カーチスへ凄んでいた顔が、きょとんとしたものに変わる。

　ナディアは疲れ切っていたが、笑顔を振り絞った。

「ジルさん。私たちの家に帰ろ」

　ジルは一時目を瞑り、小さく嘆息した。たぶん、今すぐにでもカーチスを殴りたいのだと思う。

「帰ろっかぁ」

　ジルはナディアを横抱きにして、カーチスに背を向けた。

「待て！」

　ジルは首だけ回してカーチスを見た。どんな顔をしているのかナディアには分からない。

「心配しなくても、今度ちゃんと相手してやる」

　ジルは淡々と言った。







　ジルはナディアを抱き上げたまま、家路を急いだ。無言の圧がある。家の前まで着くと下ろされ、先に入るよう促された。そしてガタン！　と乱暴に玄関扉が閉まる。

「ジルさん？　……わっ」

　ジルを振り返ると、壁に押し付けられて口を塞がれた。すぐに舌が入ってきて、口の奥の方まで舐められる。上顎から歯の裏、頬の裏も舌の裏もすべて侵し尽くす勢いで貪られていく。人間には有り得ない長い舌が、遠慮無しに口内を蹂躙する。口の周りが涎まみれになるのも、ちゅくちゅくと音をたてるのもお構いなしだ。

　上手く応じることもでない勢いに、ジルの本気をようやく知った。舌も本当はこんなに長かったのだと実感する。これまでのキスはある程度加減してくれていたのだ。

「……ふっ、はっ、んん」

　執拗に絡みつかれて息をする間もない。ジルの胸をドンドンと叩くが聞いちゃくれない。

（なんだか、焦ってる……？）

　ジルが片手でジャンパースカートのボタンを外して緩め、肩紐をずらされた。そのまま引き下ろされて、スカートがすとんと床に落ちる。

「ジルさ、まって」

　目を開けるとジルの頭に悪魔の角が生えていた。薄目を開けたジルの瞳が深紅に赤い。ジルの体から禍々しい雰囲気が滲む。

　ジルの指がナディアのショーツにかかり、じりりと焼かれたのか千切れ落ちた。白いブラウスは着ているが、下半身を隠すものはもう何もない。

　ナディアは脚を閉じた。しかし、ナディアの左太腿に縄のような太い紐が巻き付き、ぐいっと持ち上げられていく。一体何なの、と下を見ると、それはジルの背後から伸びる黒い紐──先端がフォークのように分かたれた悪魔の尻尾だった。

　秘部を晒すように左太腿を持ち上げられる。右側によろめきそうになった体は壁に押し付けられて支えられた。

　ジルの指が蜜口に入ってきた。すでに濡れている其所はすんなり指を迎え入れる。

「ジルさん、こんなとこじゃ……あっ」

　くちゅ、くちゅとかき混ぜられ、ナディアのそこは指を呑み込むべく蠢く。指の本数が増えて質量が増した。わざと空気を孕ませるように、ジルの動きが大胆に──いつもより少し乱暴になる。花芽も同時に擦られて快感に震えた。

　つい逃げてしまいそうになる腰を、いつの間にか悪魔の尻尾が絡みついていて許さない。

「……っ、んっ、ジルさぁ、ん！」

　それでもナディアの体は快感を拾うようにできあがっていて、しがみつくべくジルの首に腕を回した。ぐちゅ、ぐちゅっ、と淫靡な水音が耳にこびりつく。

「ナディアちゃんさァ、こんなにされても気持ちイイもんねぇ」

「っ、ぅんっ、あっ、あッ」

「体はすっかり悪魔のものになってんのに、今さら逃げられると思うなよ」

「ジルさ、いっ、いつもより、激しっ……あっ、──！」

　いつもは飴玉を舌の上で溶かすように、始めの愛撫はゆっくりと優しい。なのに今日は歯で飴を噛み砕くような性急さで少し乱暴だ。全然優しくないのに、弱いところを責め立てられてナディアは簡単に達してしまう。ぎゅうっとジルにしがみつきながら、ひくひくと痙攣する。普段ならそのまま少しじっとしてくれるのに、ジルはすぐに指を抜いてナディアの体を抱き上げた。

「めちゃめちゃにされてんのにすぐイッってんの？　もう俺以外に満足できないよなァ」

「ジル……」

　抱き上げられて居間に入り、いつもご飯を食べているテーブルの前で下ろされる。背中を押され、べたんと上半身をテーブルに伏せされられ、お尻を突き出す格好をとらされた。蜜口はまだ余韻にひくついている。

　ジルの両手が腰を掴み、後ろからずぷりと一気に挿入された。体格差でナディアは殆どつま先立ち──というか、ジルに腰を持ち上げられて浮いている状態だ。

「ほらぁ、ナディアちゃんの中はすっかり俺の形になってる」

　ジルが一度引いた腰を最奥まで打ち付けてきた。先程までの余韻が残っている脳がくらくらする。

「ぁんんっ！　……あっ、あっ、あっ……！」

　ジルが、今までになく激しく突いてくる。深くて早くて乱暴な挿送を繰り返す。肌と肌が打ち合う音が響き、大きな手でがっしり掴まれた腰が揺らされる。最奥に穿たれる度に頭の奥が痺れた。悪魔の姿を顕現しているためか、いつもより凶悪に感じる肉棒に中を擦られて乱されて、意識が焼き切れそうになる。

「あっ、んっ、あ────……っ！」

　よく分からないまま絶頂に飛ばされた。びくんびくんと全身で痙攣しているのに、ジルが動きを止めない。

「じっ、ジルさん、まって、やめてっ、おかしくなるっ」

「酷いことされてんのに感じるなんて、すっかり毒されたよなァ」

「そっ、それと、痛いっ！」

　ぴた、とジルが止まった。ずるりとペニスが抜かれて解放される。

　ナディアはぜぇぜぇはぁはぁと息をして立ち上がった。よたつく足でジルの傍を抜け、ソファなどに置いてあるクッションをありったけ抱えた。呆然としているジルのもとに戻り、テーブルの上に置いていく。その上にポフンとうつ伏せになってお尻を突き出し、先程と同じ体勢になる。

「続きをどうぞ」

「……は？　え？」

「……しないの？」

「いや、ナディアちゃん、痛いって……」

「あっ、それはね、今日のジルさんなんだかいつもより乱暴な感じだから、ほっぺたとか体が机に擦られて痛かったの。クッション挟んだから多分もう大丈夫」

「……」

「ジルさん？」

　はぁぁぁぁ、と大仰な溜め息をついたジルがのし掛かってきた。

「……ちょっと乱暴にしたんだよ。さっきナディアちゃんが……あの聖職者にキスされそうになってるの見て、やっぱ人間のがいいのかもって、一瞬だけでもチラついて」

「……きす？」

「されそうになってただろ」

「なってないよ？　キスじゃなくて──あれは、頭の中を探られるような術を使われてたんだよ」

「は？」

　剣呑な声になったジルに仰向けに転がされた。あ、という顔をしたジルが背中にクッションをきちんと挟んでくれる。宙ぶらりんになった両脚を持ち上げられて、とろとろになった蜜口に悪魔の猛った竿が入ってくる。ゆっくりゆっくり奥まで入ってきて、ぐりぐりと扉をこじ開けるように揺すられてから、ジルが一息ついた。ナディアは脚をジルの腰に絡めて離れないようにする。

「ごめん、あの光景にカッとなって、ちゃんと意識まわってなかった。ナディアちゃんに術ってどういうこと？」

「ジルは悪魔です、って言われて。保護のために教会に連れて行かれそうになったから、私家に帰りますって言ったら、悪魔に洗脳されてるって……。それで、脳味噌覗かれそうになったから、必死に対抗してたんだよ」

　めちゃくちゃ気持ち悪かった、と付け加えるとジルの顔にビキリと血管が浮いた。

「やっぱアイツ、殺す」

「でででもね、これまでのジルさんの鍛錬のおかげで、なんとか防御できたよ？」

　ジルは舌打ちした。目下、カーチスのことについては考えなければならない事案だ。

　しかしナディアはそれよりも、もう一つ気になることがあった。

「ねぇジルさん……嫉妬してくれたの？　だからちょっと意地悪だったの？」

　ナディアの顔が自然とにやけていく。今までに無く性急で乱暴だったことも、そうしながらどこか焦っていたことも、わざと卑猥な言葉を投げかけていたことも。

　ジルは苦虫を噛み潰したような顔をした。図星である。悪魔の角はしゅるしゅると引っ込み、尻尾もびたん！　と床を打ち鳴らしてから消えた。

「かわいい～～～！」

「悪魔捕まえといてカワイイって何だよ」

「ジルさん、私のこと本当に好きなんだねぇ……！」

「……くっそ」

「私も大好きよジルさん！」

「そうかよ」

　ぐぐ、と中に入っているジルの肉棒の質量が増したのが分かる。もう自棄になっているような顔が赤い。照れている顔というのは珍しくてきゅんきゅんする。

「ナディアちゃんは大丈夫なわけ。その……さっきの、急っつーか乱暴、だったろ」

「ぇあ？　あ、うん、大丈夫だったよ。びっくりしたけど、痛くはなかったし。その……ジルさんの言うとおりで、私の体ってすっかりジルさん専用に作られちゃったというか、ジルさんに触られるとこ全部気持ち良くなっちゃ、う……んだよね」

　なんだかとてつもなく恥ずかしいことを言ってないか。そう思いつつも、ジルの瞳は揺れていて少し不安そうなので、白状しておく。

「……怖くは」

「こういうジルさんもいい～なんだかすっごく悪魔っぽ～い！　って感じ」

「悪魔だからねぇ……」

　ジルが目を細めた。しようのない生き物を見るような、それでいて愛しくてたまらないというような、そんな風に見つめられるとナディアだってどうしようもない。叫び出したくて泣きたくなるこの溢れる気持ちを、どう言葉にのせれば伝わるのか分からない。

「ね、つづき、しよーよ」

「続きはベッドでするかぁ。ちょっと性急にヤりすぎたから、あとはネットリみっちり執拗に苛めてやろ」

「ネットリ……」

　調子を取り戻したジルがぺろりと舌なめずりする。

「ちゃんと掴まってて」

　ジルの首に腕を回し、しがみついた。ジルの両腕が膝裏をつたい背中側までまわってガッチリ固定し、抱き上げられる。挿入されて繋がったまま抱っこされ、ジルが二階へ移動していく。

「あっ、これ……、んっ、あっ、っ」

　歩く度に振動で深く突き刺され、ジルに必死にしがみつきながらも体が跳ねて嬌声が漏れる。ジルは楽しそうに笑いながら、時折わざとナディアの腰を浮かせてグジュッと奥まで挿入したりする。

「気に入ったァ？」

　ベッドのある部屋に辿り着いてもなかなか下ろしてくれない。ナディアも離れがたくて、脚をジルの腰に絡ませて抱きついている。

「もうすこし……」

「こうやって苛めてほしい？」

　ジルにお尻を抱えられながらグチュグチュと揺すられる。コクコクと頷きながら、ナディアはジルに必死にしがみついた。

「ナディアちゃんさぁ、この奥のとこ、突き刺されるの好きだねぇ」

「うっ、んっ、すきっ、……ぃっ」

　ナディアの願望を汲んでか、いつもより乱暴に愛してくれる。ごつんごつん。深く何度も穿たれて、ナディアは甘く叫んでイった。なかなか戻って来れないほど余韻が長い。

「あっ……、あっ、あ……」

　口から垂れていた涎を舐め取られ、どろりと微笑むジルと見つめ合い、ナディアは急に恥ずかしくなった。

　自分は今どんな顔をしてしまっているのだろう。

「かぁいい。可愛いよぉナディアちゃん。今日は朝まで優しく苛めてたくさんイかせてあげるからねぇ」

「優しくしてくれるんなら、今日は、も、寝たいです」

「ダーメ」

　語尾にハートがついているような甘ったるい声で言われた。

　結局、ナディアは途中で気を失っ──眠ってしまったけれど。





　　　　　　　◇　◇　◇






　どうして少しも怖がらないのかねェ……と眠ってしまったナディアを見つめてジルは思う。

　ジルのペニスはまだナディアの中に埋まったまま。今夜は散々色々させてもらった。そろそろナディアの限界かな、と最後は正常位でゆっくりゆっくり内襞を擦りあげながら、最奥までぐりっ、ぐりっ、と突き続けた。ナディアは深い底まで快感に押し寄せられて、陶酔したように気を失った。他のことなど一切考えられない、喉の奥から発し出される喘いだ声はジルを酔わせる。未だにナディアの蜜壺は、ぬちっ、ぬちっ、と収縮してジルの肉棒を締め付けている。ごつっと奥を穿ち、ジルも精を放った。今日で何度目か分からない。

　いつもよりかなり乱暴だった。悪魔の本性が現れたということはオーラも滲み出ていたはずだ。なのにナディアは怯みもせず、いつもどおりジルに体を預けた。

　悪魔の嫉妬より醜くて厄介なものなど、なかなかない。

　なのに悪魔の全てを受け入れてどーすんだと、怒鳴ってやりたい。

「ナディアちゃんには、本当はあのエクソシスト野郎みたいな、きれーな魂の持ち主が似合うんだろーね」

　そんなことは隷属印をつけさせる前から分かっている。悪魔なんてもってのほかだ。

　人生に二度とない、孤独の淵に立たされた絶好のタイミングに、ジルがうまいこと誑かしこんだだけ。

　ジルの封印を解かなければ、そのうち良い伴侶が現れ、愛を育み、子を産んで育てただろう。人間らしい営みと平凡で幸せな日々。

「──ハ」

　ジルの陰茎が、精を吐き出してなおナディアの中に居座っていた其れが、ぐぐぐと鎌首を持ち上げる。目の前の女を孕ませろ、孕ませろと本能が叫ぶ。

「俺ってホントォ……欲望に忠実な悪魔ぁ」

　これまでの歴史のなかで、人間と悪魔のハーフはいることはいる。何が条件か分からないが、一つだけ確かなことがあった。『望まなければ存在しない』ということである。悪魔にも、人間側にも言えることだ。だから奇跡だとも言われるし、裏切りだとも言われる。

　ジルはゆっくり腰を振った。精液とナディアの蜜が交ざり合い、ぐちゅ、ぐちゅっ、と水音がする。ナディアは目を覚まさない。時折気持ちよさそうな吐息を漏らす。

　ジルはナディアを見つめながら語りかける。

「むかーしむかし、聖女と呼ばれた御業を持つエクソシストがいました。ある夜、美しい悪魔が彼女のもとに現れて、愛を乞います。毎晩毎晩、花一輪と恋歌を捧げられ、ついに絆された聖女は悪魔を受け入れましたぁ」

　ジルが魔界に生まれる前のこと、人間界ではずっとずっと昔のことである。魔界では有名な実話だ。

「しばらくして、二人の関係は教会側に知られることになります。教会は、醜悪な酷い裏切りとして、聖女を殺そうとしました～」

　人間側にこの史実が残っているかは知らない。

「悪魔は聖女を攫い、魔界に連れて帰りました。聖女のために綺麗な家を建て、服や、人間用の食事も用意しました。聖女は悪魔の仔を身籠もり、無事に出産しましたが、悪魔を宿したことによる穢れが原因で、体が病みました。悪魔は聖女を献身的に支え、仲睦まじく五年の蜜月を過ごした後、息を引き取る彼女を看取りました～」

　幸せだったのだと、彼は言った。

「……親父はどーゆー気持ちだったんだろーね。ナディアちゃん、分かる？」

　そのときはまだ隷属印がなかったのか、そのメリットが解明されていなかったのか、聖女が親父を隷属させることを拒絶したのか、ジルは知らない。隷属印はそもそもエクソシストが開発したものだ。悪魔の命を握り、使役し、搾取する。

「この契約印の本当の意味を教えたら、怒るんだろーねぇ」

　赤く腫れている花芽を親指で円を描くように愛撫していたら、ナディアの下半身がビクッビクッと跳ねだした。これ以上体力を奪うのは、流石に可哀相だ。

「ナディアちゃんが体を捧げるのも、寄り添うのも、頼りにするのも全部、俺。ナディアちゃんに跪いて愛を乞うのも、俺。──ね？」

　ジルはもう一度ナディアの中で欲望を放った。ずるりと己を引き抜いて満足げな笑みを浮かべる。

　ジルが出した精や、愛液や汗でべとべとになっているナディアの体を丁寧に拭いてやる。夜はとっくに更けて、朝日がのぼる時間はもうすぐだ。ジルの体はそもそも睡眠を必要としないが、眠ることは好きだった。ナディアを抱きしめて眠ることは。

　ジルは愛しい乙女の額にキスを落とし、毛布をかけてやる。このぶんだと当分眠っているだろう。

　物音を立てないよう一階に下り、念のため書き置きをする。

『早朝に入っている仕事に行ってきます。遅くても昼前には絶対帰ってくるネ』

　家には厳重に鍵をしておく。ナディアに害をなす存在は燃え堕ちる呪いの、悪魔の術だ。

　夜明けを待つ、あたりは独特の薄青い空気に包まれている。人々が静かに眠るなか、ジルは町へと歩いた。

　女や子どもを害することは好かない。

　──男を嬲ることは嫌いじゃない。







　ジルは町にある学校の屋根に上った。ここからは白さを強調した教会がよく見える。カーチスがいるのはそこの宿舎だろう。その方面に向けて禍々しい気を解放した。これで気付かなければエクソシストとして話にならない。

　ほどなくして、学校の校庭にカーチスがやってきた。ひどく焦った様子で走ってきたようだ。黒地の長衣に白いケープを羽織るエクソシスト正装服、首から大きなロザリオを下げ、聖杖も持っている。

「戦う気満々で来てらぁ」

　ジルは屋根から飛び降りた。それに気付いたカーチスが、白く発光した衝撃波を繰り出した。迫り来る攻撃をジルは打ち払う。

「俺が避けたら学校に傷がいくじゃん」

　カーチスは雷を扱うタイプらしい。ジルの言葉に返事をすることなく、ロザリオを握りしめて次の詠唱をしている。

（会話をする気はないらしいな）

　真っ直ぐ過ぎる奴はときに面倒である。ジルは小さく溜め息をつき、校庭の空間を閉じる術を用いた。この空間だけ空が黒くなり、下界と断絶された空間になる。要するに、外からは何も見えなくなる。

　カーチスは一瞬顔をしかめただけで、ジルに対して聖杖を振った。予想通り稲妻が落ちてくる。一つ、二つ、三つ、四つ……次々と落ちてくる稲妻をジルは避ける。

「裁きよ！　今こそ顕現せり！」

　ジルの周囲を囲うように稲妻が落ち、鋭い雷が弓矢のように垂直に飛んできた。

　並の悪魔ならばこれに貫かれたかもしれない。

　ジルは悪魔の角を解放し、自身の胸を刺そうとした雷を掴んだ。左手の下で暴れる雷は確かに痛く、腕は痺れる。だが、御せる。

「なっ……!?」

　この渾身の一撃で仕留められると思ったのだろう、カーチスは荒い息をつきながら驚愕している。

　ジルはそのまま雷を壊して消滅させた。

「終わりぃ？」

「貴様……ッ、やはり、悪魔！」

「いやいや、悪魔じゃない相手にこんなことしたらお前がヤバいよ」

「この町を、ナディアさんをどうするつもりだ！」

「別にどーもしねーよ。ナディアちゃんとは仲良く暮らしてんの。もう邪魔しないでくんね？　って言いに来ただけ」

　カーチスは警戒して構えている。頭のなかでは次の攻撃の作戦を立てているだろう。

「俺って町での評判良かったでしょ？　人間として暮らしてるもん。これからもそのつもりぃ」

「信じられるわけがないだろうが！　だいたいお前──人を殺してきただろう！　魂だって！」

「そりゃーね、いっぱい殺したけど」

　カーチスが次に放ったのは三本の槍だった。ジルはいとも簡単に手を払って打ち落とす。

「教会が殺してきた数より全然少ない」

「は？」

「……今の若人たちは教会がやってきたこと知んないの？　マァ、あのころも知らない奴は多かったけどぉ、歴史として残してないわけ？」

「悪魔の戯れ言になど！」

「カーチスくんはそこそこ出世したエクソシストでしょ？　それでも知らないのォ……？　ああそうか、真っ直ぐすぎるから信仰が揺らぐようなことを教えなかったのか。あれから数十年しか経ってないのに、ずいぶん様変わりした世になってるしね」

　ジルは一歩二歩と地を蹴った。ぐるりと空中で一回転し、カーチスの背後につく。そして彼の脚を横に蹴り払った。彼の体が宙に浮いた一瞬、胴のあたりを踏みつけて地面に転がす。

　聖杖で打ち払うように抵抗されたが、ジルは聖杖を受け止めて掴み、彼から取り上げて遠くへ放る。聖杖を握った掌はジゥジゥと煙を上げ火傷したがそこまで支障はない。

　圧倒的戦力差を思い知ったのか、聖杖を掴んでも平気そうにしていることに絶望したのか、地面に踏みつけられてもカーチスはジルを睨みつけている。

　その意気は悪くない。

「お前さ、生きながら蛆がわいてる人間、見たことある？」

「……は？」

「もう死ぬことは確定してるから蛆がわいてんの。金も救いもないから治療だってできないし、してくれない。通りがかりの悪魔の俺は、その家族や本人から『殺して欲しい』って頼まれんの。『できれば楽に死なせてあげて』って。一人や二人の話じゃないからな」

「なんの、話……」

「別のところでは、痩せ細った父親がさぁ……餓死寸前で虚ろな目ェしてる子ども抱いてさ、『僕の手では殺せない。楽に殺してやってくれませんか。僕のことはどう残虐にしてくれて構いませんので』って言ってきたよね。いや俺別にそーゆー趣味ねーし。俺って、子どもには優しーから、幸せな夢を見せてやって、魂だけ引き抜いたよ。親子共々」

「……」

「たった数十年前の話だけど、こーゆーことは全然珍しくなかったワケ」

「……お前ら、悪魔のせいだろう……！　人間を喰らうため、暴虐と搾取を、ッ！」

　カーチスは咳き込んだ。ジルが踵で鳩尾をぐりりと踏みしめたからだ。

「ちっげーよ、お前ら人間の政治のせいだろーが。教会も政治と絡んでグルだっただろ？　都合良く悪魔の名前を使ってただけだろーが。マ、教会の大多数はまぁまぁ潔白で、ちゃんやってるトコもあったけどなァ」

「そんなわけ……！　だいたい、悪魔は人間の魂を好んで喰らう……ッ、お前も、喰ったんだろう！」

「そりゃあね？　人間の魂は好きだよ？　でもさぁ俺たちが欲しい魂は、健康で、質が良くて、願いを叶える対価に自分から差し出してきたモノなの。お前らさ、病気に罹って死んだ家畜の肉食べる？　フツー食べねーよなぁ毒だからァ」

「……」

「でも確かにィ、人間の権力者とつるんで色々やってた悪魔も多かったけどね。そのへん諸々含めて大戦争が起きたのが『停戦の聖日』だな。その後、人間側でも政変がかなり起きたみてーだし」

　全て一緒くたにして戦った悪魔掃討作戦、裏には汚れた政治家や聖職者を追放する目的があったのだろう。

「俺が関わったことがあるのはイアヌス教会とアクヌース地方。キミさ、ナディアちゃんにエクソシストの勉強教えてあげてるでしょ？　あれねぇ、俺感謝してんだよね。だからお礼に、俺からは歴史の授業をしてあげる。カーチス君には刺激が強そうだから、今日はイアヌス教会のぶんだけにしよっかぁ」

　ジルはカーチスの影を縫い付け、動けないようにした。目を見開き、不安と焦りにこちらを睨みつけるカーチスに向かってニッコリする。右掌にボワリと黒い靄を創り出し、屈み込む。炎のように揺らめいている其れを、カーチスの両目に押し当てる。

「俺が見たものの光景だよ。音も聞こえるようにしてあげる」







　──少し古い、とある普通の町の風景だ。ジルたちが住む町のものよりも二倍ほど大きな教会がある。視界の主が中に入り、真っ直ぐ進んだ後に右に曲がり、扉を二枚抜けて、用具入れのような部屋に入る。大きなタペストリーをめくると、下に続く通路があった。途中にある扉の錠前を黒い炎で燃やし、更に地下へと進む。

　複数の女の悲鳴が聞こえる。鞭打つ音、肌を打つ音。「許して」「ここから出して」「死んでしまう」というか細い叫び声。正気でないような女の嬌声。何かしらの香を炊いているのか、煙が充満している。

　そこは地下牢だった。十人は超える若い女たちがいる。裸の女たち。布きれはあるようだが、服はなさそうだ。ある牢では男に組み敷かれて腰を打ち付けられ、別の牢では鎖を付けられて鞭を打たれ、その隣では体中を縄で縛られて吊され、また別の牢では複数の男を同時に相手させられている。

　そんなのばかりだ。誰の相手もさせられていない女は、生きているのか死んでいるのか分からないくらい消耗して眠り込んでいる。

　視界の主がとある牢の中に入った。四人の男がようやく主に気付く。恐れに顔色を変えた瞬間──男たちの首と胴体が切り離された。痛々しい体で、虚ろな目をした女が、ぼんやりと主を見上げた。襲われていたのは、カーチスよりもずっと若い、少女である。

「──ああ、ごめん。もっと苦しませて殺せば良かったねぇ？」

　ジルの声だ。







「──ッ！　ハッ、ハッ、ハッ……。い、今の、は」

「イアヌス教会の処女誘拐事件だよ。『おたくの娘さんは悪魔に憑かれています～』とか何とか言って、悪魔祓いを口実に秘密の地下牢へ閉じ込めて、やりたい放題やってたってワケ。そこでヤりすぎて死んでも『悪魔のせい』にしたらオッケーだからね。俺ねぇ、ああいうの嫌ぁい」

「イアヌス教会処女誘拐事件はッ、悪魔の、……あんな光景、お前が見せた幻、うぐッ」

「マァジでぇ？　それも改かい竄ざんしてんの？　あーでもお願いされたコは抱いてやったんだっけぇ。そこだけ都合良く使ってんのかな～」

　カーチスを踏みつけて黙らせながら、そのときのことを思い出す。

「いや、でも俺リンドーに後始末託したから、どっかには記録残ってると思うんだよなぁ。お偉い人に聞いたりして探してみなよカーチス君」

「……リンドー？　伝説のエクソシストの一人、リンドー師？」

「へぇ、あいつ伝説なの。強かったしなぁ」

「お前はリンドー師を知ってるのか……!?　どんな悪魔も滅してきた女帝を」

「女帝ね、あいつにぴったりの渾名だな」

　ナディアとよく似ているのに雰囲気は全然違う、リンドーは苛烈な女だった。面白くて好ましい人間だった。

　ジルはカーチスの体から足を退かし、地面に縛り付けていた影縫いの拘束も解いてやる。

「俺とお前の実力差、よく分かった？　身の程を知るのは大事だよね、若いエクソシスト君？」

　今こうして為す術がないことも、ジルがやろうと思えば一瞬にして首を斬れることも、カーチスは身に沁みて分かったはずだ。

「……お前は、何が望みなんだ」

「ナディアちゃんと平凡に生きること」

　カーチスの表情は分かりやすく、『嘘だ』と言っている。ジルは笑った。

「お前みたいなタイプはまぁ信じないだろーなーとは分かってたよ。証拠を見せてあげる」

　ぷちぷちと白いシャツの釦を外し、ジルは左胸を見せた。逆さに咲いた薔薇と其れに絡みつく鎖の刻印、人間によって隷属させられている契約印。

「まさか」

「俺の主様はナディアちゃんだよォ」

「お前ほどの悪魔が……。ナディアさんはどうやって」

「ナディアちゃんは知らない。知らずに契約させた。お前も絶対に言うなよ。言ったら殺す」

　カーチスは絶句している。

「ね？　これで少しは安心したァ？」

「だって、お前、これ」

「ナディアちゃんが嫌がるよーなことはできないだろ？　だから──本部に帰れエクソシスト」

　ジルは空間を閉じていた術を解いた。黒い靄が晴れ、教会がある方角から朝日がのぼっている。

　黙り込むカーチスを置いて、ジルは我が家へと帰る。

　ナディアが起きるまでに朝ご飯を作るのだ。昨夜──というかさっきまで散々無理をさせたので、ナディアの好きなミネストローネは決定である。ふわふわの甘いパンも買いたいが、店はまだ開いていない。林檎のコンポートでも作ろう。タルトタタンとかいう新しい菓子も作ってみたいが、作り方が分からない。今度誰かに教えてもらわなければ。

　ジルがやることは沢山あるのである。





　　　　　　　◇　◇　◇






　目覚めると、とうに陽がのぼっていた。まぁこれは仕方ない。ジルが悪い。体を見下ろすと、黒い薔薇の刻印の周りを彩るように鬱血痕が咲いている。教職をしているナディアを慮り、いつもきちんと服の下に隠れる部分にしてはくれている。

　そういうところが、こう、怒れなくなるというか、くすぐったくなるというか。本当は悪魔のくせに、と頭突きをしたくなるというか。胸の奥が妙にむずむずして、愛おしくなる。……これが悪魔のやり方か。

　木綿の白いシャツに、臙えん脂じ色のスカートを着て一階に下りる。ニンニクとトマトを煮込んだ匂いがして、一気にお腹が減った。

「おはよぉナディアちゃん。朝食はミネストローネだよ」

「やった！　ありがとう」

　ジルは読んでいた本を閉じ、コンロの前に立った。彼はなかなか勉強家で、町の貸本屋からもよく借りてきている。物語の類は読まず、歴史書や思想史の本が多い印象だ。

「はいどうぞ。林檎のコンポートもあるよ。お昼になったらさ、町のケーキ屋行かね？　ナディアちゃんがクリームブリュレ食べたいって言ってたとこ。そんでパン屋寄って帰ろうよ」

　ジルはご機嫌にスッキリした顔をしている。昨日好きなようにナディアとエッチしたからかもしれないが──でもいつもしてるし──何か、少しの違和感を覚える。

「……ジルさん、何かあった？」

「え？　別に何もないけど」

　小首を傾げる様子はあざとくて可愛らしい。多分、何かはあったのだろう。ナディアに言うつもりはないらしい。

（まぁ、いいか）

　言いたくないことは言わなくてもいい。

　信用ではなくて、これは信頼である。




　ジルと町に繰り出し、ケーキ屋では席を確保するのに三十分ほど待たなければならなかった。なかなか人気らしい。四人席のテーブルにいた客のひと組がジルの知り合いだったらしく、「よければ相席しませんか」と声をかけてくれたものの、「ありがとね。でも俺いまデート中だからぁ」とジルが断ってくれた。綺麗な女性の二人組だったので、ジルに気があるのではないかと若干不安だったのだ。

　こっそりホッとしていたのを、ジルがじろじろ見ていたことは分かっている。

「な、なんですかジルさん」

「んー？　なんにもなぁい」

　にこにこしながら頭のてっぺんにキスを落とすので、少しばかりの悋気はお見通しなのだろう。

　ジルと町を歩くといつもこうだ。どうしてこうも、この男はモテるのか。悪魔だからか。そうだった。

「どうしてそんなに魔性なの」

「あは。面白いことを言う」

　誑かすのが悪魔なんだから当たり前じゃん、と耳元で囁かれる。耳に唇がほんの少しだけ触れて離れた。ベッドの上で恥ずかしいことを言われるとき、ジルは必ず耳元で小さく言うのだ。好きだとか可愛いだとかは普通に言うのに、ナディアの羞恥心を煽るようなことだけは耳元で言う。それを思い出してカッと顔が熱くなり、手で耳をおさえた。ジロリと彼を見上げると、分かっているのか目を細めてほくそ笑んでいる。

「思い出しちゃったァ？」

　思わずナディアはジルを拳で叩いた。ジルは嬉しそうにしている。

「あっ、ほら席空いたみたいだよ。行こ～」

　結論、クリームブリュレも紅茶も美味しかった。




　食料品を買い、最後にパン屋へ寄って帰路につく。時刻は夕暮れ時、今日は新鮮な豚肉を買えたのでステーキにする。トマトをサイコロ状に切ったソースをかけよう。

　ジルと相談しながら歩いていると、家の前に誰かが座り込んでいるのが見えた。

「なんだろう。誰かいる」

　ジルは答えず、舌打ちをした。機嫌が急降下している。

　座り込んでいる人物がこちらに気付き、立ち上がって深く一礼した。白いシャツに茶色のズボンという、私服の出で立ちのカーチスだった。

「……どうされましたか、ロード・カーチス」

　とうとう直接のりこんできたのか。そう身構えたが、カーチスは疲れた笑みをよこした。

「休戦協定を申し込みに。あなたがたと」

「はぁ」

　ちら、とジルを見上げる。そ知らぬ顔をしているが、やっぱり何かしたのだと悟った。昨夜執拗にねちっこく甘く責められ続け、体力も喉も枯れ、ヘトヘトの状態でナディアは眠った。それだけ疲れさせたのは、ナディアが眠り続けるように──ジルが行動を起こす時間を十分に稼ぐためだったのだろう。えらく楽しそうでもあったけれど。

「ジル殿。あなたを信用したわけではないですが──今の自分では歯が立たないことも分かりました。そして、最上位のエクソシストをこの地まで呼び寄せるコストと危険性は、割に合わない。安全装置もあるようですし、現状、様子見と致します」

「あっそ」

「つまり、ジルのことは黙認するってことですか？」

　ナディアが訊ねると、カーチスは苦々しい顔をした。

「あなたも食わせ物ですねナディアさん。何も知らない、清らかな乙女のようでいて、全て知った上で演技をしていた」

「セクハラァ」

「せくは……ち、違ッ！　そういう意味で言ったんじゃないッ！」

　ジルの剣呑な突っ込みにカーチスが焦る。そこでナディアは理解した。

「なるほど、清らかな乙女っていうのは処女っていう意味」

「違います！　そーゆーんじゃなくてッ、ふ、雰囲気っていうか、決してそういう意味じゃなくて、ち、違うんです！」

「やっぱ聖職者ってムッツリが多いな」

「まぁまぁ人間だから。教会も性欲や行為自体を非難否定はしていないし」

　ジルとナディアは冗談交じりに言った。カーチスは顔を真っ赤にして涙まで浮かべている。そろそろ揶揄うのはやめておこう。

「カーチスさんの方針は分かりました。寛大なご判断、ありがとうございます」

「……いえ、僕が力不足でなければ、この悪魔は滅していました」

「お前程度にやられるかっつーの」

「……。ナディアさんとは、彼抜きで話したいことがあるのですが」

　オイ、とジルが低い声で凄んだ。にらみ返すカーチスは「約束は守ります」と言う。

（私の知らないところで何をやったんだか）

「いいですよ。そこの庭でお話しましょう。ジルは先にお家入ってて」

「ヤダ」

「お・ね・が・い」

　ナディアとジルが見つめ合い──ジルが折れた。溜め息をついて家の中へ入っていく。

　ナディアはカーチスを案内し、庭の畑の前に来た。

「丁寧に作られていますね」

「大事な食料源ですよ。ジルも一緒に世話してくれています」

「彼のこと、本当によろしいのですか？」

　ナディアは微笑んだ。

「普通の幸せを掴むことはできませんよ。今はいいかもしれない。でも相手は悪魔です。生きるスピードは違う。擬態した見た目は同じように見えても、生物として全く違う。後悔したときには遅いかもしれない」

「しょうがないじゃないですか。ジルは悪魔だった。好きだと思った人が人間ではなかった。それだけのことです」

「二人の間に、子どもも持てない」

「はい」

　ナディアがやわらかく、はっきり言うとカーチスは黙った。

　少し肌寒い風が吹く。もうすぐ冬がやってくる。

「……分かりました。何か相談したいことがありましたら、いつでも、遠慮無く、連絡してくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　カーチスは寂しげに苦笑した。

　彼が庭を去ると自宅の窓が開いた。ジルが頬杖をついている。

「変なコト言われなかったぁ？」

　ナディアはふるりと首を振る。

　尊大で気ままなようでいて心配性な、この悪魔を愛している。

「ううん。だいじょーぶ」








◆３章　愛を誓う悪魔









　陽が昇っている時間が短くなり、風も冷たくなってきた。そろそろ冬支度である。

　そんな休日の午前中、手土産を持ってきた来客にジルは渋い顔をした。ナディアの背後からぬっと顔を出し、相手に凄む。

「何の用？」

「正式なご挨拶をしようと思いまして。ナディアさんには事前に訪問許可をとっています」

　カーチスに紙箱を渡される。町のケーキ屋のロゴが判押しされていて、案外ずっしりしている。

「どうぞ。食べながらお話しましょう」

　ナディアはいそいそと彼を案内する。「それでは失礼して」と、カーチスもジルの前を通り過ぎる。

　箱の中身はホールのチーズケーキだった。このぶんだと明日まで保ちそうだ。

「ジルさん、紅茶淹れてあげて」

「……はいはい」

　ジルが湯を沸かし、茶器を用意していく。慣れた様子にカーチスは少し驚いたようだった。

「ご飯は殆どジルさんが作ってくれているんです。すごく上手なんですよ」

　カーチスが小さく呟く。「悪魔が、料理」

「なに、もしかしてお前料理できないの？」

「まさか。修道士は自炊できて当然です」

「あっそ」

「二人ってどうしてこうも険悪なの？　悪魔とエクソシストだから？」

　ナディアは切り分けたケーキをテーブルに置き、着席した。カーチスが恥じらうように咳をする。

「ええと、今日こうして伺ったのは、お二人に関係あると思ったからで。その、僕がこの町に駐在している所以がそこの悪魔な訳ですが」

「ようやくこの町から出てくのか？　おめでとう」

　ジルの嫌みは意に介さず、カーチスがにっこりした。

「しばらくここに赴任することが、正式決定しました。これからもよろしくお願いいたします」

「それはそれは。よろしくお願いいたします」

「……今のエクソシストは旅して回るんじゃなかったのかよ」

「現在、ルルーベル地方に固定で赴任しているエクソシストがいないんですよね。これを機に一人常駐させたらいいのではと意見がでまして。指導相手のナディアさんもいますしね。ここを拠点に動くことになります」

　ジルを不機嫌にさせることができてカーチスは機嫌が良さそうだ。

「町の人も喜びますね。カーチスさん、なかなかの人気ですから」

「ははは。そこの悪魔には及びませんがね」

　ジルが三人分のティーカップを机に置いて、できあがった紅茶を注いだ。オレンジがかった琥珀色の紅茶は薫り高い。くん、と匂いを嗅いだカーチスが目を見張る。

「……良い茶葉ですね」

「支払いの対価の一つで貰ったものだかんね。この町では一等地にあるレストランだけに卸してるって言ってた」

「ジルさんのおかげで、この冬を越すぶんの薪は既に準備できてるもんね。すごく楽」

「ドサッと金子くれる気前の良い客もいるけどな」と言いつつ、ジルが座る。そしてチーズケーキを二口で食べた。

「……美味しい。この悪魔、ちゃんと働いてるんですね。悪魔の術で騙くらかしてんじゃないかと調べたんですが、まっとうでした」

「確実にお前よりはきちんと労働してる」

　ジルがカーチスに対して口が悪いのは、どちらかというとカーチスに問題があるように思えてきた。

「カーチスさん、そろそろジルさんのこと名前で呼びましょうか」

　学校の生徒に言うように、にこりと微笑んで言ってみると、カーチスはぐっと黙った。ジルがにやついている。

「聖職者の方が一般市民に対して『悪魔』なんて言ってるのを聞かれたら、ちょっとマズいと思います」

「……ジル、殿」

「ハァ～イ。ボク、善良な一般市民のジルでぇす」

「ジルさんもおちょくらない」

　折角カーチスが一歩譲ったのに、とジルを睨みつけた。ジルは両手をあげてヒラヒラさせる。

「ハイハイ。おちょくってごめんねエクソシスト殿」

「……ナディアさんも、どうしてこんな悪魔が良いのか」

　カーチスがぼそりと言った言葉に、ジルも動きを止める。隣の席からじぃっと見つめられている視線を感じた。

　ナディアはケーキを食べ、紅茶をゆっくり飲み、ふぅと一息ついて窓の方を見た。

　無視である。




　カーチスによるエクソシスト授業はこのまま継続することになった。冬を越えて新年度になれば、受け持つ授業の時間割も考慮されて組まれることだろう。教会と学校は、長い目で見てナディアを準エクソシストにしようとしている。ナディアにとっては意外なのだが、ジルはエクソシスト教育について推奨派だ。

　来年のためのトマトやナス等の種を回収し、封筒に入れていく。冬は葉物野菜や根菜が育ってくれると嬉しい。堆肥は追加するべきだろう。

　家の方を見ると、ジルがキッチンに立って夕飯の支度をしている。ナディアの視線に気付き、窓の向こうから手を振ってくれた。

　この前、カーチスに言われたことが頭の中をよぎる。手の中にある種子──子ども。

　ジルと添い遂げることを決めて、考えなかったことはない。絶対子どもが欲しい、と思ったことはなかった。ただ漠然と、祖母や母のように子どもを産むのだろうと思っていた。結婚の明確なビジョンもなく、なんとなく思っていただけである。

　子どもが欲しくてもきてくれない──そんなこともあると、知識としては知っていた。だが〝初めから無理〟という状況に直面するとは想像もしていなかった。

　生物として、ナディアとジルは違う生き物なのだ。

　それでも一緒にいることはできる。

　たとえ、二人の間に子どもを持てなくても、生きるスピードが違っても、それでも共にいたいと思うのは悪いことだろうか。

　遠い先の未来のことまで分からない。極論を言えば明日死ぬかもしれないのに、未来に後悔するかもしれないからとジルの手を離すのは莫迦だと思う。

　それが、今しか考えていない愚かな選択だとしても。

（私はいま、とても幸せ）





　　　　　　　◇　◇　◇






　──夜半。ルルーベル地方の何処が揺れた。違和感に気付いたのはジルだけだった。







「本日より、僕は少々この町をあけますが──くれぐれも変なことはされないように」

「変なことって何だよ。詳しく言ってごらんよエクソシスト殿」

　午前中、ジルが薪割りを手伝っていたところにカーチスがやって来た。依頼主の店主は引退しようか迷っている爺さんで、跡継ぎがまだ他所で働いているということでジルがやってあげている。多分来年もジルが手伝うことになるだろう。

「なになに。まさか町の女を誑かしてセックス三昧するんじゃないかとか思ってる？　俺にはナディアちゃんっていう可愛い伴侶がいるじゃん馬鹿なの」

「なッ……、違ッ……！　お、お前、僕の反応見て楽しんでるだろ！」

「あははバレた。エクソシスト殿って童貞なの？　禁欲でもしてんの？　いちいち反応が初心だよねー」

「……というか、伴侶なのか？　誓い合って結婚したのか？」

「んー、どうだろ。……どうかな」

　結婚というものは曖昧なものである。法的に縛るのであれば教会で宣誓をする必要がある。そこには見届け人の神父がいて、〝結婚が成る〟のだ。教会に行かない者たちもいるが、その場合生まれた子どもは母親の私生児として登記される。まだ国が把握している戸籍も完璧とはほど遠いので、そのへんはあやふやなままである。

　ナディアはどうしたいのだろう。願いがあっても叶わないものもある。ジルは聞けていない。

「……お前たちが望むなら、僕が」

　カーチスが思い詰めたような声で言うので、ジルはびっくりした。神父のかわりでもしてくれようというのか。信じられなくて、彼の頬を左右からむぎゅりと押さえた。

「にゃにをする」

「……いや、お前、本物のロード・カーチス？」

「こんな聖性を持った人間、なかなかいないだろう！」

　手を振り払われ、「ウンまぁソーネ」と返す。なんだコイツ。エクソシストのくせに。

「……お前が！　そんな顔してるからだろう！」

「俺ぇ!?　なに、そんな顔って」

「──いや、やっぱいい。ええと、そう、僕が隣町に行くのは就任の挨拶もあるけど、ついでにジル殿の言う教会の正史を探そうと思っている。この町にはなかったし、教会長殿もよく知らないようだった」

　ふうん、と相槌をうった。

「イアヌス教会、で間違いないよな？　あともう一つ言ってなかったか」

「アクヌース地方だな。映像、見せようか」

　ジルは手に黒い靄を出して言った。前回カーチスに見せたのと同じく、ジルの記憶に残る映像である。

「……たのむ」

　ジルはカーチスの両目をそっと覆った。しばらくして、カーチスが歯を食いしばる。







　──全くもって良い映像ではない。アクヌース孤児院と、子どもたちと、少し大きくなった少年少女たちが見えているはずだ。あの孤児院は劣悪だった。虐待、売春、人身売買。奴らが子どもたちを売った先を吐かせるため、ジルは即座に殺すのを我慢した。必死になって命乞いをする──しかも差し出す犠牲は子どもたちだと宣う──醜いオッサンどもを拷問したところであまり楽しくなかった。

　そうして判明した貴族や金持ちの館で、売られた少年少女たちはもれなく全員心が死んでいた。そもそも人身売買は今も昔もその昔も禁じられている。心身共に痛めつけられた彼らをジルは誘拐し、孤児院に連れて帰った。

　アクヌース孤児院の門前で、女性が仁王立ちしている。見るからに美しくて苛烈。エクソシストの正装に、黒いマントが風に吹かれてたなびいている。

『ご苦労様。協力、感謝するわ』

『べっつにぃー。気が向いただけだし』

『あなたって、ほんと、子どもには優しいわね』

『リンドーはさぁ、子ども相手にもそぉんな顔してんの？　怖すぎない？　泣かれない？』

『うるさいわね』

『図星なんだァ』

『あとは任せて。この子たちは私が何とかします。もうすぐ追加の人材も来るわ』

　少し開いた孤児院の扉の向こうから、痩せ細った小さな子どもが心配そうにこちらを見ていた。視界の主が手を振った。子どもも小さく振り返す。

『安心して。今ここで彼を滅しはしません』

　女性が振り返って子どもに言う。子どもが心配していたのは、悪魔がエクソシストに倒されやしないかだった。

『さっすがリンドー。話が分かるぅ』

『今回、あの子たちにとっては貴方が正義のヒーローで私たちが悪よ』

『お仕事ご苦労さまぁ』

　女性は片手を腰に当てて溜め息をつく。

『ほんと、どっちが悪魔か分かんないわね、ジル』







　──カーチスに見せる映像はここまでだ。この後、孤児院にいた最年長組の子どもたちに手を引かれ、ジルは彼らの作ったご飯を頂戴することになる。彼らにとっては貴重な食料のはずだが、どうか食べて欲しいと懇願されては食べるしかなかった。十四歳の娘からは「孤児院を代表して」とその肉体まで捧げられそうになったが断った。「ガキを喰う趣味はねぇ」と言ったらちょっと泣かれた。リンドーには殴られた。「正義のヒーローっつったでしょ！」と怒鳴られもしたが、幼気な恋心を悪魔に捧げるのはどうかと思っての善行である。なのにあの女、炎を纏って殴りやがって。一週間は火傷が治らなかった。

　カーチスから手を離し、元いた場所に座ってまた薪を割る作業に戻る。カーチスは顔を覆って座り込んだ。パキンパキンと、ジルが四回ほど斧を振り落としたあたりでカーチスが顔を上げた。

「だいたいこんな感じ。これがアクヌース地方事件。事件名から孤児院という言葉を抜かしてるのは、あえてだろうな」

　カーチスは手で口を覆い、今にも吐きそうだった。迎えに行った先の少年少女たちの映像が耐えられなかったのだろう。実はあの後、ジルは非道を行った奴らに報復している。リンドーたちが把握していたかは知らない。

「吐くならトイレ行ってから吐いてね」

「……。あの女性は、リンドー師か？」

「エクソシスト殿の言うリンドーかどうかは知らねーけど、名前はリンドーだよ」

「裾が赤い黒のマントは、選ばれた十聖しか着られない。リンドー師だ。……ジル殿、彼女といったいどういう関係だったんだ」

「お前がどう想像してんのかは知らねぇけどォ。戦ったこともあれば、さっきのときみたいに共同戦線張ることもあった、……友人ってやつかな」

「……何故、ナディアさんと似ている。彼女の先祖ですか」

　ジルは答えなかった。

「……ナディアさんは、リンドー師の代わりですか」

　ジルはぬるりと立ち上がる。手から離れた斧が、すとんと地面に突き刺さった。沈黙をもってカーチスを見下ろす。

「どうなんですか」

　カーチスは怯まない。

「ナディアちゃんとリンドーは似ても似つかないだろ。中身が全く違ぇ」

「僕から見たら本当に似ている」

「それはお前が節穴なだけ。リンドーはなぁ、燃えさかる焰の中でも氷のような微笑を浮かべる、苛烈に凍てついた女だったよ。まじでおっかねぇから」

　ジルは薪割りに戻った。カーチスは取り敢えず納得することにしたらしい。

「リンドー師はあの大規模な戦いに全てを捧げた殉職者──となっています。残ったのは彼女のロザリオと、敗れたマントだけだったそうです。まばゆいばかりの強い聖性の力も全く探知されず、戦死判定されたんです」

「持てる神通力全てを捧げるって言ってたかんね。多分何人かがそうしたんだろうよ。でないと二つの世界の扉を固く閉ざすのは無理だろうな」

「生きていらっしゃったんですね……」

　カーチスがぽつりと言った。

　リンドーは生き延びて、自分のことを誰も知らない場所でひっそり暮らし始めた。ジルを封じた箱を隠し持って。

（なんで俺を封じたんだか）

　ナディアによって封印が解かれることも、ある程度予知していたんじゃないかとさえ思えてくる。

　そうなってくると、全てリンドーの掌の上で転がされているような気がする。

（何か腹立ってきた）

「やっぱ只者じゃねーよなアイツ。ナディアちゃんが語る祖母の姿は、穏やかで優しい人だったようだけど。エクソシストから離れて、ようやくゆっくり生きられるようになったのかね」

　あの大戦の後、いくつかの政変を越えて、たった数十年で見違えるほど穏やかな世になっている。問題は多々あるが、あの頃に比べると雲泥の差だ。

「ロード・カーチス。お前はさ、いつか教会が隠している正史を表に出せよ。まだ数十年は生きるだろ？　そうしたら、あのときから百年は経つ。だったらそろそろ、いいんじゃねーか？」

「……そんな正史があると、まだ確定ではありませんけど。あなたが見せた幻覚かもしれませんし。でも、そうですね。本来のエクソシストの役目ではありませんが──ジル殿が見せた、ああいう事件が本物だったとしたら、隠蔽すべきではありません。当事者たちもそろそろお亡くなりになる頃でしょうし、動きやすくはなるでしょう」

　俺が関わった奴は全員殺したしなぁ──とジルは笑んだ。

「それじゃ、僕は行きます。遅くても十数日で帰ってきますので──くれぐれも、ですよ。僕はまだジル殿を信用したわけじゃありませんから。ナディアさんのことを大切に想っていることは分かりましたが、その他はてんで信用してませんからね。何かあったらその隷属契約の意味と使い方を彼女に話しますから」

「はいはい」

　カーチスは十数歩歩いて、また振り返った。

「──頼みますよ」

「どーせ他の奴ら待たせて来たんだろ。さっさと行け」

　なんだか犬みたいなヤツだなと思った。

　しかし今この町を離れるのか。カーチスは昨夜の不穏な揺れを感じなかったのだろう。ジルは少し嫌な予感がしている。

「マァ、ナディアちゃんと俺に害がなければどーだっていいんだけど」

　悪魔やエクソシストが関わる問題で、ジルたちが巻き込まれない確率はものすごく低いのだ。

　薪割りの仕事を終えた後も、懸念がモヤモヤと頭をかすめた。こういうことはジルの仕事でもないし性分でもない。しかし気になる。結局、教会に立ち寄ってしまった。

　この町の教会はこぢんまりとしている。礼拝を強要することも積極的に勧めることもせず、いつもそこに静かに存在している。そういう雰囲気である。熱心な信者は少ないが、住民からはそこそこ好かれている。

　教会長である神父が箒で門前を掃いている。「神父サンお疲れ様ぁ」とジルが呼びかけると、神父は顔を上げた。

「おや、ジル殿。あなたもお疲れ様です」

　神父は穏やかな人柄で、植物のような雰囲気のある男である。外見では年齢不詳であり、四十代にも六十代にも見える。

「ねぇ神父サン、今日さぁ──何か変なこととか、いつもと違ったこととか、あった？」

「？　いえ、特にはありませんでしたよ」

「ふーん、そっか。じゃあいいんだけど」

　バイバイ、と手を振ると神父はにっこりした。彼は聖性の力など皆無なのだが、ジルが知る中で一、二番に〝聖職者〟らしい聖職者である。教会の権威が薄れた時代の賜物かもしれない。

　ナディアが帰ってくる前に帰宅し、夕食の準備をする。

　週始めの一日目だ。学校から帰ってくるナディアはいつもぐったり疲れている。まだまだ仕事の日が続くので、今晩抱いたら怒られる。キスや体をモゾモゾ触って抱き締めるくらいに留めておかないといけない。

（俺ってなんて健気な悪魔ァ）

　品行方正な自分自身に涙が出そうだ。
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　すぐ隣から送られてくる視線が暑苦しい。彼が言いたいことは分かっている。休日に仕事持ち込まないでくれる──ってところだ。

「新しい教育論というか、研究発表というか、この休日に読んでおかないといけないの」

「べつに？　俺は何も言ってないけど」

　ソファの隣に座るジルがナディアの左肩に顎を乗せ、持っている本を覗き込んでくる。まだ三分の一しか読めていない。

「そーいや昨日の夜はさぁ、二階に上がったらナディアちゃんもう寝てるんだもんなぁ。ぐったり疲れてたから寝かせてあげた俺って優しいよね」

「優しいね」

　うんうんと深く頷いてみせたら、ジルの膝の上に移動させられた。お腹周りに腕が回され、後ろから抱き締められる。これなら本も読めるし暖かい。

　ジルはしばらくそのまま抱き締めてくれていたが、飽きてきたのかナディアのシャツの裾を引っ張り上げ始めた。ぷちぷちと釦が外されていく。

「ジルさん、ちょっと！」

　肌着がめくり上げられ、前開きのブラジャーのホックが外された。押さえつけていた乳房がぷるんと飛び出す。

「ナディアちゃんはお勉強してたらいいじゃん。俺べつに邪魔はしないし」

「邪魔してるじゃん……！　まだ昼間なのに！」

　ジルの両手が下からナディアの乳房を包み込む。手触りを確かめるように、やわやわと揉まれる。

「ナディアちゃんおっぱい大きくなった？」

「っ……最近太ったのか、下着がちょっとキツくなった」

「普通にでかくなっただけだと思うけど。分かった俺のせいか～！　今度新しいの買いに行こうねぇ」

　ジルが楽しそうに胸を揉んでくる。ここは無視、無視だと自分に言い聞かせ、ナディアは本に集中した。ジルは乳房をぷるぷる揺らしたり、大きく円を描くように動かしたりと好き勝手遊んでいる。

　そのうち、人差し指と中指の間で乳首を挟んで刺激しながら揉む手つきになった。

「っ……、ん」

　無視、無視だ。多少びくりと肩が震えてしまっても、口の中の唾液が増えようとも、本を読み切らねばならない。

「たってきたねぇ」

　親指と人差し指の側面で、包み込みようにして乳首を摘ままれた。乳輪のあたりをくにくにと刺激しつつ、優しく搾るような手つきである。

「ひっ、あ、……」

　流されないぞとナディアが口を引き結んだ。こうなってくれば意地である。

　ジルは飽きずに揉み続けるつもりらしい。乳首のまわりを優しく刺激しつつ、時折その先端をキュッと摘ままれた。そのたびにビクリと体が反応してしまい、ジルが背後で忍び笑いをしている。

「今日は結構耐えるじゃん。乳首弱いくせに」

「……」

　くにゅくにゅと弄ばれ続け、ナディアの体は熱く火照っていった。正直もう本の中身が頭に入ってこない。焦らされてムズムズする。でも自分から本を置くのは癪である。

「意地張るのそろそろやめよーか」

　ジルに本を取り上げられた。スカートをまくりあげられ、ショーツの隙間から濡れたところへ指が入ってくる。

「いれていいよね？　スカートは脱ぐ？　このままする？」

「脱ぐ……」

　スカートとショーツを一緒くたに脱がされて、ソファに深くもたれたジルの上に、前を向いたまま座らされた。太腿と膝裏を掴まれて左右に開かされる。ジルの指が蜜口の中に入ってくる。既に濡れきっているのは自分でも分かっていたはずなのに、グチュリという音にぞくぞくした。ぬるぬると中をかき混ぜられ擦られるのを、ナディアは脚を広げたまま享受する。また別の指が花芽をなぞり、小刻みに揺らす。「んんっ……」と声を押し殺す。

「いきそぉ？」

「その前に、ジルさんの、いれて……」

　ジルがズボンをずらすと屹立したものが出てくる。ジルがナディアの入り口に先端をあてがい、期待に震える隘路が少しずつ呑み込んでゆく。大きく脚を開かされた状態で奥まで入ってきて、ナディアは浅い息を繰り返した。

「お勉強の続きする？」

　ナディアは首を振った。あは、とジルが笑う。

　左胸を鷲づかみされて揉まれ、ジルの右手は秘所を彷徨う。腰は動かさずに、二人が繋がったところ近くにある蕾をまさぐられて、ナディアの膣口が肉棒を締め付けた。胸の頂を抓られ、耳を囓られ、快感に胸が苦しくなってくると、愛撫の手が緩やかになる。はふ、はふ、と息継ぎをして少し余裕が出てくると、甘い責め苦がまた勢いづいていく。その繰り返し。

「じ、ジルさぁん……っ」

　とうとうナディアは泣き声に似た喘ぎをあげた。

「ごめんごめん」

「んっ、あっ、ジルさ、──っ」

　たっぷり焦らされた後の絶頂は、ほんの一瞬意識が飛ぶ。ナディアは力を抜いてジルにもたれかかった。

「これから何する？」

　仕事の勉強、夕食作り、買い出しはもう遅いのでそれは明日──

　ナディアは膝立ちになって中に入っていた剛直を抜き、ジルと向かいあわせになった。ぬらりと光っている陰茎をまた自身の蜜口へと誘い、挿入していく。ぐり、と奥まで挿れて、蕩けるように微笑むジルを見下ろした。

「……ちゅーが足りてない気がする」

　ジルの手がナディアの頬に伸びてくる。

「俺もそう思う」




　休日の昼間からこんなにも愛し合っているのに、つながっているのに、いつだってナディアの心の片隅に不安がある。覚悟が足りていないのだろうか。だからそれを埋めようと、ジルを求めてしまうのだろうか。

　ジルはナディアに甘いので、ナディアが求めると期待以上に甘やかしてくれる。いつも、毎日、夢の中でさえ。

　ナディアは元々強い人間ではない。かなりの寂しがり屋だ。両親が早く他界してしまったこともあってか、祖母は優しかった。ナディアが甘えたそうにしていると、先んじて甘やかしてくれる人だった。

　ナディアが学校の先生になったのは母への憧れがあるが、もう一つの理由は子どもが好きだからだ。そして学校はたくさんの人がいて、活気に溢れている。

　ジルとの間に子どもをもうけられなくても、養子という方法はある。不幸な事故はなくならないし、孤児院はいつだって里親を探している。

　子どもを育てる、ということを、ジルはどう考えるだろう。ナディアはまだ聞けていない。

　そしてもし、ナディアたちが里親になったとして──その子どもに、悪魔と人間の秘密を背負わすことにならないか、という懸念。本来なら、別の里親に貰われていったかもしれないのに──。

　ジルと二人きりでいいと思っているのに、カーチスに言われてから少し揺れてしまっている。

　そんな自分が嫌だった。
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　どこかおかしい。

　休日明け、町に出向いてジルは思った。空気が澱んでいる。いつもは穏やかな住民たちも、ほんの少しだけギスギスしているような、心にゆとりがないような──そんな感じがする。

「……あーあ」

　ジルはひとりごちた。嫌な予感は当たるものである。何しろジルの予感なので当然ではある。

　そしてその原因の一つに、ジルの存在があるだろうということは察しがついてしまった。

　どこかで喧嘩は勃発していないか、ジルは気ままに商店街を歩く。するとすっかり常連となったパン屋から騒がしい声がして、ちょっとした人だかりになっている。ジルはそこに混じり、野次馬にわけを聞いてみた。

「あー、なんかさ、オヤジさんが怒ってるみたいなんだよね。店の商品を盗もうとした？　とかなんとか。いつも温厚なオヤジさんのあんな剣幕が珍しいのと、疑われたヤツは『オレはそんなことしてない』って言い張ってるし……。いつもだったらここまで怒鳴らないのに、どうしたのかなって皆集まっちゃったってわけ」

「ふぅーん」

　ジルは群衆をかきわけて、騒動の元である二人に近づいた。いつもニコニコしている親父は人が変わったように憤怒の形相をうかべている。その背後で彼の妻がおろおろしていた。おそらくこのような夫は初めて見るのだろう。

　ジルは遠慮無く親父に近づいて、その背中をバンッと叩いた。パン作りはなかなか体力がいる仕事なので、背中の筋肉も厚かった。そしてその背には、黒い靄がこびりついていたのだ。その靄がボロボロと灰になって消えていく。

「親父さぁん、何怒ってんの？」

　親父はぱしぱしと目を瞬かせ──「あれ、ジルくん？」と素っ頓狂な声音で言った。まるで今夢から覚めたような、驚いた様子である。

「なになに親父さん、まさか立ったまま寝てたの～？　なんだかお客さんとモメてたみたいだけどぉ、何があったわけ。俺が解決してあげよーか？」

「もめる？」

　親父は訳が分からず首を傾げた。疑われた客も、野次馬も、一体どうしたのだとザワつく。

「なになにやっぱ寝てたんじゃん。ほら、このお客さん迷惑してたよ～オヤジさんの美味しいパンさぁ、サービスしてあげなよ。俺のオススメはクリームパンとクロワッサンかなぁ。絶妙の甘さでちょうどいいんだよね～」

　ジルが強引にもっていく話にのったのは親父の妻である。ささっとサービスのパンを紙袋に入れ、客に渡した。

「ごめんねぇ親父さんちょっと寝ぼけてたんじゃないかなぁ。ここのパン美味しいから、またおいでよねぇ」

　ジルは客と肩を組み、半ば強引に店先へ連れていった。最後にぐっと顔を寄せてニッコリ微笑むと頷いてくれる。ジルが至近距離で微笑みかければ、男女問わず言うことを聞いてくれるのだ。初対面のときうまくいかなかったナディアがおかしいだけで。

　穏便に去って行く後ろ姿を見送り、ゴキッと首を鳴らした。

（ンー。完全に、いるな）

　店の中に戻り、ジルはまず妻に感謝された。親父はまだぼんやり呆けている。

「親父さんがまた変な感じになったら教えてよ。俺が旅してきた都の方でさ、こういう、人格が変わっちゃう病気みたいなのがあったんだよねぇ」

　ジルはすらすらと嘘をついた。

　この現象は病気ではない。悪魔の仕業である。悪意や猜疑心を高め、人格を変えていくケチな術である。たいした術ではないが、みみっちいくせに厄介なのだ。

　あの黒い靄はジルにしか見えていないようだった。カーチスやナディアであれば、目をこらせば見えるだろう。それらがきっと、町中にばらまかれている。

（めんどくせぇ。こういうときに限ってアイツはいねーし）

　ジルはガリガリと頭を掻き、空を仰いだ。心の底から面倒くさい。無視したところでジルに被害はないし、ナディアは高い聖性を保持しているので憑かれることはない。

　しかしここはナディアとジルが住む町である。

「こーゆーのは俺の仕事じゃないんだけどォ……そもそも性に合わねぇんですけどォ……」

　誰に愚痴る訳でもなく、ジルは呻いた。目を瞑った瞼の裏で、太陽の光がチカチカしている。

（そもそもこれはカーチスの仕事じゃね？　帰ってきたら苛めてやろ。お勉強と称して、凄惨な過去の映像たくさん見せてやろ）

　ジルは歩き始めた。今日は町中を歩き回り、悪魔の靄払いをすることに決めた。







　夕方になり、ジルはナディアを迎えに行った。「こんにちはぁ」と校内に入って状況を見て回ると、町の中より被害状況は少なかった。子どもたちの生命力と活気によるものだろう。ただし学校というものは狙われやすく、汚染され始めるとあっという間に広がってしまう。

　職員室の窓から覗き込むと、中には十人程教師が残っていた。真剣な顔をしてペンを持ち、何やら書類に書き込んでいるナディアもいる。可愛い。

「ナディアちゃーん、お迎えに来たよ。ついでに教会行って、お仕事があります」

　気配を消して突然現れた部外者に職員たちはびっくりしたようだ。焦って立ち上がったナディアが窓の傍に来る。

「ジルさん！　どっ、どどどどうして」

「ちょーっと緊急事態だから。授業は終わったでしょ。今から教会行って護石貰ってきて、学校に結界を張るよ」

「それって」

　ナディアがはっとして呟いたところで、横から初老の男性が会話に入ってくる。

「ジル殿ではないですか。部外者が校内に立ち入ることは褒められたものではないですけど、緊急事態の結界とは何ですか？」

「ごめーん許して校長。ナディアちゃん、エクソシストの簡単な護石結界なら張れる？」

　ナディアが頷き、校長は首を傾げる。

「じゃあ今日中にやっちゃうよ。──校長、俺ね、この町に何かあったら頼むってカーチス君から頼まれてんだぁ」

　嘘だけど。

「流石ジル殿ですな」

　校長は疑うそぶりもなく感心した様子だ。それほどでも、とジルは照れた感じで微笑み返す。日頃の行いが良いと結構何でも信じてくれるのだ。

　ナディアはそんなジルを見て、物言いたげに目を細め、ぎゅっと瞑った。




「ねぇ、ジルさんは教会行っても大丈夫なの？　ってゆか緊急事態ってどういうこと？」

「一つ目、俺は神父サンとも顔見知り。二つ目、たぶん町に悪魔が降りた」

「……え!?」

「今は隠れてんのか、別の町に行ったのか、居場所は探知できない。でも確実に悪魔の痕跡がある。町に蒔かれたものは俺があらかた消したけど、学校は狙われやすいし、まず子どもたちを守るべきだろ？　だから学校の周りに結界を張る」

「は、はい」

「やることがコスいから、たぶん大した悪魔じゃない。──マ、こっちの世界に現れた悪魔はすっげぇ久しぶりだろうけど」

　目の前にある教会はいつもどおり、正常な空気が流れていた。さすが教会、というところか。

　教会の中に入り、修道士の一人に神父に取り次いでもらうよう頼んだ。しばらくして人の良さそうな神父が出てくる。

「どうかされましたか？」

「神父サン、学校に結界張りたいんだけど、護石五個くらいない？」

　一瞬きょとんとした神父はほんの数秒沈黙し、ふっと微笑んだ。

「ありますよ。お待ちください」

　特に何も訊ねることなく、神父は奥へと消える。少しして白い紙箱を持ってきた。菱形にカッティングされた透明の石が五つ入っている。護石は聖性の力を込めた特別な石で、人の手で精製できるとはいえ貴重で高価なものだ。

　神父はそれを、お裾分け野菜のようにナディアに渡した。

「よろしくお願いしますね」

　この神父は大物かもしれない。




　ジルとナディアは学校に戻り、敷地の四隅に護石を一つずつ埋めた。校舎内に入り、カーチスが持ちこんだ教本を取る。ナディアはまだ高度な術は扱えない。しかし簡単な魔除けの結界でも効果はある。

「これにしよう。ナディアちゃんはこの魔方陣を描いてて。俺は媒介素材を確保してくる」

　分かったと頷いたナディアは、羊皮紙やガラスペンを用意し、緻密な模様を描き始めた。あと必要な素材は、小麦粉五十グラム、蜂蜜ひと匙、香木の欠片もしくは香草ひと束、羊か魚の骨、である。

　おまじないに近い魔除け結界ではあるが、かわいらしい贄だ。

　町に出かけて素材を集め、戻ってくる頃にはナディアの魔方陣はほぼ完成していた。

　校庭に出て、校舎に近い場所の地面をスコップで掘る。三十センチ程掘った場所に魔方陣を描いた羊皮紙を敷き、その上に触媒素材を、そして護石を置いた。

　緊張した面持ちのナディアが、胸の前で手を組んだ。

「大地を清めよ、風を清めよ、水を清めよ、清き炎よ燃え上がれ。穢れを祓い、拒絶せよ。風の子は歌を歌い、賛歌された大地は芽吹く──」

　詠唱が終わると護石がぽわりと白く光った。成功である。土をかぶせ直し、とんとんと地面を叩いて完了だ。

　こめかみを流れる汗をぬぐったナディアがジルを見上げる。

「ねぇジルさん。悪魔って」

「いたことは間違いない。俺のカンだと、たぶんまだこの町に潜伏してる。動くにしても少々力を付けたいだろうし、向こうにとっても久しぶりの人間の世界だろ。情勢把握はするだろうな」

　セコい悪魔の術を使い、町全体をギスギスしたものに変えようとしたのは空いた時間の有効活用でもあるだろう。

「それにたぶん、狙うとしたらナディアちゃんだ。百人そこらを苦労して喰うよりも、ナディアちゃん一人喰う方が効率良い。そーゆー人間を探していると思う」

　ジルはナディアの手を握った。

　陽はもう落ちかけ、夕闇に包まれつつあった。





　　　　　　　◇　◇　◇






　男は首を捻った。自身が蒔いた黒い種が、ようやく芽吹き人間に猜疑心を植え付けようとしていたのに、今日一日で殆ど消えてしまったからだ。

「なーんーでー？」

　人間と悪魔の世界を別つ扉が数十年ぶりに緩んだことに気付き、男はなんとかこじ開けた隙間に体をねじ込んだ。その時に持てる力をかなり使い、ここしばらくは種だけ蒔いてひっそり潜伏していたのである。

「しかししばらくご無沙汰してる間に色々変わったんだ。悪魔なんて全然いないじゃん。狩り放題だけどその分エクソシストたちから集中攻撃食らうだろうし……目立った動きはせずに良質なハントがいいよね、そうだよねー」

　町で一番高い建物である時計塔のてっぺんに男は立つ。三日月の夜、もはや星明かりしかない深夜、誰も彼に気付かない。

　男は人差し指と親指で丸い円を作り、眼鏡のようにして右目に当てた。

「うぅーん、ぴっかぴかの、きれーな魂はどこー」

　間延びした調子で町一帯をぐるりと見渡す。

「そこそこ良さそうなモノはあるけどボクサマが欲しいのはもっと大きくて綺麗なやつなんだな。あ」

　町から少し離れた田舎道、その通りにある家からめぼしい光が見える。

「遠視遠視透視ー」

　男は集中した。こぢんまりとした家に、人間が二人、ベッドで眠っている。それの小さい方だ。ギュギュギュとピントを合わせ、よく視ようとして──突如視界に何者かが割り込んできた。眠っていた人間がガバリと起きて、まるでこちらが覗いているのを分かっているような目線で睨んでくる。

「ひょっ!?」

　男はびっくりして時計塔から落ちそうになった。

「えっ、なにさっきの。怖っ！」

　男はもう一度視ようとして、自分の力が全然残ってないことに気付いた。

「なんで？　なんでぇぇぇぇぇ？」

　そんなに自分は消耗していたのだろうか。

　これじゃあもう蝙蝠に化けるだけで精一杯だ。化けないと時計塔ここから降りられない。しかし化けてしまうと今夜はもう人型に戻れないので女をひっかけることも無理だ。

　あーあ、とぼやきながら結局蝙蝠に化けて地上に降り、丁度よさそうな軒先に隠れた。





　　　　　　　◇　◇　◇






「おはようナディアちゃん。気分はどう？　元気？」

「んー……ジルさんおはよう。元気だよ～どうしたの？」

　眠たげに目をこするナディアを、ジルが両腕を引っ張って起こしてくれる。下まぶたを引っ張られ、瞳の状態も確認された。

「変な夢とか見てない？」

　夢の内容は覚えていないが、特にいつもと変わりないと思う。ナディアは首を振った。

「うんうん、良かった。やっぱり町には悪魔がいるみたい。昨夜──そいつ、一瞬だけどナディアちゃんを認識した気がするんだよね。……気をつけてね。何かあったら俺も分かるけどさ」

　ばち、と目が覚めた。ジルが言うなら真実である。




　子どもたちを守らねばならない、とナディアは決意した。おそらくナディアを狙ってくるだろうというジルの予想は、都合が良いと思っている。ナディアなら他の人間より対処できるし、何よりジルがついてくれている。『強い悪魔じゃないけど、だからこそ人型になると感知しにくい』らしく、正体を顕すまでは断定が難しいだろう。

　カーチスはまだ不在、あと数日で帰ってくる予定だ。それまでは町の見回りをしてやるとジルは言っていた。

　学校も町も、何か変わりがあるようには見えなかった。授業も普段通り終わり、雑務に勤しむ。エクソシスト教育がない期間は率先して雑務を引き受けることにしたのだ。

「ナディア先生～買い出し行くのでついてきてもらえませんか？　今度の授業で使う素材を物色したいの」

　同僚のリエンに声をかけられ、ナディアは快く同伴することにした。リエンは生活科の先生で、炊事に裁縫や編み物、植物の育て方など、実際生きていく上で必要な実践授業を担当している。

「どこに行くんですか？」

「冬が近づいたので編み物にしようと思ってて、糸屋さんに行きたいの。練習用に中途半端な毛玉があれば、少しお安く譲ってもらえないか交渉したいんです」

　リエンが羽織るストールは彼女が自分で編んだ物だ。ナディアはあまり得意でないが、毛糸を使った服は自作する人が多い。

　布や毛糸を扱う商店で目的を終え、ナディアたちは紙袋を抱えて店を出た。二人並んで学校に戻る途中、通りすがりの男性に声をかけられる。

「お姉様方、そんなに荷物を抱えて大変でしょう。よければお手伝いしましょうか？」

　すらりとした細身の男性である。薄い茶髪に、前髪が一房だけ赤く染まっている。こざっぱりとした服に身を包み、人好きのするような甘い笑みを浮かべていた。顔立ちはとても整っている。美しい顔立ちのカーチスと少し似ているが、こちらの彼はそれに庇護欲を感じさせるような可愛らしい雰囲気がある。

　リエンがきゃっとはしゃいだ声をあげた。

「いいのですか？　では学校までよろしくお願いします！」

　中身は毛糸なので軽いのだが、折角声をかけてもらったのだからとリエンは紙袋の一つを渡した。

　いわゆるナンパなのである。

「可愛らしいお姉様方とご一緒できて嬉しいです。ボク、サミュエルといいます」

　サミュエルはリエンの隣を歩き、にこにこと話を振ってくる。リエンがそれに答え、ナディアはぼんやり町を見渡しながらついていった。

「毛糸がたくさんですね。何に使うのか聞いてもいいですか？」

「授業で子どもたちに編み物を教えるんです。私、先生をしていまして」

「そうなんですか。そちらのお姉様も先生ですか？」

　話を振られてサミュエルと目が合い、ナディアはこくりと頷いた。

「彼女は数学を教えているんですよ。お金や数字の計算は大切ですから」

　へぇ、とサミュエルは相槌をうった。

　彼は綺麗な青年である。しかし、目を合わせているとムズムズした違和感がわいてくる。把手のとれたフライパンのような、在るべきものが無い感じがする。

　学校が見えてきて、サミュエルがぴたりと足を止めた。どうしたのだろうと彼を見遣ると、訝しげに校舎を見つめている。

「我が町の学校です。小さい町にしてはなかなか立派でしょう。──サミュエルさんどうしました？」

　リエンが話しかけると、サミュエルははっとして表情を笑顔に戻した。

「──なんだかとても、良い雰囲気のする学校ですね。では、ボクはこれで。またお会いしたときはお茶でもご一緒してください」

　サミュエルはリエンに紙袋を預け、そそくさと帰った。少し慌てたような雰囲気に、ナディアもリエンも首を捻る。

「なんだったんでしょう。てっきりリエン先生をナンパしたいんだと思ってましたが」

「急用でも思い出したのかしら。でも可愛くて綺麗な顔した男でしたね～彼女いるのかなぁ」

「二人か三人くらいいたりして」

　確かにありえる！　など雑談をしながら、ナディアたちは雑務を終わらせた。日が暮れる前に学校を出て帰路につく。

　道の左右に畑や牧草地が広がる田舎道に入ったところで、ふるりと悪寒がした。思わず後ろを振り向いたが、誰もいない。確かに視線のようなものを感じたのだが、気のせいだろうか。

　ばさりと羽音だけが聞こえた。




　家に帰ると、ジルが料理を作ってくれている最中だった。

「ナディアちゃんおかえりぃ」

　ナディアは「ただいま」と言うのが好きだ。ジルはそういうことも分かって、いつも先に帰ってくれている気がする。

　一緒にご飯を食べ、後片付けをし、一緒に眠る。

　ベッドの上で、今日はいつもより強めに抱きしめられた。多少眠りにくくとも、仕事での疲労がどっと押し寄せてきて、すぐ眠りに落ちる。







　最近は夢を見ることがあまりない。──というよりも、覚えていない。それが正常なのであろう。春先のような、毎晩毎晩同じような夢を見て、それを覚えていたという状況の方がおかしい。

　しかし今日は久しぶりに夢を見た。『ああ、これは夢なんだな』と理解した。

　ナディアは何処かフワフワした綺麗なところにいた。

　白くて甘そうな雲の上に、虹色の金平糖が彩り豊かに落ちていて、ナディアはそこに寝転んでいる。太陽は出ていないのに明るく、空は青く、虹がかかっている。

　誰かを待っているような気がする──ふと、右手の方に白くキラキラした靄がかかった。薄らと人影が映る。その人がこちらに来ようとしている。

　ナディアはその人を待っていたはずなのに、脳はその人を待ち遠しく焦がれているのに、心臓は嫌な音を立てていた。体がその人を、彼を拒絶している。

　ナディアの近くに、ごろんと赤い林檎が落ちてきた。咄嗟にそれを掴み、靄に向かって投げる。人影もろとも靄は霧散し、金平糖は溶け出し、白い雲が消えていく。ナディアの体もすぽんと空から落ちて──地上にいたジルが抱きとめてくれた。何が何やら分からない。

『上出来ィ』

　朝にはまだ早いから、もう少しお休み──

　額にキスが落ちて、世界が白く染まった。







「ナディアちゃんおはよう。そろそろ起きた方がいいかもねぇ」

「……!?」

　エプロンを付けたジルに揺り起こされ、目覚めると朝だった。今日は夢を鮮明に覚えている。最後に現れたのはジルで、それにほっとしたナディアはもう一度眠りについたのだ。

「ナディアちゃん大丈夫？　変な感覚が残ってんのかな？　とりあえずご飯食べよう。今日はベーコンエッグと朝採れサラダだよ」

　ナディアはぼんやりした頭で頷き、身支度して一階に下りる。

　朝食はすでにテーブルセッティングも済んでいた。いつもの場所にジルは座り、林檎を囓っている。ナディアは向かいに座って、有り難くご飯を戴く。

「ナディアちゃん、昨夜例の悪魔から〝夢渡り〟を受けてたよね。自分の力で弾き返せたの、覚えてる？」

　そういう夢だったのか、とナディアはようやく合点がいった。少し頭が気怠いことにも納得する。ムグ、と野菜を飲み込み、「なんとなく」と返事をした。

「俺ね、最初っから気付いてたんだけど、実地訓練が何よりも経験になるよなぁって思って手を出さなかったんだよねぇ。ごめんね？」

「ううん。最後にはいてくれたでしょう？」

「自分の力で防げないようだったら俺が守るし、そのときはちょっと厳しめに特訓始めようと思ってた。合格だよナディアちゃん」

「それは良かったけど。私、よく分からずにやってたよ。それでも大丈夫？　こっちにやって来ようとしていた人影が悪魔？」

「夢なんて無意識下におかれるものだから。初めてだし、だいじょーぶ。たぶん今日もアイツはやって来ると思うけど、危なそうになったら絶対俺がなんとかする」

　悪魔はこちらの想定通り、町の人間ではなくナディアを狙うことにしたのだ。

「そう、不思議に思ってたことがあるの。学校に魔除けの結界を張ったじゃない？　どうしてジルさんは平気なの？　あんまり効果がないから？」

　ジルはすました顔で口端を上げた。

「俺ぐらいの悪魔になるとぉ、あんなもの全然無意味なわけ」

　だったらそもそも意味ないのでは。ナディアは眉をひそめて首を傾げる。

「でも今回の悪魔には効果あると思う。俺の予想だけど」




　この日も何事もなく一日が過ぎ、夜はジルの腕に包まれながら眠りにつく。

　瞼を開けると、ナディアはまた白い雲の上にいた。散らばる金平糖の数が増えている。背後に背丈と同じくらいの林檎の木が生えていて、いくつか実がなっていた。

『──お姉さん、可愛いお姉さん、こんばんは』

　腐りかけた桃のような甘ったるい声が聞こえる。またキラキラした白い靄が出現して、人影が見えた。

　ナディアはぶちんと林檎を取り、大きく振りかぶって投げた。靄に当たって周りの景色は霧散し、白い雲も消えていく。空から落ちていくナディアは焦らなかった。ジルは地上で待っていてくれる。

「これは、私の夢の中だから」

　空だって飛べるはず──そう意識すると体が軽くなったような気がした。ふわりと地面に降りたって、ジルを見上げる。

「俺のナディアちゃんは上達が早いねぇ」

　額にキスを落とされて、ナディアは深い眠りの底へつく。

　次に目が覚めたら朝だ。





　　　　　　　○






　悪魔による『夢渡り』は問題なく防げている。とはいえ、ずっと攻撃を受けているだけでは何も解決しない。ジルは悪魔の尻尾を掴もうとしているが、逃げるのだけは速いらしい。もう少し力が強大であれば辿りやすいけど、とぼやいていた。ただ向こうもそのうち焦れて、もっと大胆な手に出てくるだろうと考えている。

「ナディア先生、上がりですか？」

　荷物を持って立ち上がると、同僚のリエンに声をかけられた。彼女は家に仕事を持って帰りたくないので、学校に居残るタイプである。ナディアはどちらかと言えば家に持ち帰ってしまう。

「はい。今週はカーチスさんがいなかったので、あっちの勉強もお休みですしね」

「ナディア先生はエクソシストになろうとは思わないんですか？」

　実はずっと気になっていたのだとリエンの瞳が語っている。ナディアは少し考えてから口を開いた。

「本物になるには学校を辞めなければ無理でしょうし、正直、厳しい修練も積みたくありません。私が一番やりたいことは教師なんです。今はエクソシストの助手ができるようになるための勉強と言いますか、副業チャレンジって感じですね」

「なるほど副業ねー。教師との兼業はやっぱ難しいですか」

　副業、と言ったみたものの、思いのほかしっくりきた。カーチスも厳しい修行を積んできただろうが、ナディアにとってエクソシストと言えば、夢の中で見た若き祖母である。美しくて、厳しくて、燃え上がる氷のような女性。どれだけの修行を積み、どれだけの修羅場をくぐってきたのか──今の時代が求めるエクソシストとは違うかもしれないが、ナディアはあんな風になれない。ナディアができることは、ちょっとしたお手伝い程度だ。

「副業エクソシスト、頑張りますよ」

「なんだか新しい響きですね。町のためにも頑張ってくださーい」

　リエンと別れ、夕暮れに染まる町を歩く。店頭からは串焼きや揚げ物などの良い匂いが漂っている。週末であるし、何か買って帰ってもいいかもしれない。

「あっ！　この前のガッコのお姉さーん！」

　道の向こうから可愛い顔の男、サミュエルが元気よく手を振っていた。ぱたぱたと駆け寄ってきて、「今帰り？」と訊ねてくる。人なつっこい。

「じゃあさ、ボクと一緒にディナーに行かない？　お姉さんとお近づきになりたくて」

「？　行かないです」

「うわー優しそうに見えて案外グサッと断るタイプ！」

　サミュエルこそナンパをし慣れている。ぐいっと顔を近づけてくる塩梅は、自分の整った可愛い顔立ちをよく分かっているからだ。

「それでは、また」

　立ち去ろうとしたら、右手首を掴まれた。予想外だ。彼みたいなタイプは去る者追わずなのに。

　何をするわけでもなく、無言でじぃっと見つめられる。「離してくれます？」と言っても無言だ。ぐにゃりと足下が溶けていくような心地がした。ナディアの頭の中に、リィンと鐘が鳴る。すると、サミュエルが突然手を離した。まるで熱いものに触ったかのように。

「あれ、ごめんなさい……？」

　教わったエクソシストの術を使ってしまった気がした。けれど、サミュエルはうっとりと微笑んでいる。

「やっぱり、お姉さんはいいなぁ」

　ぞっとする笑みだった。ナディアはなんだか慌ててその場を去った。少しして振り向くと、サミュエルはまだこちらを見ていた。穏やかに手を振られ、ナディアは小走りに家に向かった。
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「っつーかカーチスはいつ帰ってくんの。これ、職務怠慢っていうんじゃね？」

「向こうの街でお仕事してるんじゃないかなぁ」

　悪魔から『夢渡り』を受け続けて四日経過、ようやく休日になった。今日は買い出しを兼ねて朝から町を歩いている。時折、黒い靄を背中にくっつけた人を見かけるが、ジルがそっと近づいてはたき落としていた。こうやって町の平和は守られていたのである。

　木の葉亭という食堂で軽く昼食を食べた後、教会に寄ってから帰ろうと足を向けたところで、サミュエルを見かけた。パティスリーのテラス席で綺麗な女性二人と談笑している。

「あ」

　ジルが思わずといったように呟いて彼を見た。知り合いなのだろうか。思いがけないところで旧友と出会ったような、そんな顔をしている。

　サミュエルもこちらの視線に気付き、ジルを見て固まった。そして立ち上がったかと思うと一目散に逃走した。ジルも走り出した。

「……えっ」

　驚いたのはナディアである。どんどん遠くなっていく二人の背中を必死に追った。

　町の東門を出たあたりで、ジルがサミュエルに追いついて跳び蹴りするのが見えた。地面に倒れたサミュエルがジルに何か叫び、ジルもそれに返している。

「どうしてお前が。あの大戦で消滅したものだと思っていたのに、ずっとこっちにいたのか」

　サミュエルの口調には嫌悪と侮蔑がある。対してジルは飄々としている。

「お前みたいな小者が、なーんで今コッチに来れたの？　べつに強くもなってねーし」

　ナディアはサミュエルと目が合う。瞳が赤く光っていて、人間離れした禍々しくドロリとする空気を纏っていた。彼は悪魔だ。サミュエルはナディアを見て嗤った。

「ちょうどいい獲物だよねー。未だ魂がキレーでピッカピカなのを見ると、食べ頃まで育ててんの？　ボクが食べようと思ったのに『夢渡り』がうまくいかなかったのはお前が邪魔してたからか」

「ちっげーよポンコツ。ナディアちゃん自身に弾かれてんの」

　サミュエルがナディアを向いた。訝しげな顔が徐々に唖然としたものに変わっていく。彼は嘲笑を浮かべてジルに言う。

「この女……そうとは見えないのにエクソシストか！　それにお前、お前……名を奪われたな!?　あははっ！　ちぐはぐな異端のお前に似合いの末路だね！」

　サミュエルはけらけらと笑い出す。

「名を奪う？　異端？」

　不穏な言葉が気にかかり、ナディアがそう言うと、サミュエルは顔を歪めて微笑んだ。

「鎖で縛り付けて隷属させてるくせに、何も知らない聖女みたいな顔しやがって、とんだ女だね！　そーゆー女は嫌いじゃないけどさー」

　鎖で縛り付ける、と言われてジルの胸にある刻印のことが浮かんだ。まさかと思い、ジルを見ると顔を逸らされる。

「そーいやジル、お前の母親も聖女って呼ばれてたけど、同じく聖女みたいな女に命を握られてる感覚ってどんなもん？」

　アヒィアヒィと笑い転げるサミュエルを、ジルは冷たく見下ろした。

　重要なワードが飛び交い、ナディアは混乱する。名前、鎖と隷属、ジルの母親が聖女、そういえばあのとき──ジルの名を呼んで『服従しろ』とナディアは言った。そして青い焰が彼の皮膚を灼いた。苦悶に満ちた呻き声は耳にこびりついている。

「ねぇ、ジル、もしかして」

　ジルはこちらを見ようとしない。どくん、と心臓が嫌な音を立てる。

「──これは、一体どういう状況ですか？」

　静かな声が響いた。振り返ると、葦毛の馬に乗っているカーチスがいた。白いマントに身を包んだ彼がひらりと降り立つ。そして右手をマントの中に隠した。

「カーチス、そいつは悪魔だ。逃がすな」

　ジルが指を差す。サミュエルの周囲には黒い沼が出現し、ズプズプと呑み込まれていく途中だった。もはや体の半分が呑み込まれ、逃亡完了を確信したサミュエルがニタリと嗤っている。

「ええ、そうでしょう、ねっ」

　マントの中から何かを取り出したカーチスが、それをサミュエルへ投げた。白く光るそれはサミュエルの首に絡みつき、白く小さな蛇となって齧り付く。

「ヴワッ!!」

　サミュエルは悲鳴をあげて、そのまま沼に呑み込まれて消えた。トプンと黒い水が跳ねて、そこには跡形もなくなる。

「……サミュエル、は」

「逃げようとしたようですけど、無理ですね。僕から半径一キロ以上の移動は不可能ですし、一度だけですが強制的に引っ張り出せます」

「さっきの白い蛇はなんだよ」

「無理を言ってお借りした聖遺物です。僕はジル殿に使おうと思ってたんですが、まさか別の悪魔に使うことになるとは」

「おいおい」

「捕縛目的なんですよね。攻撃性の高い聖遺物があったら良かったんですが、隣町に保管しているのはこれくらいでして」

　さて、とカーチスがナディアに向き直る。

「お待たせしました。あなたの町のエクソシスト不肖カーチス、ただいま戻りました」

「……おかえりなさい、カーチスさん」

　あたたかく微笑むカーチスに、ナディアはとても感謝した。人に安心感を与えるのがエクソシストなのだ。

「それで？　魂の気がなかなかブレないナディアさんが、ここまで揺れているのはどうしてですかジル殿？　さっきの悪魔が何をしたんです」

　ジルは黙っている。

　ナディアは彼の傍に寄り、下から覗き込んで目を合わせた。

「隷属って、なんのこと？　もしかしてあのとき、あの青い焰は」

「……ナディアちゃんは気にしなくて大丈夫」

「気になるに決まってるでしょ！」

　ナディアが詰ると、ジルは片手で目を覆った。

「ジル殿、もうバレたんですか」

　呆れた口調でカーチスが口を挟む。

「カーチスさんは知ってたの」

「ええまぁ。だからこそお二人からは手を引いた、とも言えます」

「……」

　はぁ、とジルが溜め息をついた。ナディアはその胸をドンと叩く。今、強い不安が駆け巡っているのはサミュエルに対してではなく、ジルに対してだ。

「勝手にそんなこと……っ」

「悪魔は勝手な生き物だよぉナディアちゃん」

　諦めたように微笑むジルが憎らしくて愛おしくて、彼の胸に置いたままの右拳にボォォッと青い焰を灯した。

「熱っつ！」

　ジルが飛び跳ねて後退する。その様子をナディアは腕組みして睨み上げた。

「ちゃんと説明してもらいますからね」

　ジルは観念したように頷く。

　僕もいますからね、とカーチスがにっこり微笑み、三人はとりあえずナディアの家に帰ることにした。







　カーチスがまず馬を返しに行っている間に、ジルは三人分の紅茶の用意を、ナディアは庭に植えているイチジクの実をもぎ、お茶請けに用意した。

「お邪魔しまーす。また紅茶の良い匂いがしていますね」

　玄関から入ってきたカーチスはやや息が荒かった。教会から急いでここまで来てくれたのだろう。

「お疲れ様です。カーチスさん、イチジクお好きですか？」

「好きですよ。庭の木のイチジクですか？　いいなぁ、って実は気になってたんですよね」

　三者、三角形をつくるように椅子に座った。ナディアはジルを見つめる。

「それで、ジルさん？」

　ジルは無言で木綿のＴシャツを脱いだ。鍛えられた滑らかな肌のうえ、頑丈そうな左鎖骨から左胸にかけて、逆さに咲いた薔薇とそれに絡みつく鎖の刻印がある。炭よりも深い黒色が、禍々しくもエロチックだった。

「これは《隷属印》。エクソシストが悪魔を服従させるための契約。悪魔の本当の名をもぎとって屈服させ、使役させる術式だよ。だから悪魔は本来、本当の名は明かさない。名前を取られただけで屈服させられるとは限らねぇけど……ほら、カーチスに取られたとしても絶対大丈夫な自信はあるし」

　カーチスは不服そうな顔をしたが、反論しないところを見るに事実だろう。

「俺のご主人様はナディアちゃん。俺を生かすも殺すも、何をするのもナディアちゃんの自由」

　ジルはうっとりと目を細め、睦言を囁くように言う。

「なんでそんなこと」

「これがある限り、ナディアちゃんが病気や怪我で死ぬことはないし、影に俺の半身をおいておけるから、何かあったときすぐ駆けつけられる」

「強盗のことがあったから……？」

　ジルはただ笑って、イチジクを囓った。

「病気や怪我で死ぬことはないって……それって、ジルさんの命を貰うからじゃ」

「人間の生命力なんて、俺からするとマッチ棒の火みたいなもん。人間の感覚で捉える必要はねーよ。気にしないでいい」

　確かにそうかもしれないけれど。

「ナディアさん、問題はそこじゃない。ナディアさんはもう寿命でないと死ねない。そしてそれまで、ずっとこの悪魔に付きまとわれるってことです。あなたが拒絶したとて、契約を無効にしない限り、刻印の絆が二人をずっと結びつける。この術はね、契約したエクソシスト側にプライバシーがないんです。影にずっと悪魔がいますから。やろうと思えば、悪魔はエクソシストの生活を全て共有できる」

　カーチスはジルを冷ややかに睨んだ。

「こいつの愛、重すぎると思いませんか」

「あっ……なるほど？」

　愛。愛だ──

「……愛が重い、ってこういうときに使うんですか？」

「いや、やっぱり間違えました。愛、なんて言ってしまえばキレイに聞こえてしまいます。コレは執着ですね」

「オイオイ。お前には愛するヤツもいねーのに、好き勝手言ってくれてんじゃん。例えば身を焦がすような愛、カーチスくんは知ってんのォ？」

　図星だろう。カーチスは黙った。

「そんでぇ？　執着じみた重ッ苦しい愛を感じたナディアちゃん、感想はどーよ」

　いささか投げやりな言い方だった。

「ジルさんって本当に私のこと好きなんだなぁ、って思った」

　ナディアは照れ隠しに少し笑う。ジルとカーチスは無言だった。

「……どうしたの二人とも」

「いや、別にィ」

「……えええ。ええええええ！　そこは！　ドン引くところでは！　ないですか!?」

　カーチスが項垂れたので、ナディアは「そういうものですか」と呟く。

「でも勝手にやらされたこと、怒ってはいます。なんで言ってくれなかったのジルさん」

「だって言ったらやってくれないだろ。隷属させるなんて」

　しれっと言うジルを睨みつけた。確かに、あのときの私だったら断っていただろう。ジルは得意げな顔をする。

「ほらな」

「……。じゃあもう一つ。異端とか、母親が聖女とか、何？」

　やっぱり聞いてくるか、とジルはこきりと首を鳴らす。

「俺の母親は人間なんだよな」

「……えっ」

　ナディアもカーチスも素っ頓狂な声をあげ、目を丸くした。

「五百年くらい前かな。教会の記録には残ってるかもしれねぇ《裏切りの聖女》が俺の母親。聖女っつっても、特異体質で癒やしの力を持ってたエクソシストってだけ。悪魔の親父が惚れてしまって、ときには滅されるギリギリになりつつも、甲斐甲斐しく愛を囁き粘着質に追い続けて、とうとう母親の方が絆された。とゆーか、折れた。たぶん」

「殺されそうになってもストーカーしてたってこと？」

　カーチスは無言で頭をかかえていた。嘘だろぉ、と呟いている。

「あまりに付きまとわれて鬱陶しかった母親が、親父に条件を出した。生きるか死ぬかギリギリくらいの結界の中で三日耐えたらデートしてやる、って。親父は喜んで話にのった」

「生きるか死ぬかでデート権、かぁ」

「悪魔にとっては常に燃やされ炙られるような苦痛を伴う結界で、弱けりゃ一日で死ぬやつね。親父は三日耐えて……まぁ母親は来なかった。そんで五日目になってようやく、死んでるかどうか確認しに来たんだよな」

「……聖女って呼ばれてたんだよね？」

　ナディアはカーチスの方を見た。

「約束も何もただの罠じゃん……」

「んで、親父は黒焦げで横たわってて、母親は死んでると思ったらしーのね。とりあえず蹴って転がして確認しようとしたら、親父まだ生きてて。母親見上げて笑ったんだって。『ルルちゃんが無事で良かった。じゃあこれやっぱり、オレのこと殺そうとしただけかぁ』って」

「うわ……なんか泣きそうなんだけど」

「お前がナディアさんのこと『ナディアちゃん』って呼ぶのは父譲りか」

「三日目後半あたりから、親父はもう死ぬなぁって覚悟してたらしいけど。流石に良心が咎めたのか、母親が親父のこと治してね。『ほんとにわたしのこと好きだったのね』っつって、以降はちゃんと親父のこと見るようになった、とか」

　それまでは全く本気にしていなかったようだ。

「そのあたりでもう絆されてたと思うんだけどねぇ。んで、悪魔と仲良くしてるように見えた母親は、教会から裏切り者だって弾劾されて、そのうえ殺されそうになったから、親父が母親を魔界に攫っていったってわけ」

「へぇ……」

「そんで、悪魔と人間の間に生まれた悪魔が俺。異端とか言ってくる奴らも多いけど、全員俺より弱いんだよなぁ」

　話はお終い、とジルは紅茶をすすった。

「待て。……悪魔と人間の間に、子どもが生まれるのですか？」

「あ？　まあね。っつーか人間側にもそういう親から生まれた子どもはいたけど……そうか、今はもういねーのか」

「……まさか」

　カーチスが呟き、黙った。

　ナディアは衝撃だった。ジルとの間に子どもができる可能性があること──そもそもどうして、あり得ないと思い込んでいたのかということ。

　だったら、すぐにでもジルに確認したいことがある。

「カーチスさんごめんなさい。ちょっと、ジルさんと二人で話したい」

「……分かりました。退散します」

　慌てて家を出ようとするカーチスをジルが引き留めた。

「あー……。待てカーチス、あの悪魔について話しておきたいことがあるから、庭で待っとけ」

　カーチスが一旦外に出てから、ジルは難しい顔をした。目線を斜め下に泳がせて、おずおず口を開く。

「そのさぁ、ナディアちゃんの中に出しまくってるけど、孕ますつもりはないから安心して」

「！」

「人間同士と違って、偶発的にはできないから──」

　ナディアは椅子を蹴倒す勢いで立ち上がった。驚くジルの手を引いて、ソファへ移動する。隣に寄り添って座り、ジルの手を握る。

「あの、ナディアちゃん？」

「ジルさんと私との間に、子ども、つくれるの？」

「……ナディアちゃんが願うなら」

　ナディアはジルの手を強く握った。

「ジルさんは？　ほしいと思ってるの？」

「ナディアちゃんが欲しいなら」

「私の気持ちは置いといて、ジルさん自身はどう思ってるの？」

　喉から出た声は、じわりと焦りが混じっていた。

　見つめたジルの瞳が赤色に染まり、金色の虹彩が浮かび上がる。

「俺は──。……欲しい、欲しいね、子ども。ナディアちゃんと俺との……」

　今初めて考えたような、ジルは呆然とした様子だった。

「私も欲しいよ。ジルさんと二人だけでもいい、って思ってたけど……子どもを作れる可能性があるのなら、やっぱり欲しいって思っちゃう」

　俯くと、ナディアの目から涙がぽろぽろと落ちた。安堵のような、自分への不甲斐なさのような、複雑な気持ちが渦巻いている。

「あ……ごめんナディアちゃん！　もしかして一人で色々と悩んでた!?」

　ジルが慌てた。

「ジルさんに何も聞かないで、一人で考え込んでた私の問題なの」

「いやでも……。そっか、ごめんねナディアちゃん。俺も悪いよ」

「ううん」

　首を振るナディアをジルが抱き寄せる。苦しいくらいギュウギュウに抱きしめられて、涙が止まった。

「いつだか昔に生殖適齢期だとかそーゆーこと、俺言ったのにね」

「ふふ。確かに言われたなぁそんなこと」

「だったらさぁもう、今からつくろーか」

「……え？」

　ナディアはソファに転がされ、ジルが上から覆い被さってきた。口づけするように顔が近づいてくる。ナディアはその顔を両手で掴んで突っぱねた。

「待って待って待って、今カーチスさんが外で待ってるから！」

「なかなか呼びに来ねーな、ってなったら、なんとなく雰囲気察して帰るだろ」

「いやいやいや！　町に悪魔が襲来してそれどころじゃないし！」

「あんな小者どーにでもできるし」

「それでも早急になんとかしよう、って話じゃなかったの？」

「いや俺、とりあえずナディアちゃんのことが一番で、それ以外は結構どーでもいいんだわ。知ってるでしょ、悪魔だもん」

「知ってた！　知ってたけれども！」

「ねぇいーじゃん。俺いますっげぇヤりたい気分」

　ジルの目は本気だった。言葉遣いこそ悪いが瞳はどろどろに蕩けていて、今から溶けそうなくらい甘やかすつもりなのが分かる。

「ん～～～～～ッ！」

　ナディアは右の拳に青い焰を込め、悪魔の誘惑を断ち切った。

「痛ってェ！　ナディアちゃんだってその気あるくせに、酷いご主人サマだな」

「この騒動が終わったら！　好きなだけしたらいいじゃん！」

「言ったな!?　後悔すんなよその言葉！」

「なんだかんだ結構いつも好きなようにしてるじゃんジルさんは！」

「ヘェー。俺がいつもどれだけナディアちゃんに合わせてるのか思い知ればいい」

　ジルが自身の唇を親指で拭う。

　愉しそうに瞳を揺らす仕草に、早まったかもしれないと思った。







「それで、あの悪魔についての話をする──で、いいんですよね？」

　多少はあった緊迫した雰囲気が、もはや皆無となったリビングでカーチスが言った。

「そうそう。あのサミュエルって悪魔、たいして強くはないんだけど逃げ足は早いというか、ちまちま活動するっつーか、そーゆータイプな。んで、どうしてあんなヤツがいま人間世界に来れたかっつーと、たぶん俺たちのせい。たぶんっつーか、ほぼ確実に」

「ジル殿とナディアさん、ということですか？」

　カーチスは眉を寄せて言う。

「いやいやお前も入ってるから。っつーか主にお前と俺のせい。お前もさ、この時代にとっては不適合な力を持ってんじゃん。その神通力」

「……修練の賜物だと思っていますし、僕以上のエクソシストだって存在しますよ」

「その若さで、実践もなかなか積めないだろうに頑張ったんだろーなとは思うよ？　ただこの前、同じく時代にそぐわない力を持つ俺とちょっと遊んだじゃん、校庭のところで」

「あれを〝遊び〟だと言うのですか……」

　カーチスは一瞬憤怒の形相をして、すぐ意気消沈した。

「それで──このへん一帯の〝なにか〟が歪んだんだろうね。ここにはもう一つの特異点であるナディアちゃんもいる。悪魔と人間の境界を閉じていた扉が、ほんの少しだけ開いたんだろ。その隙間に、サミュエルが体を滑り込ませて人間こっちの世界にやって来た」

「……。憶測の域を出ないですが、もしそうなら」

「お前が俺に手を出さなければ、サミュエルはやって来なかったってコトだなァ」

　なるほど、とナディアは頷いていた。

　筋は通る話である。なにせ、近年は悪魔の出現というものが本当に稀なのだ。現れやすいとされている場所はホットスポットと称され、その周囲にエクソシストが配置されている。それもあって、ルルーシュのような半田舎に、これまでエクソシストは来たことがなかった。

「くそッ……悪魔め」

　カーチスの呟きは、サミュエルに対するものか、目の前でニタニタ笑っているジルへ向けたものか、もしくは両方なのか。

「それで、どうするのジルさん」

「もう一度歪みを創ってあいつを送り返す」

　そんなことできるのか、とナディアもカーチスも驚いた。

「もちろん、二人にも手伝ってもらう。俺一人だと流石にしんどいと言うか……そのまま引きずられてアッチの世界に戻されそう」

「戻されればいいのに」

　ナディアはじろりとカーチスを睨む。

「すみません冗談です。……で、その準備ができるのはいつです？」

「お前が万全でさえあれば、今日の深夜にでも」

　決まりである。







　真夜中、冷たい風が吹いている。満月がてっぺんを過ぎて少し傾いたころ、学校の校庭に巨大な円が描かれた。月桂樹を煮出した水に、エクソシストの護石の欠片、薄切りしたイチジクを浸し、胡椒と蜂蜜を混ぜ、最後にジルの血を数滴垂らした──その液体で描かれた円である。

　ジルはさらに人ひとり入れるくらいの小さな円を三つ描く。

「じゃ、その円の中に立っててね」

　ナディアは素直にその中に立った。

　先程から、カーチスは耐えがたいとでも言うような顔をしている。

「まさかこれ、魔方陣とでも言うんじゃないでしょうね」

「まぁそんなもんだけどォ」

「……こんな、ただ適当に描いた円が……？」

「ここは人間の世界だけど、俺の体と力は魔界の道理でできてんの。範囲指定できればいーんだよ、こんなの」

「呼び水？　の液体も滅茶苦茶適当な材料で……これが媒介なんですか？　贄になるんですか？」

「アー？　聖魔入り混じったようなモンなら何でもいーんだよ。悪魔はそんなの深く考えねーの。テキトーテキトー」

「滅茶苦茶だ……」

　ジルが右掌に黒い炎を宿し、空に向かって放り投げた。球状になって空高く上がった炎は見えない壁に激突し、ドーム状に地面へと霧散していく。ちょうどジルが描いた巨大な円の線上に落ち、夜空が消えた。魔方陣の敷地内が、ドーム状の黒い靄で覆われる。

　ぞっとする感覚がナディアの肌を撫でた。

「これは結界？」

「そぉ。何が起こるか分かんないし、念のため暴れてもいいようにね。そんじゃあ二人とも掌とかに力を宿して」

　ナディアは両手に青い焰を宿した。カーチスの掌の上では稲妻のような閃光が揺らいでいる。

「いいね。んじゃ、二人の力も貰っていくから頑張ってェ」

　ジルが大きく足を踏みならした。ドゴン……と物々しい音がして地面が揺れる。ジルの頭に山羊のような角が二本生えてきて、瞳の色は赤く変わった。白い木綿のシャツが破れて背中から黒い翼が現れ、黒く鋭い爪が伸びてゆく。ジルから湧き出る黒い靄が、薄い羽衣のように彼の周りをひらひらと踊っていた。

　目が離せない美しさと、脳髄を揺さぶるような恐ろしさが降臨した。ナディアの全身から汗が吹き出る。本能的に体ががたがたと震えた。今まで見てきた本性の、どの時よりも凄まじい威圧を感じる。

　ジルの赤い瞳に、金色の光の粒が無数に煌めいた。右手を掲げ、下へ振り下ろす。すると黒い空から金色の塊が流れ星のように降ってきて、ドゴォンと派手な音を立てつつ、いくつも地面に激突する。

　ナディアの焰とカーチスの閃光が、黒い靄に包まれて空へと上がっていく。焰は尽きることなく掌から吸い取られ、さながら上昇気流のようだった。

「……あっ、う」

　ナディアは立っていられなくなった。体から色んなものを吸い取られている感覚──頭がガクンと揺れ、地面に膝を着く。カーチスも同様で、片膝を立てて荒い息をついている。

「もうちょっと頑張れ」

　飄々としたジルの声が聞こえた。

　ジルは腕を払い、次々と金色の隕石をそこらじゅうに落とす。ときおり足を踏みならして地面を揺らし、割った。

「──歪んだ。今なら扉を開ける。カーチス、あいつをここに呼び出せ」

　返事するのも億劫であろうカーチスは、左腕につけていた銀色のバングルを放り投げた。一拍おいてサミュエルが現れる。

「ぐっ、くそ！　なんだこれ！」

　ジルはすかさずサミュエルの首を絞めるように掴んだ。

「こんばんは、そしてさようなら。お前は魔界に帰るんだな」

　ジルはあいた左手で中空をひっかくような動作をした。そこに黒い亀裂が入り、ズッと手を差し入れて割れ目を拡げる。魔界への入り口だ。

「いっ、や、だ！」

「この町に悪魔は俺一人でじゅーぶんなの。大人しく帰れ」

「そこの女には手こずったが、こんな狩り放題な世界サイコーじゃねぇか！　この町からは退く！　見逃せよ、ボクたち同郷だろッ」

「そりゃあ？　俺としてはナディアちゃんとその周辺が平和ならどーでもいいんだけど？　魔界と人間界が別たれた後のこの世界は、昔よりも良くなってんだよなァ……。お前はまだ若いから、あんま分かんねーかもだけど」

「それがどうした！」

「悪いもんじゃないってことォ。悪魔側も人間側も大きな犠牲を払った大戦を、また繰り返すのもナンセンスだろ」

「この……異端め！　お前は昔から、やろうと思えば何だってできる力があるくせにその残虐さを発揮しない！　強いくせに悲惨な戦いを好まない！　そういうところが──しぬほど嫌いだった！」

「アッハ！　別にお前に好かれたくねーよ」

　ジルがサミュエルの体を黒い歪みに押し付けた。魔界は彼を呑み込もうと蠢く。

「クソッ、クソッ、クソッ！　ボクは諦めないからな！　こちら側から扉を開ける！　狭間の境界は越えられると実証された！」

「あっそ。たぶんお前には無理だろーけど。そぉだ、最後に質問に答えてあげるよ」

　サミュエルの体が半分、黒い歪みの中に埋まっていく。

「聖女に命握られてる感覚がどんなものか知りたいんだろ？　──最ッ高の気分だね」

「狂ってる！」

　ジルは愉しそうに嗤い、サミュエルを歪みの中に押し込んだ。憤怒の声をあげながらサミュエルの体が沈んでいく。とぽん、と水へ落ちたような音がして、黒い歪みが消えた。

　ジルが小さく息を吐いて、右手を大きく薙ぎ払った。その途端、ナディアたちの体が軽くなる。悪魔の本性を晒していたジルの体も、人間を模したものに戻り、校庭を包んでいた黒い靄の結界も消える。割れて穴ぼこだらけだった地面も、跡形もなく元通りだ。

「ナディアちゃん大丈夫？」

「うん。……終わった？」

　ジルのピンク色の丸い爪先が、ナディアの頬を撫でた。両脇に手を差し込まれて立たされると、横抱きに抱き上げられる。

「終わり。魔界への扉も閉じた。疲れたでしょ、家に帰ろう」

　いつもと同じ、ちょっと意地悪で優しい顔してジルが言う。ナディアはジルに頭をもたれて頷いた。

「お疲れ様、ジルさん」

　ん、と返事して、ジルはカーチスの方を見た。どっと疲れたようで、胡座を組んで脱力している。

「お前もダイジョーブ？　流石に俺も疲れたし、とりあえず帰ろーぜ」

「そうする……。このこと、本部は察知しただろうか」

「遠く離れてるし結界も張ったから、察知したとしても微々たるもんだな。まさか魔界への扉が開いたなんて思いもしねーよ」

「……そうか」

　よろめきながらカーチスも立ち上がり、三人は学校をあとにする。

　夜は深く、夜明けはまだもう少し先だ。

　ナディアはジルの腕の中で揺られ、そのうちに瞼を閉じた。





　　　　　　　◇　◇　◇






　帰宅したジルはナディアをベッドに寝かせ、自身は一階に下りてキッチンに立った。悪魔の火で湯を沸かし、すっかり好物となった珈琲を淹れる。ナディアのために淹れるときはミルクを半分注ぐが、自分用は濃いめのブラックだ。ナディアと揃いの赤いマグカップに淹れて、突っ立ったまま一息に半分飲んだ。

「はー……」

　流石のジルも今回ばかりは疲れた。ほんの少し扉を開いて、サミュエルを突っ込むのが精一杯だった。あの扉を創り、蔓延る悪魔たちをねじ込むか殲滅したのが過去の大戦である。いったいどれほどの時間をかけて創ったのかは知らないが大したものだ。もしかすると、人間界を下界と呼んで絶対に降りてはこない天使どもの力を借りられたのかもしれない。

　決して振り向いてはくれないのに、人間は教会を建てて天使どもを永く信仰してきた。稀に誕生する聖性を持つ人間がエクソシストであり、天使どもに近い存在にある。魔界と断絶するためならば、彼らに多少のギフトを贈ってもおかしくはない。

　紛い物の人間の体にカフェインが沁みる。残りを一気に飲み干し、首をゴキリと鳴らした。家を出て、未だ暗い夜空を見上げる。ジルは町へ向かって歩き出した。

　最後の後片付けである。

　まず町の外周をぐるりと歩き、カタツムリの貝をなぞるように中心部へと歩く。サミュエルの蒔いた悪魔の種を取り除き、靄を吹き飛ばしながら進む。

「あ～……俺ってなんて働き者なわけ」

　路地裏に巣くうものを燃やし、廂ひさしの上にひそんだものを潰し、店内に居るものには隙間から影を忍び込ませて滅した。

　後日気が向いたときにチマチマやってもいいが、今が一番労力を少なく済ませられる。

「みみっちいモンが意外と多い……サミュエルあいつマジでセコい悪魔だな」

　思っていたよりも時間がかかり、終わったときには夜が明けるころになっていた。

　町の中心部には教会がある。ジルが通りかかるとき、ちょうど神父が箒片手に門前に出てきた。毎朝の日課だろう。

「おや、ジル殿」

「おはよー神父サン。朝早いねぇ」

　ジルが軽く手を振ると、神父は神妙な顔をした。じっとジルの方を見て、ふと体の力を抜く。

「……おつとめ、ご苦労様でした」

　神父はそう言うと、ジルに対して深くお辞儀した。

「……。おー、どういたしましてぇ」

　頭を上げた神父はジルを真っ直ぐ見つめて苦笑する。

「カーチス君だけでは、どうにも無理だったでしょうし」

「……そォだねえ」

「ジル殿には本当に感謝しているんですよ。これからもよろしくお願いします」

　ジルは黙って神父を見つめ返した。皮肉でも御愛想でもなく、彼は本心から言っている。

（こいつ……薄々そうじゃないかと思ってたけど、俺が悪魔だってこと勘付いてるよな）

「どちらにしろ、何の力もない私にはどうすることもできなかったです。ジル殿、頼りにしていますよ」

「……まかせてェ」

　ぷらぷらと手を振ってジルは背中を向けた。最近町で起きていた変事も、この夜に何かがあったことも、この神父は何となく分かっている。だが彼には何をすることもできない。教会周辺が清く保たれていただけで十分だろう。

　──ジルは、思い至って振り返る。

「神父サンはさぁ、俺の知る中で一番〝神父〟っぽいよ。あ、これ褒め言葉ね」

　神父はぱちぱちと目を瞬かせた。そうしてふっと微笑み、穏やかに言う。

「ジル殿にそう言われるとは、光栄ですね」

　ジルは、この神父のことが嫌いではなかった。




「はぁ～あ。にしても疲れたァ。帰ってナディアちゃんに癒してもーらお」

　ぽつぽつと歩いて帰る。

　帰宅して二階に上がると、愛しい乙女はすやすやと眠っていた。ジルは着ていた服を全て脱ぎ捨て、ナディアを抱き込んで目を瞑る。

　温かい体を抱いて、悪魔には本来必要ない眠りに落ちた。




　ナディアが目覚めたのは昼過ぎだった。

「う……ジルさん……？　うわぁ裸じゃん」

「おはよぉナディアちゃん。よく眠れたァ？」

　ジルが頭を撫でると、ナディアはうっとり気持ちよさそうに目を細めた。

「たくさん眠れた、けど」

「んじゃ、シていいよな？」

　ジルはずっとずっと我慢していた。ナディアに覆い被さり、こめかみにキスを落とす。

「あの……ね……」

「なぁにぃ？　好きなだけしたらいいって言ったのナディアちゃんだからな」

「うん……そのぉ……体が全然動かない」

　ナディアは目を開けるのも億劫そうで、ぱちりと目を閉じた。

「……ウッソォ」

「全身が筋肉痛みたいに重いし、固いし、全部が鉛に変わったんじゃないかってほどベッドに縫い止められてる」

「……力使い過ぎてアドレナリンも切れた……？」

「そぉゆう感じなのかなぁ」

「嘘だろ、俺もうこんなに勃ってんですけど」

「体なら使ってくれていいけど、私は何もできないよ……」

「言い方！　っつーかそんなん俺楽しくねーし！」

「あは……ジルさんって優しいよねぇ」

「ナディアちゃんにだけな！」

　力なく笑うナディアの額にキスを落とし、ジルはベッドから下りた。仕方なく服を着る。

「ハァ～～～……スープとかなら食べられそう？」

「食べる～！　ジルさんありがとう大好き」

「知ってまぁす」

　キッチンに立って手を洗う。ふと、「あ」と声が出た。ナディアがあれだけ消耗しているのならば、カーチスの方はもっと酷いことになっている。潜在能力が高いのは実のところナディアの方であるし、加えてジルはカーチスの方から多めに力を引き出した。

「あいつ……大丈夫かな？」

　思えばジルでさえかなり疲れたのだった──。

「……死んではないだろ。うん」




　ジルが首を傾げつつ玉ねぎをみじん切りにしているとき、カーチスは高熱に倒れていた。

　回復まで三日を要したと、後日、神父から聞かされるのであった。





　　　　　　　◇　◇　◇






　サミュエルを送り返してから数日。体の調子も取り戻したナディアは窮地に立たされていた。

「……それは、ちょっとえっちすぎない？」

「そんなことない」

「えっ……えー？」

　休日の昼下がり、ナディアは二階へ連れて行かれた。服を脱がされながら「しよーよ」と言われて、何をねだられているかは明白である。卵の殻を剥くように全ての衣服を剥がされ、ベッドに座らされると、今まで経験したことのない趣旨を説明された。

「ジルさんの顔の上を、跨ぐの……？」

「うん」

「な、何故に」

「やってみたら分かる」

　あうあう、と言葉にならずに口を動かして、ナディアは固まった。ジルはごろりと横になり、肩肘をついてこちらを見上げている。

　ナディアはジルに甘かった。基本的にお願いされると了承してしまう。カーテンを閉めているとはいえ、部屋の中はまだまだ明るい。だが先日は甲斐甲斐しく看病してもらい、おあずけ状態が続いていることも事実である……。

「うう……やってみます」

　ジルはにっこりした。ナディアは言われたように、お尻をジルの頭の方へ向けて跨がった。恥ずかしい。猛烈に恥ずかしい。ジルの手がナディアのお尻をがしりと掴み、腰を下ろすように誘導される。

「あ、そんな、重いよ!?」

　ぺちょ、とナディアの陰部がジルの顔に着く。温かい舌がべろりと這わされ、ナディアの背中がぞわりと震えた。ナディアは四つん這いになり、ジルの下腹部に頬をあてる。

　ジルの舌先が敏感な蕾の周囲をなぞる。一番触ってほしいところを焦らされて、ナディアの腰が勝手に震えた。押しつけるような動きにジルが笑い、ぬるぬると花芽を舐め上げられる。

「あ、あっ、っ」

　甘い期待に脚が震え、秘所を押しつけるのを我慢する。ジルの指が蜜口を左右に開き、溢れてきた愛液が水音を立てた。花芽を愛撫している舌の動きが早くなる。──全てがジルには丸見えのはずだ。

「ナディアちゃんのここ、ひくひくしてるのがよく見える」

「や、やめて……」

「気持ちいい？」

　ジルは舌での愛撫を続けながら、隘路に指を入れた。水音を立てながらゆっくりかき混ぜられ、蜜口はジルの指に絡みついた。溢れて出ていく愛液はジルの顔を濡らしている。それがまた恥ずかしかった。

　ナディアが顔を上げると、すぐ近くでジルの剛直が上を向いている。先端からは透明な液体が少し滲み出ていた。ナディアは手を伸ばしてその太い肉棒を握る。

「わ、私もジルさんの舐めたいのに、届かない……」

「そりゃあこの身長差じゃねぇ」

「ずるい……」

　せめてもと思い、剛直を上下にさする。すると、ジルの指の動きが少し性急になった。蜜口をゆっくり混ぜられていたのが変わり、ある一点で執拗に蠢いて、ナディアの弱い部分を緩急つけて責めてくる。

「あっ、やっ、そこは……っ」

　ビクビクと快感がせり上がってくる。カクカクと腰が砕けそうになった手前で、ジルの動きがぴたりと止む。

「そこは、なに？」

「い、いつもより意地悪じゃない……？」

　ジルがじゅるると音を立てて愛液を吸った。

「ん～？　なんか今日はそーゆー気分なの」

　ほんの少し指を動かされるだけで、背中がビクンと跳ねた。

「きっ、気持ちいい、です」

「そうだよね～。じゃあ一回イッとこうか」

「うっ、んっ、あ、あ、あっ──！」

　ジルの思い通りにイかされ、くったりしたナディアは上半身をジルの体に押しつけた。下から「かわいーねぇ」と呟きが聞こえる。まだ余韻にひくついているそこは、ぐちゅり、くちゅりと弄られている。

「あ……こんどは、わたしが」

　ジルのものを口に含もうとした──が、急にジルの下半身が目の前から消えた。そしてナディアの体はシーツの上でうつ伏せになっている。後ろから腰だけをぐいっと持ち上げられ、とろけた蜜口に温かく質量のあるものがあてがわれる。

「それはまた今度ねェ」

　つぷりとペニスが入ってきて、そのまま穿たれた。たん、たん、たんとリズムよく打ち込まれ、ナディアの腰もそれに合わすように揺れる。下腹部の下に枕が滑り込み、腰だけ少し浮かして寝転ぶ体勢になると、ジルがぴっとり覆い被さってきた。ジルの肌を感じて温かい、けれど身動きもとれない。そのままゆっくりとした抽挿が始まった。

「ひっ……んん……あぅ……」

　ゆっくりゆっくり、焦らされるように追い詰められていく。ジルの雄々しい吐息が耳元にかかるのも、ぞくぞくした快感を増長させられた。

「っ……も、もっと……」

「あっは。ナディアちゃん欲しがるね」

　ゆっくりした抽挿が少しだけ乱暴になった。ナディアのいいところを擦りながら、強めに奥をノックする。

「ぅあ、あっ、あ……っ」

「今日はいっぱい啼いてよ、ナディアちゃん」

　すぐにでも達してしまいそうなのを耐えながらコクコクと頷く。それを分かっているジルに甘く責められ続け、痺れるような快感にナディアは甲高い声をあげた。ジルの熱いものがナディアのなかに注ぎ込まれる。ナディアは荒い息をついてぐったりしつつも、蜜口はきゅうきゅうと呑み込むように蠢いていた。

　ぐちゅりと音を立てながら、ジルが陰茎を抜いて体を離した。ナディアの体はころんと仰向きに転がされる。

　頬を赤く上気させたジルが、優しく微笑んでいる。ナディアは腕を伸ばし、近づいてきた首に手を回して引き寄せた。ちゅう、と吸い付くようなキスをして、ジルの腰に両脚を絡める。

「もっかいしよっか」

「うん」










　──それから数ヶ月が経ち。季節は春になり、ジルと出会って一年が経った。

　あたたかい風が吹きぬける今日、ナディアはあるお願いをすることにした。

「ねぇジルさん」

　庭の畑いじりをしていたジルが、「んー？」と言いつつ振り返る。麦わら帽子に軍手が案外似合っているその姿に微笑ましくなる。

「ジルさんさ、私が死んだら自分もぼちぼち死のうって、思ってるでしょう」

　なんとなくだが、ナディアは確信していた。

「……」

　ジルは無言で微笑んだ。

「それさ、条件加えてもいいかな？」

「なーに？」

「私たちの子どもが独り立ちできるまでは、見守っていてよ」

「……え」

　ジルが呆然とした様子で口をぽっかり開けた。その顔がおかしくて、ナディアは笑う。

「ね、約束してくれるよね？」

　まだ平たいお腹を撫でながら、ジルを下から覗き込んだ。

　ジルの瞳から、ぽろりと涙が落ちた。

「わ。泣き顔も綺麗」

　おそるおそる、そうっとジルに抱きしめられる。

「ナディアちゃん……」

　ナディアをすっぽり包む大きな体も、蕩ける甘い声も震えていた。

　ナディアはジルをぎゅうっと抱きしめかえす。







　──わたしの、わたしだけの、愛しい悪魔。








◆エピローグ　そしてお伽噺なる









　ぱきん、ぱきんと薪を割る。とうさんのように手刀で薪を割ることはできないけれど、力強く軽々と薪を割ることができるようになった。

　ぼくのとうさんは体が大きくて、力持ちで、顔がいい。学校の女の子たちが『ましょうのおとこ』なんだって言ってた。ぼくにとっては、かあさんに甘えることが大好きなしょうがないとうさんなんだけど、どうやら町では違うらしい。

　それに秘密だけど、とうさんは人間じゃない。強い悪魔なんだって。もう少しぼくが強くなったら、本当の姿も見せてくれると約束した。強くなるってどのくらい強くなればいいか分からないから特訓中だ。どうやらとうさんは、ぼくがとうさんの姿に脅えて怖がらないか心配しているようなのだ。大丈夫なのに。

　とうさんは悪魔だけど、ぼくは人間だ。とうさん譲りの馬鹿力とか、他にも色々持っているらしいけど、生物的には人間で間違いないそうだ。だから力の加減だけは厳しく教え込まれている。友だちに怪我させないためだって。そして、上手に使えば、友だちやかあさんを助けることだってできるらしい。

　薪割りが終わってお家に戻る。増築中の家からは、カンカンカンとか、シャーッと泥を滑らかにするような音が聞こえる。一年前に妹が生まれて、とうさんが突然「家を増やす」と言ったのだ。翌日にはたくさん大人たちが来て、あれやこれやと話し合っていた。増やしている部分はほぼ完成して、居間には新しい扉がある。そして新しい居間の方は、とうさんの希望で天井は高く、とうさんの身長に合わせて作ったキッチンがある。ぼくから見ても、古いキッチンはとうさんには低すぎていた。

　あとは部屋が二つ増える。ちょっと先の、ぼくと妹の部屋になるんだって。楽しみ。

「おかえりジーク。薪割りありがとう」

「かあさん、ただいま！」

　お家に入ると、一歳の妹と遊んでいたかあさんがぼくを抱きしめてくれる。だいすきなかあさん。町の学校の先生をしているけれど、今はお休み中。でも教会の仕事はたまに手伝ってあげているみたい。

「にー！」

　妹がぼくを呼んで、よたよた歩きながら、持っていた積み木を渡してくれた。この積み木は昔ぼくが使っていた、とうさん手作りの玩具だ。

　妹のナターシャはどちらかというととうさんに似ている。よく遊びに来るカーチスおじさんは、「末恐ろしい」とか呟いていた。おそろしくないし。かわいいし。

「そうそう。そろそろカーチスさんが来るかも」

「かあさんにまた仕事の依頼？」

「ジークの好きなアップルパイ持ってくるって言ってたよ」

「えっ、やった！」

　カーチスさんは教会にいるエクソシストだ。この町を拠点にして色んなところに出向いている。骨はこの町に埋めるつもりだとか言っていた。女の人に言い寄られているところは何度も見かけたけれど、結婚はしていない。独身貴族っていうんだって。

　ぼくはカーチスさんから「エクソシストにならない？」と誘われている。その素質があるぼくは、本来なら問答無用で教会に連れて行かれるそうなのだが、カーチスさんはそうしなかった。それに、とうさんとおかあさんが断固として断ってくれた。ぼくがやりたいのなら止めないけれど、と真剣な顔でお話してくれた。ぼくはエクソシストに興味ないし、かあさんたちと離れたくない。

　妹と遊んでいると、とうさんが帰ってきた。カーチスさんも一緒だ。

「とうさんおかえり！　カーチスさんも、こんにちは」

「ただいまぁ」とにっこり笑ったとうさんに、頭をぐしゃぐしゃとかきまぜられた。カーチスおじさんは優しく笑って、持っていた紙箱を渡してくれる。

「三番街にあるケーキ屋のアップルパイです。ジークくん、好きだったよね？」

「うん、だいすき！」

　カーチスさんはナターシャの前に屈み込んでじぃっと見つめると、可愛いなぁとにやにや笑った。

「ナターシャちゃんには林檎を買ってきたけど……食べるかな？」

「摺りおろして食べるよ。ありがとうカーチスさん」

　紅茶を淹れているかあさんが答えた。

　それから皆でテーブルについて、お茶会をする。ぼくの紅茶にはたっぷりの蜂蜜とミルクが入っている。大人の仲間入りをしているようで嬉しい。

　カーチスさんが仕事で行った街の様子を聞いたり、とうさんが護衛でついていった隊商の話だったり、時折ぼくも学校での話を聞かれて答える。

　しばらく楽しくお喋りして、カーチスさんは帰って行く。

「ジークくん、エクソシストになりたくなったら、すぐ教えてね」

「ううん。ならない」

　即座に返事すると、カーチスさんは残念そうに肩を落とす。

「カーチスさん、本当よっぽどジークをエクソシストにしたいのね」

「だってこんな逸材、いませんよ!?　本来なら強制連行されてるくらいですからね!?」

「お前そんなことやったら分かってんだろうなァ？」

　とうさんが小首を傾げてカーチスさんを見下ろした。優しくゆったり言うけれど、聞いていると胸がひりひりするような逃げ出したい気持ちになる。こういうときのとうさんは、やっぱり人間じゃないんだぁと実感する。

「分かってますよぉ……」

　カーチスさんはしょんぼりして呟いた。本気で怒ったとうさんは、マジで怖いのだ。

「だいたいお前さ、遊びに来すぎ。寂しいんなら嫁もらったらいーじゃん。逆プロポーズだって散々されてんだろ」

　カーチスさんは目を逸らした。

「っていうかカーチスさん、この前恋人できましたよね？」

「……お家デートに誘われて……ケーキ持って行って……誘われるまま奥の部屋に入ったら……彼女、突然豹変して」

　カーチスさんは思い出したのかぶるっと震えた。もしかして虐められたのだろうか？　かあさんととうさんは顔を見合わせた。

「……カーチスさんが奥手なタイプだと思ってのことかもしれませんよ？」

「そうそう！　教会の聖職者で、それもエクソシストだしさぁ！」

「……また来ます。ジークくん、さようなら。ナターシャちゃんも、ばいばい」

　彼女とはうまくいくだろうか。ぼくは少し心配になった。




　夜は家族みんな一緒に眠る。かあさんととうさんは、ぼくたちが眠ったあとにコッソリ部屋を出ていることも知っているけど、そこは眠ったふりをする。夫婦の時間も大事なんだって、クラスメイトの女の子が言っていた。

　今夜は妹が少しぐずり、隣の部屋でかあさんがあやしている。とうさんと二人で先に眠ることにした。

「ジークももうすぐ八歳か……早いなぁ」

「うん。とうさんが八歳のときはどんなだった？」

「あー……悪魔の成長は早いからなァ。もう体は大人みたいなもんだったな」

「えっ、いいなぁ」

「そうでもないと、弱肉強食のなか生き抜けねェんだよね」

　とうさんの目がふと遠いところを見たような気がした。よしよしと頭を撫でられる。

「ふうん……」

　キィ、と静かな音を立てて、かあさんが部屋に入ってきた。ようやく眠ったらしい妹を抱いている。四人並んで眠れる大きなベッドの奥に妹をおろし、かあさんはぼくの横に寝転んだ。

「ジークも眠れないの？」

　かあさんにおでこを撫でられて、ぼくは目を瞑った。

「ううん……とうさんの子どものころの話を聞いてたの」

「へぇ、かあさんも聞きたいな。そうだ、今度小さいときの姿に変化してもらおうよ。たぶん可愛いと思うの」

「ええ？　嫌なんだけどォ」

　とうさんの嫌そうな声にぼくは笑った。どうせかあさんにおねだりされたら、仕方ないなぁ……って変化するに決まってる。

　ぼくはいつか、とうさんみたいになりたいのだ。大きくて、強くて、何でもできちゃうカッコイイとうさんみたいに。

　でもそんなこと言うと、でれっでれの顔をして絶対調子にのるので言わない。





《終》










そして悪魔は愛を知る


最強悪魔VSエクソシストの孫
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